
        
            
                
            
        

    





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章




　クラスにおいて唯一のぼっち仲間である小こ松まつ君が俺には最後の砦とりでだった。

　彼はその時、まあともかく色々あって右隣の席に来ていたのだが、こうなると俺はもう、彼がいる右以外は向かぬように気をつけねばならない。何せそれ以外の方向を向けば……ダメだ、やめろ。あっちを向けば必ず面倒なことになる。

「あはは……。そだよね、一いち条じよう君の言う通りだよね……」

　頼れる我が同盟者はそばかすの多い童顔に苦笑いを浮かべた。その上で、俺の話したことに対して中身の無い相あい槌づちを打つのだ。

　多分、ちょうど俺の背後で行われている会話が目と耳にしっかり入っているがゆえの困り顔なのだろう。だが知るか。もうすぐ白しら石いし先生がやってきてロングホームルームが始まる。あと一時間もしないうちに夏休みが始まり、明日からは溜ため込んでおいたゲームの数々に集中できるに違いないのであり……。

　ほらそこ、九時の方向に敵影だ。

「海行きたいー！」

　クラスで一番目立つ金髪のギャルにして、俺の一つ前の席にいる橘たちばなかれんが何度目か分からぬ嘆きを漏らせば、

「あー、それそれ……。行きたいよねー…………海」

　その左隣の席にだらりと突っ伏している脱力系ギャル・氷ひよう堂どう弥生やよいが共鳴する。

　こいつの灰色の髪も、橘の金髪のようによく目を引く。その色によく似合う感じの、いかにもやる気なさそうな性格をした橘の親友だ。

「うみー」

「うみー」

　ああもう、行きたきゃ勝手に行きゃあいいだろ！　こいつら、さっきからこれしか言ってねえ！

　そして三人グループの最後の一人である天てん樹じゆ院いん桃もも子こが、俺や小松君と同じくこのやり取りの意味が分からないといったように、ちと困惑気味の声を漏らした。

「そう……。行きたいなら行けばいいじゃない……」

「むーん」

　氷堂の間延びした声が答える。

「……桃子姉さんも来るウミ」

「えぇ……私が？」

「そうウミー！　えへへ、桃子の水着見たいし♪　嫌？」

「仕方ないなあ……。じゃあ、女の子だけで行くなら……」

「えー！　桃子姉さんスタイル良いんだから勿もつ体たい無ないってっ。委員長ファンの男子が喜ぶよー」

「い、嫌よ……っ。私、これだけは譲れないからねっ。もし男子が来るなら、水着なんて持ってかないから、絶対……」

　だが、この空気。

　俺や小松君の事情に関係なしに、ただただ軽くて明るいこの空気。

　終業式がつい先程終わって、教室に担任が来るのを待っているような状況だ。もちろんこのクラスなら静かになれまい。いつもの昼休みよろしく、どいつもこいつも席を移動して仲良し同士で寄り集まっている。

　つまり浮ついていたのは、この女子連中に限った話でもなかった。

「はぁ……。だってさ……高二の夏じゃん…………？」

　左で橘がうっとりしたような声を漏らす。

「みんなにとっても特別っしょ？　それにあたし、去年は海いけなかったもん……」

「ははっ、かれんちゃんぼっちかよ。でもさー、今年は違うっしょ？　今のかれんにはさあ、いるもん……ね。夏休みだもん、ラブラブしなきゃだよねー」

「や、やめてよ……。本人の目の前じゃん……」

「顔赤いウミ。かれんちゃん超かわいいウミー。……ご本人クン、来ると思う？」

「来て欲しい……。絶対楽しくなるし……♪」

　ご本人ってなんじゃらヒキ。知らんヒキなあ。拙者には関係ないヒキね。つーか今、小松氏とのぼっち会議で超絶忙しいヒキよ。

　海なんて下らん。あんなの塩水がたくさんあるだけだ。

　俺はやはり小松君との会話に集中することにした。

　議題、というか彼がわざわざ俺の隣の席まで持ってきた相談事っていうのが、『夏休みのアリバイ工作』についてだ。ぼっちあるあるの一つに、親にいっつも独りでいることを指摘される、というのがある。彼は今まさにそれについて悩んでいるらしく、俺の叔母もその辺のツッコミはたまに入れてくるので、まさに同じ悩みを抱えているというわけだ。

　本能に逆らって群れることを放棄した俺らは、後ろのウミウミ族とは違う。日々住み処かに引きこもることに全力を注ぐヒキヒキ族、またの名をニートである。そういう人種が生き残っていくには知恵がいくらあっても足りないものだ。

「そうだな、ほら……クラスメートとネット対戦してるって言えばウケは良いぞ」

「ゲーム、かあ……。何か、またかって言われそうじゃない？　いつまでやってんだー、とか。暗い、とか」

「暗い奴なんていくらでもいるさ。暗いなりに一人じゃないってことが、保護者って人種には重要なんだ。ほら……何なら、俺の名前を使ってもいいし」

「ふふっ。何かさ、変なの」

「な、何がだよ？」

「一条君とはこんなに話してるのに、一緒に遊んだりしたこと、まだないんだもんね……」

　むむ、それは確かに……。

　未いまだに俺は他人との距離感ってものを摑つかめないでいた。

　一人を除けば、クラスで一番近い仲なのが目の前の小松君だったりする。ぼっち仲間としてはそこそこ長くなった。彼と一緒に遠足も切り抜けてきたし、体育でペアを作る系のランダムイベントも乗り切ってきたのだ。ぼっちに厳しい学校社会においては、一種の運命共同体のようなものだ。

　だが、ぼっち仲間？　ふむ、ぼっち仲間ね……。

　どうだろう、この言い方は妙に安心させてくれる。〝ぼっち仲間〟ってのは、ぼっちが二人集まれば成立してしまう。単に事実を言っているに過ぎない。クラスメートっていうのも同じで、書類上の事実でしかない。何にせよ他人との関係に名前をつけるなら、これほど気安い基準もない。事実は事実だしな、仕方ないんだ。

　しかしこれが一歩進んで友達となると……俺はそう思っていても、向こうにとっては違うかも知れない。さりとてその逆だと何だか申し訳ないし、それならいっそ最初から宣言なんてしなければ楽だ。

「別に、俺はだなあ」

　呼んでくれればどこにでも行くよ、って言おうとした。

　でもそれって、こっちからは呼ばないって意味になっているようで勝手にモヤッとして。

　だから言葉を飲み込んで、ふと後ろめたさを感じてしまったりもするのだ。

「ふん……お互い友達がいねーと大変だよなっ。えっと、つまり、なんつーか……」

　お互い大変だしさ。

　俺らはもう友達ってことで……よくないか？

　そんな簡単な言葉が喉のどの奥につっかえて出てこない。

　もちろんそのまま出てこないでいるなら、二匹の根暗が黙っているだけだ。クラスの喧けん騒そうが響けば響くほど気まずさが募る。

　先に耐えられなくなったのは俺だった。

「なーんかさっ、気にすんなって。ぼっちの悩みなんて、裏を返せばそんなもんだ。向こうで騒いでる奴らを見てみろよ。どこの誰べえが別れただの、誰の某なにがしが呼び出し喰くらっただのって、心底どうでもいい話ばっかだ。こちとら、ぼっちで全然ハッピーだってのなっ」

「ふふっ。一条君は、まだぼっちなの？」

「……あったり前だろ」

「人気者。ぼっちの希望」

　少年は優しげな表情を浮かべて言う。他人ひと事ごとみたいに。

　俺はまだ、ぼっちか？

　そうだ、ぼっちだ。他になんと言えばいい？

　絶対に絶対に、そうなのだ。

　だからここで一つ証拠を出そう。

　左では、未だに女子連中がウミウミ言っている。だが俺に言わせれば、せっかくの長期休暇に海なんて馬鹿げている。誓っていうが、これは偽らざる本心だ。

　家を出た時に最初に考えるのは、いつになれば帰れるか。早く帰ってゲームがしたい。学校なんて行きたくない。

　夏休みって、その繰り返しに疲れた心を休める時間だ。じゃないか？

　そういう風に確信してしまうあたり、俺はやはり、まだまだぼっち野郎なのだ。人間としての根っこがぼっち向きである以上、たとえ今は多少の交友があってもそれは偶然に過ぎない。もし臨時にクラス替えなんてしてみれば、それはもう悲惨な結果になるに違いないのである。

　……しかし俺を取り巻く現状は、もう少しだけ複雑なのだった。

「ねえ、純じゆん……。こっち、向いて……？」

　ぼっち会議の途中で、とうとう制服が引っ張られた。しかもご指名と来た。こうなればシカトしているわけにはいかない。

　俺は渋々左を向くと……まあ、いつものあいつだ。

　橘かれん。

　俺のことを下の名前で呼んでくれる唯一の同級生。

　クラスの中でも外でも友達ばっかりな、話題の中心。

　派手な金髪がトレードマークな、学年の有名人女子。

　一学期のはじめ頃からか、俺はあろうことかそんな殿上人様の勉強に付き合っていた。図書室で、二人っきりで。『一条純』なんていう墓のように地味な男子が、多少なりともクラスに引きずり込まれてしまったのも元はと言えばこいつのせいだ。

　俺はまだ、ぼっちなのか？

「あたし、純には一緒に来て欲しいってゆーか……ダメ？」

　こんなことを、クラスメートの前で、面と向かって言われてしまうのに？

「た、橘……」

　俺なんかを頭数に入れてくれる女の子がいる。

　もう知ってる。そりゃあこいつなら、俺を放っておいたりはしないだろう。

　そういう大事な異性がいて嬉うれしいって言葉にできるほど俺も素直じゃなかったし、かと言ってきっぱり邪険にできるほど捻ひねくれてもいない。

　実際この前、成り行きで言っちまったしな。

　夏休みの遊びも、ちょっとくらいなら付き合うって。

　でも、ちょっとはちょっとだ。

　カフェでお茶するとか、俺のダサダサな服を選んでもらうとか、そんな感じ。

　俺が海？　それはあまりに、どうかしてる。

　もしそうなれば、今度こそ橘とどうなっているかがクラスに露見してしまう。今までのようにはいられなくなってしまう……。

「ねえ……？　お願い。ガリ勉がいないとさ、始まんないじゃん」

「ほらー、ガリ勉。可愛い彼女が、推してくれてんよ」

「彼氏じゃねえ、ただの臨時ボランティア教師だ。海は専門外なんだっ」

　橘が「ぶー」と頰を膨らませると、氷堂が静かにニヤニヤしながら言う。

「でもさ、真面目な話。一条にとってもたった一度の高二の夏じゃん？」

「そうだ、高二の夏は一度しか来ない。つまり黙っていれば受験生になっちまう。だったら行くべき場所は海じゃなくて夏期講習だ」

「うへぇ、安定のガリ勉……。赤点でもないのに出るとか……」

「白石先生に出ろって言われたろ。まあ俺は自由参加でも行くけどな」

「純とうみー。うみ……」

「あーあ、かれんちゃん可哀そう」

　……元はと言えば、俺は断れない奴だからこそ橘の勉強に付き合ったのだ。

　金髪女がせがんでいる顔を見ればきっと、また首を縦に振ってしまう。

　とはいえ目を逸そらしたまま黙っていれば、こうしてビミョーな空気が俺たち全員を襲ってくる。

　一方では、前には派手な女子のグループがいて。

　そして他方では、右には黙っているにせよ、このやり取りに注意を向けているに違いない小松君がいるのだ。

　いと気まずし。あに気まずからずや。

　沈黙を破ったのは、こいつら二人の保護者役だった。

「はぁ、弥生。あと、かれんもねえ……」

　俺の左隣の席で、クラスの委員長、長い黒髪の天樹院桃子がため息をつく。

「本気で私達三人と、一条君だけで行くつもり……？　いくら一条君だって、そんなの行きにくいに決まってるじゃない」

「ほほう、さすが姉さん。それは一理ありますなー」

「他のみんなも誘ってみるのはどう？　白石先生に引率してもらえば、ホテルも取れるかも知れないわ。希望者だけでクラス合宿ってことにすれば」

　いやいや、いやいや。委員長、それはねーよ。

　多忙を極める若手教員が日程上の問題をクリアし、仮に正式な会議まで通したとしよう。

　この終業式というタイミングで、数十人規模のホテル予約やら、何から何まで首尾よく取り付けたとしよう。

　だが、相手はあの白石先生だ。

　俺と橘の現場を押さえて、反省文まで書かせた堅物教師だ。

「おいおい委員長。あの人は、まず受けないだろ」

「厳しい人だからこそ、近くで見てもらえば変なことはできなくなるじゃない。ほら、その……かれんと一条君の仲なら…………分かるでしょ？」

　二人の保護者めいた黒髪の女子は、少しばかりぷくっと頰を膨らませ、諭すように言った。

「私が見張ってるだけじゃ、どうせ二人で仲良くするんでしょっ。この前、二人で街中でやってたこと……。一条君、あれはやり過ぎなんだからねっ」

　だったら俺を置いて海に行ってもらって構わんのだぞ。

　しっかし、どうやら俺は既に委員長にも危険人物扱いされているらしい。

　橘は相変わらず楽しそうにニヤニヤしているが、こちとら思い出しただけで胃が痛くなるのだ。その時は緊張でかき消されるのだが、後になって振り返ってみると特に……。

　そうだ、でも言ってみれば男女交えて夏休みの旅行だぞ。

　あの堅物教師がそんなのを認めるはずがない。俺と橘は保健室でよろしくしすぎた罪で何枚も反省文を書かされた。いくら大人しい天樹院さんとはいえ、そんな提案が通ることはあり得ない。

　賭かけてもいい、俺が海に行くようなことにはならない。

　大体、夏休みは部屋でゲームと相場が決まっているものなのだ。

　我らヒキヒキ族は自由を愛するゆえ、クラスの用事などで二日以上も埋めてはならぬのだ。

　だから俺は小松君の方を向いた。

　だってさ、お前なら分かってくれるだろう？

「一条君……だいぶ人気になったね（笑）」

　うっせいやい。じゃあ代われ、頼むから今の状況を代わってくれ。

　……ぼっち仲間とは言いつつ、当の俺自身がぼっち的ではなくなっていることにも自分で気づいていないではなかった。

　ところで、一学期最後のロングホームルームにやってきた白石先生の反応は俺が予想していたものとはまるで違っていた。

「うむ、よかろう」

　委員長は賭けに勝った。

「どうせお前らは私抜きでも行くのだろう。ならば担任たる私が監視できる形のほうが望ましい。心配は無用だ」

　黒スーツの女性教師は凛り々りしくもそう言ってのけた。




「よ、かれんの彼氏。……もうキスくらいはした？」

　ホームルームも終わって今日も図書室に行こうかと思案していた時、サッカー部の荻おぎ野のに声をかけられた。

　こいつ、俺と橘の関係を気にかけているらしい。何かとおすすめの店なりデートスポットなりを、頼んでもいないのに教えてくれたりする。

　しかしこの〝もうヤッたの？〟とか〝キスくらいはした？〟が挨あい拶さつ代がわりになっており、陰キャ的には辟へき易えきである。何だか、良いゴシップ源として育てられてはいないか？

「だーかーらー。そもそも彼氏じゃねーっての」

「……ヘタレ？」

「言ってろ。じゃあな」

　そして教室から出てすぐ、今度はまた別の男子生徒から声をかけられる。

「よう、元ガリ勉陰キャ野郎。……元気？」

　彼は中なか村むら。中村蓮れん斗と。

　俺とは色々あったクラスメートだが、まあ過ぎたことだ。今じゃこうして冗談っぽく声をかけてくる。いつものように、後ろにオタク仲間っぽい連中を引き連れていた。一時期はこの男からも人が離れていたのだが、もう大丈夫みたいだ。

「元イキリオタク」俺は肩をすくめて答える。「そこまで元気じゃねーな。どーした？」

「俺らカラオケ行くけど、その……一条もどうよ？」

「今日はその……ちょっとな」

「何だよ、またそれかよ。今日も橘さん？」

「そんなんじゃねーし」

「おっけ、分かった分かった。あれだ……優しくしてやれよ？」

「だーから分かってないだろ！　勘違いすんなっての！　まあ誘ってくれて、あんがとな」

「真面目にさ。いずれは、来いよな。一条には来て欲しい」

「ああ、まあ……。いずれは……」

「この前はさ、馬鹿にしたのは悪かったよ……。でもさ、クラスのことも……な？　ちょっとくらいは。ちょっとでいいんだよ」

「……おう」

　それで俺は再び歩き始める。

　いや、実際は付いていっても良かったのかも知れない。さしもの橘かれんだって、終業式の日に図書室には来てはいまい。それに来ていたとして、今から一言連絡を入れておけば不満ってことはないだろうし。

　なのに今日は乗らなかった。

　いずれって、いつだ？

　クラスに目を向ける自分を、想像できるのか？

　そうして廊下に出ると、放課後の騒がしさがまだ肌で感じられた。

　どこそこのカフェに寄ろうだの、部活がかったるいだのと。夏休み前とあってか音量が大きくなっているようだ。やがて話し声が耳の中でがやがやしたノイズに変わり、誰が何を言っているのか判別できなくなる。

　そりゃあ夏休み前なんだから、辺りの雰囲気が底なしに明るいのは当然だ。だからこそ余計に自覚できてしまうのだ、俺だけが未いまだ取り残されているってことが。

　リノリウムの硬い床を一歩一歩踏むごとに、正体不明の不安が募る。

　どいつもこいつも人並みには良い奴らだ。まあまあ俺に良くしてくれるし、だからこそ同じだけの好意で返さなければなんて考えてしまう。

　でも、どうやって？　俺も同じように声をかけてやればいいのか？　俺なぞにできることは多くない。趣味だって合うかもわからないし、俺の中身を知った人間は例外なく失望するだろう。

　だからあらゆる好意が重荷のようにのしかかって、かつて教室の隅っこにいた頃を思い出してしまう……。

　ぼっちになる奴には理由がある。

　他人に少しは受け入れられて、改めてそう気付いた。

　きっとその方が楽だから、心の何処かでは一人になりたいと思っているのだ。

　好きでぼっちになっているわけじゃないと思っている奴ですら、うっすらとそう望んでいる。

　その証拠に、いざ誰かと仲良くなると感じるのが居心地の悪さだ。それが申し訳なさ過ぎて、気持ちを隠したい余り大嫌いだったはずの人付き合いを余儀なくされて、終しまいにはぼっちでもよかったと思うようになる。世話ねーよ。

　……前から毎日図書室に通っていたのも、家族やら何やらそういうのも全部含めて、少しくらいは一人になりたかったからだ。

　一年の頃なら実際にそうなっていただろう。

　そしてその願望は今だって根強く残っていたりする。クラスの輪に何となく入った近頃でさえ、隅っこに逃げたくてげんなりすることもあるんだ。一番距離が近い妹とだって、基本的には付かず離れずなのに。欅けやきは長く一緒だから距離感も心得てくれている。だが、他人集団のクラスメートにそれを求めるのはフェアとはいえん。

　まあ、最近は図書室ですら言うほど一人になれねーんだけどな。

　そう言えば、最後に一人になったのはいつだ？

　トイレか？　トイレに住めばいいのか？

　そうするわけにはいかないので、足はいつもの習慣で図書室に向く。今日という今日は橘も来ないはずだ。今日はそれに賭けよう。

「あ、やっと来た……♪」

　……いた。

　はるばる歩いて、静かな図書室の奥の窓際。陽の当たる場所で。

　明るい髪の少女は、俺が来るや笑いかけてきた。

　突き抜けるような青空を背に、今日も橘らしいあの悪戯いたずらっぽい顔を見られた。

　白い夏服で、細い素足を机の上でぶらつかせている。季節は暑くなりはじめていたが、あいつは話し始めた頃と何も変わらずニヤけている。

　何だよ、今日もいんのかよ。

　いや……今日もいてくれた。いつもと同じ顔で。安心させてくれる。

　多分、どっちも同じくらいは本音だ。

「その……うっす」

「さっきはウケた。もう……純ったら、どんだけ逃げたいのさ」

「テスト終わったのに、何の用だよ……？」

　と言うと、途端に橘は心配そうに上目遣いになる。別に何処にも逃げやしないのに、シャツの胸のあたりを引っ張ってきた。

　何か変なことを言ってしまったのだろうか。不用意に傷つけてしまっただろうか。俺の方まで不安が伝染してくる。

「フツーに会いに来ただけ…………ダメ？」

　金髪女は目で何かを訴えてきた。〝ウザくして、ごめん〟って。

　でも俺は……会いに来てくれて、ほんとはすごく嬉うれしかったのだ。だからしっかりそう言ってやれないのがむしゃくしゃする。彼女のしゅんとした顔を見ていると、もうそれだけで悲しくなって。

　会いに来ただけ……？　可愛すぎるから、やめろ……。

　言ってしまえば、それはこっちのセリフだった。会えるかも知れない。ここなら教室と違って二人っきりになれるかも知れない。ちょっとだけ……思ってた。

「会いに来た？　さっきも話してただろ」

「ばか……。教室とは色々違うし、二人っきりにもなれないし……」

「テストは終わった。放課後に会うには、もう用済みかと思ってさ」

「やめてそんな言い方…………寂しい」

「そっか、ごめん。別に嫌とかじゃ、ないからな。俺に遠慮とかこれからも一切しなくていいっていうか、その……来たきゃ来いよ」

「うん、そうする。えへへ、優しい……」

　始末の悪い事に、この日の図書室は来た時から他に誰も居なかった。

　テストも終わり夏休みを控えた日とあっては、受験生がここに寄り付かないのも不思議ではない。橘もそれを分かっているので──互いの熱気が伝わるような距離で──こいつ、今日は最初から遠慮しないつもりのようだ。勉強なんてとても出来そうになかった。

　橘は黙してただ見つめてくる。

　きまりが悪いので視線を外そうとすると、彼女はキッと目を細めて不満そうにした。戻すと笑ってくれて、また逸そらすと胸が強く引っ張られる。

「止めろ、何か言えよな……」

「や、これ好き……。あっち向いちゃだめ……」

　ゴクリ……と。心臓がすっぽ抜かれそうだ。

　少し開いた窓から、乾いた微風が入って汗が乾く。

　なんというメンチビーム合戦。シャバゾウ度が真っ青の俺では秒ももたん。

　至近距離だった。呼吸が聞こえるような距離に金髪女の安心したような笑みがあるから、胸の中で感情がごっちゃになっていた。

　嬉しさ、恥じらい、恥じらい、切なさ、恥じらい……。

　俺も俺で、今にも逃げ出しそうなのが顔に出たのだろう。

「純……。あたし、キミと海に行きたい……」

「む、俺だって色々忙しくてだな」

「いいじゃん、いいじゃん……。みんなも純に来て欲しがってるんだし。みんなともっと仲良くなるチャンス……だよ？」

　金髪女の潤んだ瞳ひとみがすぐそこにある。相変わらず肌は白くきめ細やかだ。

「夏ったら海っしょ？　楽しまなきゃ損じゃん……」

　細い指が伸びてきて、制服越しに胸をなぞる。

「ほら、ウチら明日デートなんだよ？　純が行かないってゆうなら、明日も押しまくっちゃうし……」

「そ、それは……」

「ゴメン、無理強いはしないよ。キミに嫌われたくないし。でもさ」

　純と思い出作りたいだけなの。

　明日のデートで、あたしの本気見せてあげるから。覚悟しといてよね。




　だが家に帰った直後でも、俺はあいつのことを考えてしまっている。

　前から自宅のソファーでクッションごっこをするのはいつものことだった。たまに妹の欅が本当に上に乗ってきて携帯ゲームをしたりするのだが、今はそんな気分ではないらしい。

　何と言っても俺は、最近買った新しいおもちゃをじっと眺めていた。

　そしてその姿たるや、どうも妹には気持ちが悪かったようで、

「……お地蔵さん」

「もう純君ったら、いきなり今時のリア充っぽくなっちゃって～。高二デビューなの？　高二デビューなの、もうもう！」

　俺のそんな様子を彼女が見み咎とがめ、アリカ叔母さんがそれに続いた。

　しかし二人の反応、これがちと対照的だ。妹が呆あきれ気味のジト目なのに対して、叔母さんはいつも以上にニコニコしている。

　そして原因であるブツが……ピロッと。やたらポップな機械音を鳴らす。

「……っ！」

　すると、俺の身体が反射的にビクリとしてしまうのだ。

　この新しい相棒の名はスマートフォン。

　現代社会にはびこる病原体マシーンだ。方々から反論が聞こえてきそうな物言いだが、別に噓は言っていない。実際俺は、自分自身が病むことでこいつの有害性を証明してしまったのだから。勉強もゲームも放っぽって、この音だけを待ち続けていた。

　けど……違う。絶対違う！

　単にこれは、真新しいおもちゃにドハマリしただけだ。すぐ飽きる。飽きて、またゲームばかりの日々に戻るに決まっている……。

　クラスメートのあいつから連絡が来るのが待ち遠しいとかじゃない。多分、いや絶対に……。

「あらあら純君。また彼女ちゃんからの返信かしら～？」

「ち、違います……っ。彼女なんかじゃないですから！」

「はいはい。ほら、彼女じゃない超仲良しの女の子から連絡来てるわよっ」

　頭で考えるより先に画面をタップして、流行はやりのメッセアプリを立ち上げる。そして連絡してきたのは……いや。

　発信元は『橘かれん』ではない。

《明日、一緒に水着かいにいくひとー？》

　氷堂からだ。

　クラスの面々に向けて連絡しただけで、そもそも俺への連絡ですらない。

　俺は……どうしてだろう？

「ふんっ」と声を漏らし、つまらなさに似た感情を振り切ってスマホを切って放り出す。

　ここ数週間で、耐え難いほど女々しくなった。

　正直言って、こんな自分は大嫌いだ。

　きっと傍はたから見れば憐れな姿だろう。

　実際のところ、妹は面白くないらしい。すっかり呆ほうけた俺がゲームにも付き合わなくなってしまい、ついに付けられた名前がこれだった。

「……スマホ地蔵」

　スマホなんて馬鹿げていると思っていた。

　そして、ある意味でそれは正しかった。だってそうだろ。俺にこの無駄ガジェットを買わせた張本人と、大した用事があるわけでもないのに毎日毎日……。

　寝る前の長電話は絶対として、橘はそれ以外にもちょくちょく連絡してくる。

　いざ着信があれば、ずっと待っていたと思われるのがシャクだから、返信するまで五分くらい待ったりして。

　でもこんなことは全部、馬鹿げている。

「でも純君、どういう風の吹き回しかしら。今までは私が買ってあげるって言っても聞かなかったのにねえ」

「そりゃ友達もできれば不便にもなりますって。今までが異常だっただけで……」

「はぁ……眩まぶしいわねえ。私も過去に戻って、高校生やり直してみたいかも。こんな時期、もう二度と来ないんだからねっ」

　そういうものなのだろうか……？

　今の俺は、自分が病んでいるようにしか思えない。

　油断すると、ほら……ネット回線の向こうで、あの金髪女のニヤけ顔が目に浮かんできたりするのだ。これを病気と言わずして何と言うのだろうか。

「ふん……よし、分かった。電源切って、今晩こそはゲームに付き合う。欅、それで満足だろっ」

　──と。

　このタイミングでピロッと、また通知音。

　反射的にスマホへと手が出かかるのだが、欅が「むー！」とぷんすか怒るから寸前で止まった。そこに要らぬ援護射撃が入る。

　叔母が欅の肩に手を置いて、言ったのだ。

「欅ちゃん。ここは許してあげなきゃダメよ。ヤキモチ焼いちゃうのも分かるけどねっ」

「ど、どーして私がヤキモチなんか……っ」

「でもね。欅ちゃんもね……甥おいっ子が出来るなら、見てみたいでしょ？」

「えっ？　甥っ子……？　甥っ子……」

「欅ちゃんが毎年ね、お年玉をあげるの。おっきいパソコン買ってあげて、エリートオタクに育て上げちゃうのよ！」

「…………ふーん。会いたい……かも」

　いやいや、二人してツッコミどころを散らかし過ぎだろ。

「まず叔母さん、話にロケットエンジンをブチ込んで空に打ち上げるのほんとやめてください！　そして欅、お前はお前で謎の母性を発揮してんじゃねーよ。全部ひっくるめてややこしいことこの上ないっての」

「……女に堕おちた兄貴の代わりを見つけなきゃいけないもんね！」

　いやいや、むしろ俺を諦あきらめるな。

　あれか、お前の中では〝アニキは死んだ、もういない！〟ってなってんのか。

　はぁ……。もう家族もスマホもたくさんだ。切ろう。

　俺はスマホの電源を押すけど…………ん？

　ボタンを押して映った通知画面上に、先程のメッセージが表示されていた。発信元はさっきと同じ氷堂。しかし今度は、その短い文面に関心が引っ張られた。

《で、かれん氏はー？　日曜日さー》

　水着を買いに行くのに、橘も呼ぼうというのだろう。

　けど氷堂が言っていた今度の日曜は確か……ふと思い出していると、とうとう橘かれんの名前が画面上に浮かび上がる。

《ごめん…。その日、予定あるんだよね、》

《ん、りょ。彼氏君によろしく》

　そして今度こそ俺宛あてにメッセージが届く。

　橘からの個人的な通知に、心臓が早鐘を打ち始めた。

《よ、かれしくん♡♡》

　……別に、何ともない。

《明日のデート、楽しみすぎて死にそう。はやくあいたい》

　あの金髪女は俺の繊細なぼっちハートなんて、理解しようはずもない。あまりに理解出来なすぎて、メッセージの直後に自撮り画像まで送りつけてくるのだ。

　スマホの画面上に、部屋着姿の橘が映っていた。

　ピンク色の薄いネグリジェに、はだけかかった胸元を覗のぞかせている。この前同じベッドで寝た時を思い起こさせるような格好だ。

　何が不満かは知らないが頰をぷっくり膨らませて目で訴えている。

　あのばか……。こういうのほんと胸に来るから、やめろ……。

《早く寝ろ》

《あいたいー！　電話したい…》

《寝る前にいっつもしてる》

《ガリ勉ロスがやばいの。お願い、》

　胸の中で、何かがざわざわと沸き立った。

　このざわざわを嬉うれしさだと認めないのは、まだまだ意地を張っているからかも知れない。まあ意地を張っているってことすら、決して認めはしないのだけれども。

　でも……冷たくできるわけ、ない。

　こんな風に求められればそりゃあ……。

《いいぞ、今すぐ電話かける》

《うん、ありがと。まってるね…》

　しかし現実からの声が、俺を電子機器から引っ剝ぱがした。

「純君ったら、そんな優しそうに微笑んじゃって……。いやー、どんな子なのかしら！　きゃー！　きゃー！」

「うぐっ……。俺……変な顔してました？」

「スマホ地蔵……ちょっとニヤついてた」

「……以後気をつける」

「…………兄あに者じやよ、察するに明日はデートと見た。叔母さん。フラれる方に皿洗い一週間！」

「ふーん？　じゃあ付き合っちゃう方にピザ二枚ね」

「乗ったっ。明日が楽しみねっ」

　人の交友関係を何だと思っていやがるお前ら。

　叔母は気遣いのつもりか、ニコニコ顔でテーブルに頰ほお杖づえをつきながら、

「純君だもん、心配はしてないけど……優しくするのよ？」

「……ほんとにそんなんじゃ、ないです」

　嬉しさに似たざわめきと、意地のような苛いら立だちとの間で。

　俺はクラスでも、家でも、立ち位置を見失いかけていた。

　前はこんな奴じゃなかったって、自分でも分かってるんだ。




　残念なことに純粋なぼっちを名乗れなくなっているのも、全てあの金髪女に原因があるといって間違いないだろう。

　二年の春になって、通学と勉強さえこなしていれば問題なかった俺の学校生活はめちゃくちゃになった。

『ねえねえ、ガリ勉。今日もさ、勉強おせーて？』

　ある日、クラスの金髪ギャル・橘かれんに教えを乞われた。

　それだけなら単なるイレギュラーで済む話だろうが、何せ相手が悪かった。まさに嵐のような日々が始まったのだ。

　図書室の奥の椅子二つ、いつも並んで座っていた。

　決まって橘は笑顔で、俺はしかめっ面で。どういうわけか毎日、俺が遊び相手になっていた。

『ほれほれ、ガリ勉っ。ビクつくなって、童貞♪』

　あいつは横で頰やら脇腹やらを突っついて、勉強の邪魔をしてきたり、

『あっち向いちゃだめ。お願い、冷たくしないで……』

　俺が目を逸そらさぬよう、柔やわい手で顎あごを押さえてきたりして、

『あのさ。あたし、やっぱり納得してないから。キミにウザがられても、なんとかするつもりだから。クラスでの、キミの扱い』

　かと思えば、俺なんかのために怒ってくれる。

　今までは見向きもされなかったのに、教室のリア充女王・橘のせいで、距離を取っていたクラスにも引きずり込まれてしまった。長い年月をかけて必死に築いたはずのウォール・ボッチは粉砕され、今じゃすっかり跡形もない。

　そうやって、毎日毎日あの金髪女にイジられ続けた。

　いつになったら飽きてくれるんだ？　何がそんなに楽しい？　そうやって訝いぶかっているうちに時間だけが過ぎ、その分だけ距離は詰まっていく。

　嬉しくなんかない、これはただ遊ばれているだけだ。

　いつだってそう言い聞かせてきたけれど。

　あいつの隣にいるのが当然なんだと、身体が覚えてしまった。

　放課後となると足は自然と図書室へ向かうし、あいつを家まで送っていくのに疲れも感じなくなってしまった。

　思えば俺は、橘を拒絶することだってできた。けれどしなかった。

　なぜって、俺が本気で嫌そうにすれば伝わってしまうのだ。そういう時、橘は本当に悲しそうに謝ってくる。

『ごめん、ウザくしすぎた……。マジで……ごめんなさい…………』

　そんな女の子をどうやって拒めというのだろう？　これほどズルい女、他にいるだろうか？　結局、飽きるまで俺で遊ばせてあげるしかないのだ。

　だからこそ翌日。つまり夏休みの初日。

　最初に橘の顔を見た時なんかは、俺は……ホッとして肩の力が抜けてしまう。

「あ、やっと来た……」

　しかし、だった。

　朝の駅前広場で目にした時、いつも会ってすぐ見せてくれるはずのニタニタ顔を今日は見られなかった。それで一瞬、安心したはずの俺の胸が急に不安を覚えてしまったくらいだ。もしや何か良くないことをしてしまっただろうか、と。しかしすぐに杞き憂ゆうと分かった。

　彼女も、俺と同じだったのだ。

　安心したように顔を緩ませて、目も少し潤んでいる。

「純……」

　何だよ、まさか嬉しいって思ってくれてる……のか？

　やめろ、下の名前で呼ぶな。俺にそんな顔を向けるな。

　元気出せよ。いつもみたいにニヤニヤしながら言えばいいだろ。〝あたしと会えなくて寂しかったんでしょ？〟ってさ。

　そうすれば、顔を真っ赤にして答えてやるんだ。〝別に……〟って。

　今日の橘は、白レースの薄いブラウスに赤の短いスカート。

　長い素足を高い青空の下に晒さらし、豊かな金髪が派手な光沢を放っている。肌は相変わらず透き通るように白く、ニコッと笑えば上にある太陽よりもずっと輝いて見える。

　こっちが近づく前に、あいつはヒールの音を鳴らしながら駆け寄って来た。最初のデートの時に比べて、今では面と向かうだけでもすごく近い。

　肌ツヤや、まぶたの動き、赤く染まった頰……全てが目の前にある。

「ちょー待ってた……」

「む、一応時間通りだっ」

「そうじゃなくてさっ……。今日も会えたねってっ。もう学校ないんだから、こうして会えるの……当たり前じゃ、ないんだよ？」

「う、それは……」

「毎日はね、きっと会えないんだよ……？　想像しただけで、辛つらいよ……」

　ダメだ……。こいつとのこういうやり取り、全部ギブだ……。

　こいつの感情が表情を通して伝わってくれば、俺も心のどこかでは寂しかったんだって思い知らされる。確かに昨日も普通に会っていただろう。だが会えない時間だってあった。金髪女がしつこく送ってくるメッセ、実は俺だって心待ちにしているのだ。自分から連絡はしないくせして。

　もしかして、俺もまるっきり同じ気持ちなのか……？

　自然と穏やかな気持ちになって、つい表情がゆるくなってしまう。

　別にどこにも逃げない。すぐに安心させてあげたかった。

「まあ、その、もしほんとに寂しいならさ……」

　しゅんと訴えるような顔を見て、俺は思わず手を前に突き出した。

「今日は俺でとことん遊べばいーだろ。世話になったお前が相手ならそれくらいやるっつーか、その……約束だし」

「ふふっ、約束ね。そうだったよね。えーとね……大好き♪」

「うっ、やっぱ止めないか。この罰ゲーム」

「だーめ、あたしめっちゃ楽しみにしてたもん。たくさんキミを口説いて、ふにゃふにゃにして、合宿にも来てもらうもん」

　金髪女はぐっと近づいてきて……突き出した手を握るどころか、腕にギュッと身体を絡ませてきた。ここでやっと調子が戻ってきたみたいだ。いつものようなニタニタ顔で、俺の頰を指先でいじいじしてくる。

　沸き立つような恥ずかしさが、顔面まで血流を押し上げてきた。

　通る者みんな見てくるような場所で、こんなにべったり……。

　俺たちの関係、見ず知らずの奴らにきっと誤解されている……。

「純の赤くなった顔、ちょーかわいい」

「……色んな意味で後悔が半端ないんだが」

「ねえ？　夏休み始まったばっかで、早速デートしてる。……何でだろーね？」

「む、それは……っ」

　街の中心部ド真ん中で、橘の素肌が腕に擦れている。

　身体の柔らかさが伝わってくればくるほど、橘のイタズラ顔に恥じらいの色が混じる。こんな真夏の熱気の中にいるのに、肌を伝うのは冷や汗だ。

　う、これは……さすがに…………。

「ねえねえ？　どうしてあたしら、デートしてるんだっけ？」

「……や、約束だからだ」

「ふーん？　どういう約束……？」

「い、今更それを俺に言わせんのかよっ。やめろ、約束通りやってんだろ……」

「だーめ。もっかい聞きたいの……」

　さて、今日のデートにはルールがある。

　事の発端はテストの点数で賭かけをして、それに負けたこと。元々は合計点で負けた方が勝った方の言うことを何か一つ聞くという取り決めだった。しかし、

『良いのか？　普通に勝つぞ。一教科でも俺に勝てたら、とかでもいいけど』

　つまり完全に自業自得というわけだ。

　橘は見事、国語の点数で俺に勝利してみせた。

　勉強を教えたのは俺だが、負けたのも俺だ。

　嬉うれしいのか悔しいのか分かったものじゃないが、橘の要求は無慈悲なものだった。

「つまり、それは、俺が…………か、彼氏だからだっ。一日だけなっ。クソ、なんで俺がこんなことをだなあ……」

　……いつもの図書室で、その要求を伝えた時の橘の顔を想像されたい。

『……夏休みの最初の日曜日、空けといてね？　一日だけ……一日だけさ。あたしのマジの彼氏になんの』

『えへへ、罰ゲーム♪　次のデートでメロメロにしちゃうし……』

　罰ゲームは彼氏としてのデート。

　今日一緒にいる間は、彼氏として振る舞わなければならない。

　嬉しくなんか……ない。そう自分に言い聞かせるほど、目の前の少女はニヤけてくるのだ。ほんとお前、いい性格してるよな。

「純、全然嫌じゃなさそーだけどー？」

「必死に勉強教えてやったのに、この仕打ち……」

「えへへ、ありがと……ね？」

「ふん、なーにが〝ありがとう〟なんだか！　いっつもいっつもガリ勉をいじめて、そんなに楽しいのか……？」

「今日はさ、今までで一番楽しませたげるし。あたしの、一日彼氏さん♪」

「うう、やり過ぎだ。ガリ勉女……」

　橘かれんの一日彼氏。彼氏。

　手を繫つなぐのは初めてじゃない。この甘い匂いだって、少しは慣れてきた。だがいくらなんでもこの響きは……。

　初めて一緒に帰った時の気分が戻ってきた。

　胸が自分でも聞こえるような音を鳴らし、身体が、脳が、これは明確にヤバイと告げてくる。そしてこの金髪女は、そういうのには絶対に気づく。気づいた上で仕掛けてくるのだ。

「あたしら、二人で仲良く緊張してる……休憩しなきゃ」

「……いくらなんでも早はえーだろ。まだ駅からちょっと歩いただけだ」

「ほら、あそこのベンチでさ……イチャイチャしたい…………」

「イチャイチャ……」

「今更♪　一緒に寝た仲じゃん？」

「それ、ずっと言い続けるつもりかよ……っ」

　橘の柔らかい右手が俺の左手の中でもごもごと動いた。

「ねえ、二人でもっと緊張すること……しよ？　ほんとの彼氏と彼女みたいに……ね？」

　調子がすっかり戻ったのか、挑発的な笑みで目線をきっちり合わせてくる。逸そらしたらどうせ怒られるので頑張って合わせているのだが、今日はいつもより更に近い。匂いどころか、お互いの呼吸すら聞こえてしまうような距離感だ。

　ベンチに並んで座る頃には、もう心臓がぽっかり抜けたような感覚だった。こいつは遠慮なく俺の方にぐったりと身体を寄せ、こっちの左腕に両腕を絡めて、

「ぎゅーっ……」

　柔らかい圧力に包まれ、繊細な髪が肩に触れてくる。

　ドキドキ……と。

　何かが身体の真ん中からせり上がってきた。

　緊張？　いや違う。もっと明るく浮ついた感情が、体内でのたうち回っていた。悶もだえ死にしそうだ。

「あたし……。ガリ勉成分、切らしてんの……」

　や、やり過ぎじゃないか？

「か、彼女ったって普通ここまでせんだろ！　俺ら、ただの高校生だぞ……」

　舌先までそんな言葉が出掛かったけれど、至近距離の一日彼女と目が合う。

「一日彼女……。彼女……♪」

　ニヤニヤ、ニヤニヤ。本当にいつも、まるでお日様みたいに。

　こいつ、何でそんな楽しそうなんだよ……。

　ご機嫌度の最高記録を日々更新し続けているこいつではあるが、今日ばかりはやんちゃ度合いが違う。向けてくる視線も声も、溶けたチョコレートのようにとろんとしている。どんな顔をすればいいか、なんてのは今日に限ったことじゃない。それでも今は顔が緊張や恥ずかしさで引きつっていた。

　けど同時に、止めてくれなんて言えなかった。

　こいつのニヤニヤしてる顔、本当に胸が温まるんだ。

　だからそこに水を差すようなことは、考えるだけでも後ろめたさが沸き立ってくる。好きにさせてやってもいい。会ったばかりの時は、こんなことは考えられなかったが。

「で、彼氏は何をすれば……」

「キミが照れてふにゃふにゃになってるの、楽しいの……。その代わりにさ。あたしがくっつきながらデレデレしてるの……キミも楽しんでいいよ？」

「た、橘……。緊張がだなあ……さすがにやばいっつーか」

「……何で緊張するか、知ってる？」

「はあ？」

　橘は肩に頭を預けてくる。

「好きになるのをさ、ガマンしてるからだよ？　もうさ、あたしにメロメロになっちゃえばいーじゃん♪　彼氏と彼女だもん、今日は二人でバカになっちゃおーよ？」

「た、橘……。お前……」

　好き。好きに、なる？　俺が……こいつを？

　いや、まさかな……。

　二人で……バカに。

　もし緊張で自分を守るのを諦あきらめれば……次の瞬間、どうなる？

　……そして次の言葉で、緊張風船が胸の中でブチ破れた。

「むー！　今日は橘もお前もだめ。次そう呼んだら、ガチでハグしちゃうからっ……」

　ベンチの上でがっちりと左腕をホールドされる腐れガリ勉。

　罰ゲームは開始早々、致死量分のムズムズ因子を脳内にぶつけてきた。

　最初に訪れたのは、頭の中を回るグルグルだ。目が回りそうな感覚を超えると……不思議と落ち着いてしまう。そしてとある一つの閃ひらめきと共に、ガリ勉リミッターが深しん淵えんに吞のみ込まれた。

　……俺がこいつと、何日一緒にいると思っている？

　愚鈍なガリ勉根暗野郎にも明らかなことが一つだけある。

　それは、何をすれば橘が喜ぶかってことだ。明確にこいつを喜ばせる言動だけは手に取るように分かる。なんでそんな無益なことだけ冴さえてるんだよ、根暗野郎。

　でも、ほら、こいつ。

　どうせ喜んでくれるのだろうし……。

「その……お前と会えて良かったっつーか…………橘」

「あー！　今、お前って、橘って、どっちも言ったー!?」

「……言ってない…………」

　お互い赤くなった顔で、目を合わせる。

　俺はいつも通り顔をムスッとさせていたのだが、もうダメだ。おかしくなって、二人同時に吹き出してしまった。橘はケラケラ笑い始め、弱い力で胸のあたりをぽんぽん小突いてくる。

「ははっ、言ってないっ……。だからダメだ。今のはノーカンで……はははっ」

「ふふっ……。もー、ばか……そんなにあたしとハグしたいの？」

「だから、言ってないっ。ああ、やめろ。こっち来んなっ……」

「純のばーか……」

　橘は背中に腕を回してきてギュッと力をこめる。

　彼女の豊かな金髪が俺の胸に擦り付けられる。心臓を吐き出しそうだったが、温ぬくもりが伝わってくると、やがて緊張も一緒に溶けていった。

　全身が甘く優しい気分に包まれて、耳元で囁ささやき合うのだ。

「ん……ハグ、気持ちいい。このまま安心しちゃいそう……」

「おい、そろそろ離れろ。思いっきし見られてる」

「クラスのみんなにも見せつけたい。あたしの大事な人なんだって」

「この前、お前の友達に見られたろ」

「だめっ……。みんなに知って欲しいの。みんなに茶化して欲しい」

　暑さで汗が吹き出そうだ。

「今日の純、優しくてノリ良い。……純もあたしとラブラブできて、嬉しいんでしょ」

「別に……っ。まあ、ちょっと会いたいって思ってたけど……」

「今みたいに二人っきりなら、デレてくれるの？　みんなといると冷たいしー」

「なんつーか……どうしてもそうなるんだ。ハズいっつーか」

「えへへ……そーゆうのツンデレっていうの」

「言わないっ」

「ねえ……純も抱き返して？　あたしだけギュッとするの、やなの……」

「……っ。まあ、俺が始めたことだし……。こ、こうか？」

「あ、優しい……」

　腕で少女の背中を軽く擦ると、橘はギュッとして密着感を強めてきた。

　このふわふわと堕落した気配を痛く感じ取ってか、明らかに四方八方から突き刺すような視線を投げかけられている。

「キミの一日彼女やんの、楽し過ぎ……」

　二人っきりなら、教室で感じていた気まずさが解けていく。

　二人っきりなら、違う。

　周りに知った顔がないなら、どこまでも優しくできる。慣れすぎてしまった。こうなるとクラスでの立ち位置なんて関係ない。

　ガリ勉とギャルじゃなくなる。

　俺と橘になるのだ。

　学校由来の見えない縛りから解放されれば、世界には俺たち二人しかいなくなる。

　緊張のダムが決壊して、いっそ血を身体の穴という穴から吹き出しそうだ。でも今度はこの温もりが、恥じらいだけではなく安心も与えてくれるようになった。

　ところで、実は……この橘さんを喜ばせようミッションはまだ終わっていない。

　自分でも信じられないが、俺は最後の追撃を用意していた。きっと明日には後悔しているだろうが、俺のふやふやになった胸はそのまま言えと命じている。

「…………かれん」

「あ……」

　金髪女は切ない目をした。

　言った瞬間は後悔しかけたのだが、彼女は聞き逃してくれなかったらしい。

「もっかい……」

「……やだ」

「や、お願い。ねえ、お願い……」

　ひっつかれた身体を通して、彼女の温もりが嫌というほど伝わってくる。お願い。その言葉通りというか、その力は緩くなるどころか強くなるばかりだ。

　こんなの、知ってる奴に見られれば終わりだろ……。

「か、かれん……」

「純。純♪　純？　えへへ……おかわり」

「………………かれん」

「合格……。彼氏っぽくなってきたじゃん……よしよし」

　なでなで、と。頭が柔らかい手にもしゃもしゃとされる。

「クソ、言うんじゃなかった……」

　二年に上がってからというもの、橘を喜ばせてばかりだ。

　最初は、何の心当たりもなくこの女子が勝手に楽しそうにしているだけだった。

　やがて、こいつのそういう姿を見て安心するようになった。

　今は、彼女がどうすれば喜ぶのか何となく分かるようになっている。

　このイチャイチャ地雷を自ら踏みに行っているあたり、俺も俺でおかしいっての。橘の言う通りだ。なんで二人っきりだとこうなっちまうんだ。

「はぁ……もうダメかも。デート始まったばっかなのに、胸のイチャイチャが止まんないの。ずっとね、こうしてたい……」

「む、それはちょっと調子に乗りすぎたな。ごめん」

「ほんとそれ……メロメロにさせるって言ったの、あたしだしー！　あたしがメロメロになってたら、いつもと変わんないじゃん……」

「い、いつも……？」

「や、ばか、何でもない……！」

　そうやってお互いに顔を真っ赤にしながら、ベンチの上で一時間ほど。

　時間が過ぎるのはあっという間だ。やっとのことで立ち上がった後も、行くあてもなく二人で駅前の忙せわしい道をフラフラしていたのだ。

　夏休みシーズンの休日ともなれば、という感じの日だった。

　突き抜けるような青空の夏日。

　無論のこと駅前の往来は激しく、家族連れや社会人お一人様などと様々だ。

　そして俺たちと似たような、ひっつきながら歩くカップルも幾度となく通り過ぎる。どいつもこいつも仲良さそうだ。橘はそれを見るやムッとした顔をして、左腕に強く絡まってきた。一体何を張り合ってるんだよ、お前。

　だが今まで、カップルなんて見ても何とも思わなかった。最初から自分には関係ないことなのだと固く信じていたからだ。

　でも今は。今は、隣には女の子が歩いている。

　明るい色の長い髪で、ニンマリと可愛く笑う女の子。

　みんなから好かれて、いつもならたくさんの友達に囲まれる女の子。

　本来なら、同じクラスだろうが隣の席だろうが口すら利かないタイプ。そんな女の子が、こうもゴキゲン上々で一緒にいてくれる。

　それにしても、一日彼女。奇っ怪な響きだ。

　今日が続く限りは確かにそういう関係なのだろうが、明日になればまた元に戻ってしまう。だとすれば、次の日からはどう接すれば良いのだろう。もう今から気まずさを嗅かぎ取ってしまいそうで困る。

「ねぇ。ご飯食べた後、どこ行こっか……？」

　近くで囁くように言ってくる俺の一日彼女。

　正直、何もアイディアはなかった。本当なら俺も何かを考えてくるべきだったのだろうが、いつも放課後はノープランで振り回されているためか、そういうのに慣れてしまっていた。

「映画……とか？」

「や……映画はだめ。キミの顔、見えないじゃん……」

「日曜だし、どこも混むぞ。二人でゆっくりなんてそれこそベンチしか……」

　……と。

　橘は何を思い至ったか徐々に笑みを広げる。

　実に怪しげな悪巧みっぽい表情で、左腕をぐいっと引っ張って、

「ねえ？　あたしら、海に行くんだよ……？　行くとこなんて、決まってんじゃん♪」

　すると、不意打ちだった。

　橘は左腕に絡みつきながら、首を伸ばして。

　頰に、ほっぺたに……唇の柔やわい感触がむにゅっと触れる。

「ちゅ……っ。ばーか。さっきいじめられた分、今から攻守交代……ね？」

　気がつけば、彼女の赤く染まった顔が数センチ先に離れてしまっていた。甘く柔らかい感触だけが肌に残っている。

「ねえ？　これ、嫌……？」

「……っ。今更、だろ……。携帯買った時もされたしなっ」

「でも、嫌？」

「……っ。嫌…………じゃない……けど」

「や、じゃあもっかいね…………んー、ちゅ……っ」

「うう、やっぱ嫌だ。そろそろ離れい」

「やーだ。純、フツーに喜んでるもん。ちゅーされんの、そんなに良いの？」

「……ふん」

「えへへ、行こ？」

　食後に連れてこられたのは駅ビルの五階だった。

　まあ普段の休日は家から出ないのでショッピングモールどころか大体の場所が未開なのだが、そんな中でも更に魔境……周囲の色彩がやたらうるさい、リアル不思議のダンジョンがそこにはあったのだ。

「あ、ああ……」

　眼前のソレを見て、かすれた声を漏らしてしまった。

　色とりどりのヒラヒラ布。水着売り場だ。女物の。

　相変わらず俺の左腕にギュッと絡みついている一日彼女さんは、どうしたものか、今の俺の情けない反応をいたく気に入ったらしい。

「あたしの水着選び。彼氏が選んだ水着で、みんなと遊ぶの。選んで、くれるよね？」

「……か、かんべん」

「ふふっ。その恥ずかしそうな顔……可愛い」

　と言って、すっかり熱くなった頰を突っついてくる。

　って、ほら、そこの通行人！　微笑ましいって感じでニヤつくのマジでやめろっ。

　こっちはもう頭がふやけそうでギリギリの精神状態なんだからな。何なら、ここまで歩いてこられただけで奇跡だろう。

　当然のことながら、さっきから顔が熱いだけでなく胸もむず痒がゆい。

　かと言って、しばらく一日彼女から目を逸そらそうものなら。

　ほら、こうして手て酷ひどい側面攻撃が待っている。

「んー……ちゅっ。こっち向かなきゃだーめ」

　くっ……殺せ！　もうこんなところにいられるか！

　俺は早くも、さっき調子に乗りすぎたことを後悔していた。

　攻守交代。その言葉に偽りはない。

　こうしてフィジカル的な悪戯いたずらを仕掛けてくるだけじゃない。

　そもそもこんな場所に連れてきたあたり、本当にガリ勉を殺す気としか思えない。

　だって、そうだろ。レディース水着が並んだ大部屋？

　見ればその瞬間『モンスターハウスだ！』と叫びだしたくなるような絵面である。スマホなんぞを持っていてもリレミトの巻物機能すらないのだから困ったものだ。現代技術など、いざとなればとんだ役立たずである。

　俺は戦せん慄りつするあまり片足が後ろに引けてしまったのだが、既にがっちり摑つかまれているので逃げようもない。

　……というか、乗り気でないというのが橘に伝わってか更に強くホールドされた。

　満面の笑みから、〝逃がさないから〟っていうのが伝わってくる。もう腕から背中にかけて汗でぐっしょりなのだが、金髪女にはそんなことどうでもいいらしい。

　だが同時に、俺がガチガチなことに対して気を遣ってもいるようだった。

　へらへら笑っているかと思えば、こっちがあんまり閉口しているのが不安だったのか、しゅんとした上目遣いで……本当に、こいつはころころと表情を変える。

「彼女のお願い……ダメ？」

　断れるわけがないだろ、そんな顔されて……。

　もうここまでくると、普段通りの出来レースだ。

　その……。こいつが笑ってるところ、今日はたくさん見たいしな……。

　頭をそっと撫なでて、そんな顔をしなくていいって言ってやればいいだろうか？　けどそんなことは到底出来ないから、代わりに俺は表情をムッとさせてこう返すのだ。

「別に。元々ノープランだったし、仕方ないっていうか……。別に海なんて死んでも行かねーけど、水着くらいは選んでやれるっつーか」

「や、ありがと……。ちょー優しい……」

「む、そんなんじゃねえよっ。言っとくけどそんな風に頼まれて断れない奴、俺だけじゃないからな！　いいかげん、鏡見ろってんだよ」

「ふふっ、何よそれ。もしかしてさ、遠まわしに褒めてくれてんの？」

「…………違う。ほら、行くぞっ……」

「えへへ、照れ屋さん……」

　それで橘がやっとのことで左腕を解放して、店を物色していた時。

　心臓のあたりが飛び跳ねそうに軽やかで、同時に苦しかった。水着選びに集中しているかと思いきや、時々こっちに振り向いてニコリと笑いかけてくれるのだ。

　俺、こんな子と一緒にいる。

　しかもそれで、向こうはちょっと大げさなくらい楽しそうにしている。

　こうして改めて見ると、橘かれんは底なしに可愛い。

　油断をすれば見み惚とれてしまいそうだ。

　無論そんな風に思っているとは気づかれたくないので、こっちは常に変な力が入りっぱなしである。この女といると一秒一秒が常に受難だ。

　けど単に見た目がってだけじゃない。

　橘の笑った顔には、種類がいくつもあるのだ。

　悪戯っぽく遊ぶような笑み、優しく労いたわるような笑み、嬉うれしそうな笑み、他にも…………俺にはもう、ほとんど見分けがつく。そしてその表情全てに飾りっ気がなくて、ひたすら純粋だった。

　俺は今、その笑顔を独り占めしている。

　たとえ束の間だとしても、自分一人に向けられている。

　一日彼氏……。彼氏…………。

　今……俺が…………？

　あの俺が？

　胸がキュッと締め付けられるんだ。服にも肌にも身体の中にも、あいつの温ぬくもりがまだ残っていた。束の間その温かさから離れて、内側から焦げそうだ。

「ねえ……？」

　俺はビクリとした。橘の顔が思ったよりも近いところにあったからだ。

　ずっと横に並んで歩いていたので意識しなかったが、今は普段よりずっと距離が近い。

　この唇が……。

　さっきから俺の頰に何度も触れてくる柔らかい唇が、今はきれいな弓なりに曲がっている。こんな可愛い笑顔が、いっつも近くにいたなんて。俺は気づいてなかったのか。

「これとこれ、どっちがいいと思う？」

　と、ハンガーに引っかかったビキニを二組見せてくる。

　赤い方とピンクい方……って、いやいや！

「え、選ぶ準備がだな……」

　俺は呆あつ気けにとられた。そりゃあ水着を選ぶってのはそういうわけなのだが、こっちは今日のことで呆気にとられたままだ。

　てか、水着を選ぶ準備ってなんだよ。

　今日の俺、考えていることがまるで意味をなしていないぞ……。

「む、どっちがいいかって言われてもな……」

　この調子なので、そんな気の抜けた返事をしてしまった。

　だが、かれんは…………こほん。橘は、今のが思った通りの返事だとばかりにニヤリとして、

「ふぅ～ん？」

「な、何だよ……？」

「じゃあさ、試着するしかないよね。キミが気に入った方、教えて？」

「し、試着!?　ここでか……？」

「もう、ばか……。なに驚いてんのさ……ここ、そういう店だよ？」

　それであいつがカーテンの向こうから出てきた時には、もう脳が溶けて耳から出てきそうだった。

　金髪女の顔は紅潮していた。

　同時に俺の緊張を読み取ってか、はにかんだように笑みを浮かべる。

「ほんとに見せてみると、ちょっとハズいかも……。どう、かな……？」

　どうか、だと……？　そりゃあもちろん……。

　すらっと健康的な肢体に、目を引く赤いビキニ。

　均整の取れたスタイルだ。バストとヒップが美しく盛り上がって、ほっそりとしたウエストのラインと自然につながっている。赤というチョイスも絶妙だった。

　透き通るような白い肌に、明るい金髪。

　みんなが大好きな女の子。

　ここまで主役の色が似合う役者も珍しかろう。

　きっと大勢の中で立っていても、誰だってこいつを見つけられる。

　その時になって、俺はとうとう目の前の少女に見惚れてしまった。

　何秒かその場に立ち尽くしてしまい、そんな自分に気づくやいなや前を見ていられなくなる。

　でもなぜか、俺と向かい合った橘は自信なげに目を泳がせていた。こちらをちらちら見ては、不安げにそらしてしまうのだ。
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「どう……？　合ってない、かな…………？」

　どうしてそんな顔を？

　お前は橘かれん、いつもならもっと自信満々だろうが。

　だが俺がそうやってあやふやな態度をとっていると、彼女の不安の色は少しずつ濃くなってくる。どうやらこいつは、俺の返答をそこまで心待ちにしているらしい。

　俺は俺で、思った通りのことが舌の先っぽでつっかえていたのだ。

　今までもそんなんばっかりだ。橘はいつだって思った通りのことを屈託なく喋しやべってくれるのに、俺はまたクソみたいな照れ隠しで……。

　む……。言えよ、俺……このくらい。

　一日彼氏なら、今は彼氏なんだろうが。言葉にすれば、さっきみたいに喜んでくれるから。

　心配は要らない。今日、俺は調子に乗っているんだ……。

　乱れた息を吸って、辛うじて言葉を発した。

「……綺き麗れい、だよ…………」

「え……？」

「そりゃあ、可愛いに決まってんだろ……。似合ってる。素人しろうと目めだけどさ……」

　少女の顔に笑みが広がって、やがて愛いとおしげに口を緩めた。

「それ、もっと言ってよ……。思った時には、さ……」

「べ、別に、そんな深い意味でなくてだな……。可愛いっつーか、その、可愛いよ」

　橘は大げさに、むしろ泣きそうなくらい安あん堵どの色を広げて、でもお互い言えることなんて特に何もなくて、そうやって言葉が途切れると……。

　よりによってこんな場所で、あの見つめ合いモードに入ってしまった。

　お互いの息の乱れが聞こえるような距離感で、こいつのとろんとした視線が俺の目を捉とらえて放さない。

〝う、とにかく何か言えよ……。場所考えろよな……〟

〝えへへ……綺麗だって。可愛いって。えへへへへ～〟

〝ほら、赤でいいって分かったろ。早く選んじまえよ〟

〝やっ……もう少しこうしてたい。もう少しだけ、そうやって見つめてて……〟

〝……っ。か、かれん…………〟

〝純……〟

　こんなやり取りをする場所じゃない。

　明らかに、こっちを見る視線がちらほらと感じられたくらいだ。

　だがここ最近、俺たちは何かのきっかけがあると突発的にこうなっていた。言葉が途切れて不安定な雰囲気の中で、ただ数秒見つめ合うだけのふわふわした時間。

　その時突然、雑踏の中から知っている声がする。

　俺はそれを耳にして肝を冷やした。

「ほらー、やっぱり向こうにいるの……かれんじゃね？」

　店の入り口の方に、クラスメートと思おぼしき連中が見える。

　近くの柱が目隠しになってくれているのが幸いだが、全部知っている顔だ。氷堂に天樹院、他にも何人か……こっちにやって来ている！

　そういえば昨日、クラスで外出だ何だとスマホを通して言っていたっけ。すっかり忘れていたけど、覚えてさえいればこうなることは予想できたはず……。

　そして、俺の近くには水着姿の一日彼女。

　二人っきりでへなへなになったところを誰かにでも見られれば大スキャンダルだ。こんな場所で水着選びなんぞをしている時点で、今度こそ言い逃れはできなくなる。こいつの彼氏というだけで一気に噂が広がるのに、まして相手が俺などでは……。

　とっさに橘の方を向いた。

　彼女は小悪魔的にニヤリと、こっちがうろたえそうなのを見てご機嫌らしい。腰が引けた俺の手首を引っ摑つかんで、目だけで何かを訴えてきたのだ。

〝任せて？　今はまだ、みんなには見られたくないんでしょ……？〟

　ええい、ままよ……。どうせこのままじっとしていればバレるんだし。

　とっさの判断で、俺は逆らう力を緩める。そしてそのまま橘に引っ張られた先は……試着室の中だった。彼女は俺を中にぶちこむや、サッと後ろのカーテンを閉める。

　ふむ……良いアイディアじゃないか。俺は胸を撫なで下ろした。

　しかしそう思ったのも束の間。とんでもない、こいつの企たくらみは小悪魔じゃ済まないレベルだった。

　カーテンから鏡までのスペースは二人で入るにも十分な広さだったのに、なぜか橘はじりじりとこっちに近づいてくる。

「な、何だよ…………？」

　一歩下がれば、また一歩向かってきて。

　気づけば暗い小部屋の端っこまで追い込まれ……ドン、と。水着女は、俺の腰辺りで後ろの壁に右手をくっつけた。

　ふぇぇ……。新しい方の壁ドンだよぉ……。

　そうでなくても慌てふためいた後なのに、今日のこの女は無慈悲過ぎる。

　もうあれだ。クラスの仲間達よ、やっぱりこっち来て邪魔しろ！　いっそこの絵面を混じりっ気のないギャグにしてくれ……！

　しかし、何事も都合よく行かないのが今日だ。

　彼女は恥じらい混じりの赤い顔に、怪しげな笑みを浮かべてきた。

「えへへ、これで二人っきり……。誰も見てないね……」

　近すぎて、少女の呼吸のリズムが知れてしまう。

　しかも今……金髪女は、水着女。

　素肌のほとんどを晒さらしている状態だ。

　生まれながらの童貞にしてその地位を自分の墓まで持って行く覚悟だった俺は、今回ばかりは彼女に触れてはならないという緊急指令を脳から全身に伝達したのだが……しかし、これ以上は後ろに下がれないのでどうにもならん。

「今日のキミ、いい……。あたし、そんなにされたら勘違いしちゃうよ？」

「あれはだなあ。俺の方が調子に乗ってたっつーか、何ならもう既に黒歴史になりかけているというか……」

「ううん、いいの……。さっきみたいなの、大好き……。だんだんさ、男の子っぽくなってるよね？　成長してんじゃん♪」

「はっ。成長っつっていーものだかな！」

　白く艶なまめかしい肌がすぐ眼の前にあり、彼女の熱気が直じかに伝わってくる。

　先程よりも生々しい近さを感じながら、俺はどうにか平常心を保とうとした。けどちっともうまくいかない。息を飲み込んで喉のどを詰まらせそうだ。

「おい、離れろ……。ここ十分広いだろ……って」

　そりゃあ、こっちのあたふたした反応は完全に予想通りだろうさ。

　こいつは満足気にニヤリとして、抑えたひそひそ声で、

「しー……。二人でラブラブしてるとこ、みんなにバレちゃうっ」

「ラブラブ……」

「好きになっちゃいそう……」

　更に抗議の声を上げようとすると、手のひらで俺の口を覆ってくる。

　綺麗な顔をこっちに近づけてきて……優しい吐息が、横顔に当たった。

「あれー？　かれんっぽい金髪が見えたんだけどなー」

　と、カーテンの向こうから氷堂らしき声がする。

　俺たちは声を抑えながら──姿は隠れているし、そんなことをする必要はないのに──二人で身体を寄せ合って小さくなっていた。しばらくずっとそうしていた。外の気配が消えるまで、橘の柔らかい手に口元を覆われながら外の喧けん騒そうを聞く。

　やっとのことで周りの音が消えて、しーんとすれば。彼女の囁ささやき声が耳元をそっと撫でてくる。

「あーあ、いっけないんだぁ……。男の子がこんなとこに入ってきたら」

「お、お前が引っ張ってきたんだろーがっ」

「そだよ……。あたしが彼氏をここに入れちゃった♪　二人でいけないこと、しちゃってるの……」

　俺があくまで抵抗しようとしたのを感じ取ったのだろう。彼女の左手で、こっちの右手がにゅっと握られた。

　それで、またしても耳元に乱れた息を感じる。

「や……暴れちゃだめ。悪い人にはお仕置き♪　ん……」

　左耳のあたりが……カプリと、甘あま嚙がみ。

　とろけるように麻ま痺ひする感覚が全身に伝う。

　しかし追撃はこれだけでは終わらない。

　もう既に至近距離だというのに、橘はまだ一歩前に出てくる。すると限界まで密着し、壁と温ぬくもりに挟まれた。足が絡まってきて、素肌の感触が俺の服越しに……。

　緊張で動かなくなった俺の身体が、少女の柔らかさに押し潰つぶされそうだ。

　もう頭がのぼせて、脳がトマトのように爆発しそうになると。

　またしても頰が狙い撃ちされた。

「んー、ちゅっ……。これやるの、好き…………ちゅっ……」

「や、やめっ……」

「純、ガマンしないでっ……。ハズくなっても、ちゃんと彼女を好きでいて？」

　は、はあああああ。マジで……これは、どうにもならん…………。

「んー……ちゅっ」

　橘の唇が、俺の肌の上でとどまった。

　今度はすぐに離れるのではなく、何秒もそこで息を漏らしていた。心地よさそうに。

　部屋の静けさを感じるほどに恥ずかしさが募り、俺の背中がするすると壁を擦って、尻しりが床にストンと落ちる。

　もう明日からこいつの目も見られないかも知れない。

　多分、一目合うだけで今日のことを思い出して、胸のムズムズで死んでしまうだろう。

　俺は情けなくも、降参の声を上げた。

「ばか。やり過ぎだ……」

　……だが無論、一日彼女はそんなのお構いなしだ。

　橘も目の前にしゃがみ込んできて、こっちに「にしし……」と悪戯いたずらっぽい目を合わせてきた。自分のしたことの恥ずかしさは自覚しているようで、苦笑い気味にうなじに手をやってはいるが……白々しい。

「きれいって言われて、嬉うれしかった……。えへへ……お礼♪」

「前も言っただろうが……！」

「あと一回言われたら。この場で告っちゃうから。試着室でガチのカップルになるとか、超やらしーよね……。みんなに自慢したくなっちゃうよ……？」

　ば、ばか言え……！

「ほら、あいつらもう行っただろ。出よう……」

「や……。人目がないの、今ぐらいだし。外だと手加減しなきゃじゃん」

「……お前、あれで手加減なんかしてたのか？」

「できてなかった……？　まあ今は二人だし、しないけどね」

　橘は隣にちょこんと座ると、手を握って身体を寄せてきた。

　晒された肩が腕に当たってくる。俺は素肌が触れるととっさに離れようとしたのだが、金髪女はぐいぐいと突っ込んできて譲ろうとはしない。

「でもさ、いずれバレちゃうよ？　仲良しなのは仲良しなんだしさ。もうあたし、ガマンとかしたくない。ほんと、辛つらいの。だから今のうちに、ラブラブしたい。胸の中にね、たっくさんラブラブを溜ため込んどきたいの。家だと寂しいもん……。教室でも二人っきりの時よりは冷たいし……」

　ベンチの時のように腕も絡まって……頭を肩に載せてきたので、細やかな髪の毛が首筋に当たってくる。

　彼女……。俺の、彼女…………？

　橘かれんは、まるで本物の恋人みたいに……いや多分、並の三倍くらいには振る舞っていた。

　俺の息の乱れも、暴れる心臓の音も、きっと気づかれているだろう。

「今、人生で一番楽しいかも……。優しい彼氏クンのおかげで、すっかりリア充にしてもらっちゃったね……えへへ」

「ふん、元からリア充だろーが」

「や、そんなことない……」

　絡みつく力が強くなって、黙っている時間が増える。

　少しずつ変な雰囲気になっていた。

　暗い小部屋の中で、二人で……。

「純もリア充にしちゃうから。だって夏休みだよ？　分かってるっしょ？」

「分からんっ！　夏休みってのは、もっと家でごろごろして一人でだなあ……」

「ばーか。キミが一人なら、あたしも一人になるって言ったじゃん？　リア充になるなら純と一緒じゃなきゃやなの……ね？　思い出、欲しい……」

　こんなにハラハラさせられたのに。

　こんなにおちょくられているのに。

　それでも俺は、まだこいつのことを大事に思っている。

　橘の方も、さっきのは多分……俺が喜ぶと思ったんだろう。耳の嚙かまれ方が、すごく甘くふわふわしていたから。

　可愛い。可愛すぎる。

　認めるよ。すっと嬉しかったんだ。

　ずっと感じているこの胸のムズムズの半分くらいは。

　きっと……嬉しさだったんだろう。

　今は橘が俺で遊んで楽しそうにしているのが、すごくすごく、大切な時間に思えてくる。

　これがずっと続けばいいとすら思ってしまう。

　やばい。緊張がまた、溶けてなくなる。

　俺、一人になりたいはずなんだ。

　金髪ギャルの勉強は既に成就したし、ガリ勉はもう用済みのはずなんだ。

　息が……切れそう。

　可愛すぎる。もっと仲良くなりたい。もっと二人っきりになりたい。

　き……き…………。

「き、綺き麗れい……だ」

「あーあ。声に出して言ってるよ♪」

「あ、ああ……。これはだな……」

「えへへ、純……。告るのは止めてあげるから……一個聞いてくれる？」

　鼓動が荒れる。

　息を隠したくて抑えようとすれば、一回の拍動だけで息が詰まりそうになる。

　橘は見つめ合う体勢から、横を向いて、頰を向けてきた。紅潮した肌だ。知ってるよ。こいつは無理してるから、ちょっとは恥ずかしいんだ。

「さっきからあたしがやってること。純もして……？　嫌……？」

　すっかり麻痺した脳で。

　震える口を──当てた。

　唇に集まった神経が、少女のきめ細かい頰の感触を伝えてきた。そのまま軽く押し付ける。それだけで甘い声が漏れ、こちらの胸は悶もだえそうになる。

「んっ……。いいよ……」

　そのまま隣り合った体が正対して、細い腕が背中に回ってくると。肌を晒さらした直接の温もりが、狭くて暗い空間の中で伝わってきた。

「思い出。思い出なの……。これ、好き……。キミの彼女やってんの、大好き……」

　耐えられずに唇を離すと、これがまずかった。顔まで正面になって、見つめ合ってしまう。さらに耐え難くなってしまう。

「橘……」

「だーめ。そうじゃないでしょ……？」

「か、かれん……」

「思い出だよ、純……。今、サイコーの夏休みって感じだよね……」

　それから何分もそうしていた。

　お互いヤバイことしてるって、分かっていたはずだ。

　それでも雰囲気が俺たちに接触を強いていた。触れば触っているほど交わす言葉は少なくなるが、その分だけ共有する感情が鮮明になっていく。

「ねえ……？　あたしの思ってること、分かるよね……？」

「さあなっ」

「噓……。分かってるよ、純は。ほんとは、そんなドンカンじゃないもん」

「……どうだか」

「しばらくこうしてたい……」

　胸の中の優しい感情が増幅する。

　止まらない。止まらない……。あふれる……。

　その日あいつは、それ以上は海に行こうと言わなかった。

　言う必要もなかった。







　第二章




「それ結局、無理してるってことじゃん……？」

　久しぶりに協力プレイを始めて十分、俺のクソみたいなパフォーマンスに業を煮やした欅けやきの出した結論がそれだった。

　俺たち兄きよう妹だいの間ではゲームの時間とは至って真面目なものであり、コントローラーさばきが悪ければ気づかれてしまう。しかも今回はＦＰＳの協力プレイってのが悪かった。俺のミスで三戦も連続で落としてしまえば、プロゲーマー同然の妹が軽くムッとした顔になるのも当然だった。

〝なんじゃこのヘナチョコなプレイは。どう落とし前つけるつもりかね、兄あに者じやよ〟

〝いやいや、学校で面倒を抱えていてな〟

〝ゆーて夏休みじゃろ。お主さては……〟

　つまり、何があったのか、と。

　オンライン対戦の結果は死活問題。

　だからこのやり取りの後に、欅によるちょっとした推理が始まった。

　俺の妹にありがちなことに、兄貴が陥っている状況だとか精神状態だとかっていうのは、こっちから説明せずとも一目で見抜かれてしまうのだ。恐ろしい。

　こやつが俺の陥った七面倒な状況を特定するのに、八秒もかからなかった。

「はぁ……。接待ゴルフ案件ですか……」

　人呼んで、引きこもり探偵ケヤキ・２ｎｄシーズンってところだろう。

　どうやらクソ雑ざ魚こパンピーな俺とプロの引きこもりな妹とでは、やはり人生経験が違いすぎるらしい。ちなみに先日の１ｓｔシーズンでは、橘たちばなのようなクラスメートの存在をまんまと見抜かれてしまった。なのでこれで０勝２敗ってことになる。悔しい。

　欅は寝癖だらけの長髪をいじると、ため息をついた。

　疲れからなのか、呆あきれからなのか、長いため息だった。多分、後者だろう。

　橘かれんの一日彼氏でなくなってから三日後、見事なくらいにいつも通りな日常が頭上を流れていた。再びあいつと会う口実もない。連絡は来るが、合宿の話題は持ちかけてこない。埃ほこりっぽい部屋で、外にも出ずに、ゲームとアニメと小説をローテして、いずれ全部飽きて、学校が始まる頃にはぼーっとしているだけ。

　決断は、完全に俺に委ゆだねてくれているようだ。

　そして今日が、参加表明の期限である。

　現実的な話をしよう。

　橘かれんは大事な異性だ。

　笑顔が明るくて、まあ多少イケイケなところはあるにせよ、疑いようもなく心根は素直で優しい女の子だ。

　あいつが笑っているところ、好きだ。

　あいつと会う度に嬉うれしく思う。

　あいつがくっつきたがる時、もうまともに抵抗もしなくなってしまった。まあ、それは二人の時限定だろうが。

　だが、海だ。

　そうなのだ、海なのだ。

　行くべきか、行かざるべきか。それが問題だ。

　一いち条じよう純じゆんが何年も使っていない海パンを引っさげて、クラスの集まりにのこのこやって来る。金髪女はどうやら、本気でそいつを期待しているらしい。それがどれだけ馬鹿げた話かってことは理解している素振りもない。

　あいつが喜ぶなら好きにさせてやろうって、試着室では思ってしまった。

　あいつのためなら変わってもいいって、本気で思った時もある。

　でもいざ変わらなければならないってなると、こんなに重荷だったなんて予想できただろうか？

　そうはいっても、橘が大事な人だってことに全く変わりは無いわけで。

　じゃあどうすんの根暗の兄さんってことになる。

　あれだよ、基本的に夏休みってもっと楽しいもんだろ。俺はと言えば、先日のペナルティデートが終われば、こうして妹とゲームに興じる日々に戻るものとばかり思っていた。やりたいゲームがたくさんある。クラスメートとつるみ始めたからといって、そういう生活を忘れてしまったわけじゃない。

　そりゃあ確かに、仮にそうなっていようが時々は橘と遊ぶことにはなったのだろうけれども……クラス総出で海？　それも一泊するって？

　俺があえてハッキリ言わずにおこうとしていたことは、妹が代わりに、それも簡潔にまとめてくれた。

「海、かあ。疲れる響き」

「……そう、思うよな」

　どうやらこやつには説明不要だったようだ。この辺の感覚は。

「ま、嫌なら行かなきゃいーし」

「そいつには仲良くしてもらってる。今になって嫌いになったってわけじゃねーんだ」

「ああ、ああ、分かるよ……煩わしい人間関係ってやつね。お歳暮、年賀状、義理チョコ、接待ゴルフ……」

「だーから、その接待ゴルフって何だよ（笑）。つーか心配すんな妹よ、お前にその時は絶対に来ない。どうせゴルフウェアも似合わんだろ」

「でも社畜候補生の兄貴には来る。上司閣下が尊敬できる人だったとして……行く？」

「……まず行かん。どうせこちとら残業組じゃ」

「だったら、何を悩む必要あるの？　今回の海と大差ないじゃんよ」

「知らんね」

　実は知らんってこともない。

　橘はそこそこ仲の良い上司なんかじゃないから、そのたとえは間違いだ。

　ふと、金髪女の笑顔がちらついた。分かる気がする。決して自意識過剰なんかじゃなしに、もし俺が当日海にいなければ、あいつはきっと悲しい顔をするだろう。

　俺にはそれが一番耐え難い。

　そういう状態、何て名付ければいいだろう？

　橘に関してはいつだってそうだ。命名不可能な感情が入り混じって、嬉しくなったり、苦しくなったりする。

　面倒、とは違う。

　すれ違い、とでも言えばいいだろうか。

　お互い大事な存在なのに望んでいることは必ずしも同じじゃない。目下のところ、それに気づいているのは俺だけのようだが。

「あいつも。あいつらも。なんで俺なんかに期待するんだってのっ……」

　目に隈くまをためた少女は、回転チェアの上であぐらをかいた。

「学校から逃げた側から言わせてもらうとさ。そのシチュ、超辛つらそう」

「他人ひと事ごとみてーに言うんだな」

「実際そーじゃないの？　聞いてる限り、合ってんだか合ってないんだか分からないよね」

　上下ジャージの名探偵はニヤついた。

　長い茶髪をイジイジしながら、澄ました感じで言ってのけるのだ。

「学校なんて、あんなん服役っしょ服役。続けてる奴らの気が知れない。海の生き物と山の生き物ごっちゃにして地獄以外の何になるのってね。シャバに出てよかった」

「はっ、この部屋がシャバだと思うか？」

　欅は澄ました顔で肩をすくめる。

「中身はぼっちのままな兄貴が背伸びしたって、ついていけなくて当然」

「違いねーな。でも言っておくが、俺だって望んで背伸びしてるんじゃないぞ」

「ふふっ、ばーか。可愛い妹を放置した分、ゴミ兄貴はしっかり苦しめばいいのよ。ね……そろそろ、続きやろ？」

「……だな」

　ここは暗い引きこもり部屋、ディスプレイだけが明かりだ。

　かつてはこの部屋での時間が、ぼっち生活に疲れた俺を癒いやしてくれた。憐れな根暗男子には唯一の逃げ場だった。

　そして今、再びそうなりかけている。

「ほらほらっ。そこ詰めが甘いしっ！　あーあ……バカ兄貴のせいでまた負けた」

「くっ……。だから悪かったって」

「下手くそー。リア充滅ぶべしっ。ふふふっ……」

　言い訳をさせてもらうならば、下手になったのは当然と言えなくもない。

　何せ妹とゲームに熱中していた時間が別の何かに置き換わってしまったのは、別に三日前の話ってわけじゃないのだし。

　いや、それを言えばもう何ヶ月も前からそうだった。どっかの誰かさんに勉強を教えたりだとか、そいつと晩飯食いに出歩いたりだとか、無為な会話を二時間続けた末に家に送ったりとか、まあそんな感じだ。そりゃあ腕もなまるというもので。

　つまりは、それほどまでに元の生活から離れていたことになる。

　この部屋から、妹からも、遠く遠くに。

　欅は……俺なんかより、その辺は察しているようだ。

　だからディスプレイに視線を向けたまま、大音量のＢＧＭにかき消されそうな声で、言うのだ。ぼっそりと、ぶっきらぼうな細い声で。

「……まあ、よく分かんないけどさ。私はそーゆうキラキラしてフツーな感じ、きっぱり諦あきらめちゃった側だし。兄貴が量産型リア充の軍門に降くだってハッピーなら、そうすればいーじゃんっつーかさ……」

「はっ。なんだよ、らしくねーな」

　いや、思えば。

　俺の帰りが遅くなったのは今に始まったことじゃないが、妹が不平を言うのは稀まれだったかも知れない。茶化してきたことはあるにせよ。

「うまいこと言えないけどさっ。最後は自分の胸に聞くべきってこと。途中で海から逃げて、ここに戻ってきてもいーわけだし。そんなの行ってから決めりゃあいいことで。どうせ逃げた後でクラスでハブられても、兄貴は気にしない。そうじゃない？」

「……ふん、なんだよ真面目になって。俺は可愛い妹を放置したゴミ兄貴じゃねーのか？」

「いくら私でも、兄がリア充になって僻ひがんだりはしないかんね。みっともない」

　ジトーッとした目つきが、一瞬だけかすかに気遣いめいた色をのぞかせ、またぷいっとあっちを向いてしまう。気まぐれな奴。

「ま、どの道さ、その彼女さんとやらには会いたくはねーんだけどなっ。そこんとこ、気をつけろよなっ。ヨロシク」

　彼女とやら。

　彼女なんかじゃねーよ。

　けど一つ言えるのは、あの金髪の女子のせいで、もう前とは別の世界に引きずり込まれたってことだ。

　それは俺の、夜の過ごし方にも如実に表れている。なんとあの一条が、風ふ呂ろ上あがりにはこうして、リビングのソファーでスマホを開くのだ。ちょっと前なら体を拭ふいた後はすぐに勉強していたのに。

　橘かれんと二人で街を廻めぐって、一緒に買ったスマートフォン。

　毎日寝る前にはあいつと電話をする。きっと今日もだろう。

　画像ファイルはあいつとのツーショットばかり。そのうちの一枚は……ダメだ、恥ずかしくてまだ慣れんっての。

　あいつの唇が、俺の頰に触れている写真。

　この二メガバイトの画像があいつとの大事な瞬間を切り取ってくれている。これを眺めていれば、一緒に居なくても穴を埋めてくれる気がするんだ。頰が緩んで、気持ちの悪い顔になりそうになる。

　けどどこか歯車が一つ分くらい、合わない女の子でもある。

　そのことを今になってやっと実感させられた。

「あらあら～。彼女ちゃんでも映ってるのかしら～？」

「ぐっ……。覗のぞきなんて止めてください！」

　笑顔いっぱいのアリカ叔母さんが画面を覗き込もうとしてきたので、とっさにスマホを引っ込める。

　隣に座ってきたのは、何を隠そう俺たち兄きよう妹だいの絶対的保護者。

　そして彼女だって、俺の帰りが遅いことくらい知っているはずだ。いやそれどころか、夏休みの初日に小こ綺ぎ麗れいな格好で外に出ていったというだけで、それは既に自白しているようなものなのかも知れない。

「もうもう、恥ずかしがっちゃって！　学校生活……最近は楽しんでるみたいね？」

　だが叔母さんは大げさなくらい明るく言った後に、諭すように目つきを優しくする。俺はそれだけで悟った。

「欅のやつが何か吹き込んだんですか。俺が風ふ呂ろに入っている間に」

　青春世界の教祖様が小さな笑みで頷うなずいた。

「お兄ちゃんのこと、ちょっと心配してるわ」

　あの引きこもり女め、余計な手を回しおってからに。

「心配するのはこっちだって、言っておいてくださいっ。年がら年中部屋でゲーム漬けなのはあいつなんですからねっ」

「ふふふっ、そうね……。でも欅ちゃんはね、あれで後悔したりしないと思うわ」

　アリカ叔母さんの青春教義は過激だ。

　ぼっちは青春世界では重罪。しかも高二の夏休みについては口うるさい。この時期に童貞をぶん投げちまうのが、勝ち組になる条件なんだとか。

　もちろん俺を行かせようとするだろう……が。

　いや、叔母はここでは無理に強いるようなことはしなかった。そうすれば俺がムキになって行かないだろうと思ったのだろう。

　だから代わりに、ちょっとした言葉だけを残していったのだ。

「いいこと……純君？　『何もしない』って選択がね、正解になることは少ないわ。どうしても後悔に繫つながっちゃうものなのよ。だって、あの時は何もしなくて正解だったーだなんて、十年後になって思う自分が想像できる？」

「う、それは……」

「欅ちゃんが学校をほっぽっても何も言わないのは、あの子が自分の道を自分で決めたからよ。ま、最後に決めるのは、もちろん純君ってことだわね」

　ここまで家族総出で背中を押されるどころか家から蹴け飛とばされちゃあ、そりゃあ居場所がなくなるってものだろうに。俺は思った。




　それで、決めたわけだ。

　重い腰が上がらずに、まるで地べたを這はいずるような気分だ。

　俺は海風の香りがする場所にやってきた。

　黙っていても答えは出ない。それは確かに道理だった。

　俺には選択肢がたくさんある。夏休み中の学生なんて身分では、特にそれが言えるのかも知れない。

　だが、それにしてもだ。

　何もしない。

　改めて考えると、何と甘美な響きだろうか。

　どっかの金髪さんに出会ってさえいなければ、今年の夏もこれが唯一無二の最適解だっただろう。

　しかしながら、時代は変わった。

　あいつの大げさな反応を目の当たりにすれば、確かに『何もしない』は選択肢としては地雷だったということを思い知らされる。出会ってしまったばっかりに、だ。

　バスから出るや、橘かれんはすぐに駆け寄ってきてくれた。

　俺も俺で笑みが溢あふれるのを見せたくないから顔がムッとこわばるのだが、お構いなしに手が握られる。

　前を向いたらダメだ。向いたら死ぬぞ。

　…………前を向けば、夏空がよく似合う笑顔がそこにあるから。

　ほら、今日もまた見られた。たったそれだけの事で、ここに来たのが正解だったかもって安易に思ってしまうのが、奇妙なことに何だか悔しい。

　そうだ、どれだけ面倒だと思っていてもこの顔を見たいという気持ちは確かにあるんだ。

　しかし、ぼっち的ではない。こんなの。

「えへへ。純、来てくれた」

「……正直、だるかった」

「ふーん？　なのに来たってことはさあ……」

「別に、誰のためとかじゃねーし。……気まぐれだっつーの」

　金髪女は口を緩ませる。

　そしてキョロキョロと辺りに視線をやった。

　一瞬ためらったような顔を見せ、紅潮させて、そのままぐんぐん頰まで近づいてきて、

「……ちゅっ」

「わああ！　おい！　その際どい挨あい拶さつ、常態化させてんじゃねーし！」

「だってっ、今のうちじゃん。みんな居るし、次はいつできるか……」

「次とか、やめろ……。もう一日彼女デーじゃねーんだぞ」

「ふふっ。純の元カノちゃん、ちょー未練たらたらなんだからねっ」

「も、元カノ……」

「てゆーかさ。来てくれたこと、マジで後悔させないから」

「後悔ねえ。根暗野郎がここにいれば、後悔するのはお前かも知れないんだぞ」

　前のクラスではそれで面倒なことになった。

　例えば、学園祭の時。クラスの雰囲気とか、そういう話。俺がいるだけで空気が悪くなるだなんだって揉もめたこともある。まあこれは完全に別件だろうが。

「俺もまあ、なんだ、極力努力はするさ」

「努力なんてしなくていーよ。たくさん遊ぼ？　ふふっ……あたしのリア充さん♪」

「つーか、おい、あんまひっつくなよっ。今日はみんな居るだろーが……」

「来てくれてありがと、純……。えへへ……純♪　やったぁ！」

　ギャルが腕にひっついて無表情になるガリ勉の図。何度目だ、これ。

　長旅を終えて、クラスメートが続々とバスから降り始めていた。参加率が驚異の九割超。こいつら全員、夏休みの何日かを、我が妹に言わせれば〝接待ゴルフ案件〟なるものに参加しようというわけだ。

　よくもまあ、疲れんよな。

　妹にゴルフウェアは似合わんだろうと言い放った手前なのだが、俺も俺で、人のことはとやかく言えん。

　ま、いいか。

　数日間だ。

　ちょっとだけ明るくいこう。

　愛想よく、愛想よく。

　たったそれだけの話じゃないか。

「よっ、アツアツのお二人さん」

「あ、弥生やよい！」

「こっち向いて。ちーず」

「ちーず！」

　橘の笑顔に釣られて、とっさにぎこちないピースサインを作ってみせた。

「ち、ちーず……」

　シャッターが押され、灰髪女が撮った写真を金髪女がニヤニヤしながら確認する。俺はそれを後ろから見るのだ。

　真夏の私服姿。丈の短いジーンズから白い足首が晒さらされている。白いヒールも涼し気だ。前のデートの時よりは旅行らしくカジュアルな装いだが、一体、夏用だけで何着持っているんだか分かったものじゃない。

　お前のようなお洒落しやれさんのおかげで、一体ぼっちがどれほど生きにくいかって。

　服なんてのはな、俺たちのような派閥には単なる布切れなんだ。金をかけたら負けなのだ。趣味につぎ込むのが正解なのだ。だがそういう尖とがった思想を持っていると、こうして私服だらけの集まりにブチ込まれた時に苦労をするものであって。

　さてさて、そのサンプルはと言えば、この場合でも我が貴重な同盟者だった。

「一条君……来てたんだね」

　後ろからの声に、俺はくいっと振り返る。

「小こ松まつ君。来たのか」

　明らかにサイズの合っていないチェックのシャツ。

　それに若干ダボついたジーンズ。

　そうそう、見れば一目で安心するのはこういうのなんだ。仲間たちがここに居る、といった感じだ。俺も橘に私服についてあーだこーだ言われるまではコレに近かったものだ。

　これぞ服飾界のパンピー共を黙らせる、高名なオタク系戦闘服。

　彼かの業界では我々は無法者も同然。破壊的なディテールの数々が、海外のマフィアがスーツばっかり着ているのと同程度の恐怖感を表現できる。例えば運動靴にボロが見え始めているあたり、今日のコーデは完かん璧ぺきである。……まあ小松君は全く太ってもいないし、シャツをインしてもいないので、その辺りはちと現代的ではあるにせよだ。

　俺の装いはと言えば、今じゃ無難なモノトーンの上下になって、橘と一緒に歩いていてもめっきり文句を言われなくなっちまった。まあ世間的にも普通に見られるファッションってわけだ。

　昔はよかった。

　小松君への皮肉でってわけじゃないぞ、割と本気だ。

「まあ、その、なんだ」

　俺はその破滅的なファッションについてあれこれ突っ込むよりも、もっと適切な言葉を探した。

「今回も助け合おうな……」

「ふふっ……何さそれ。一条君ってば、まだぼっちのつもりなんだね」

　今回の目標は何だろう。

　それはクラスでの立ち位置を守りつつ無難に切り抜けることだ。

　しかもそれでいて、まあこれはできればだが……あいつが楽しんでいるところ、俺のヘマで崩したくはない。俺のことを求めてくれたんだ。求めてくれている最低限くらいはしたいものだ。

　さて、ところで。

　そもそも来たくなきゃ来ないでも良かった小松君がここに居る。

　その意味にまでは、この時はまだ頭が回らなかったのだが。頭の中が、相変わらず自分のことばっかりだったわけで。




　そもそも海って何をする場所なのだろう。俺は思った。

　海水浴場だろ？　塩水に入って泳ぐんだろ？

　ってことで紺色の海パン姿で貧弱な身体を晒す羽目にはなった。

　けれど、どうにもこうにも、一体何をすればよいものか。あまりに分からず手持ち無ぶ沙さ汰たなので、やはりこの場も切り抜けねばならない。

　ずっと見てみると……白い砂浜では、男女がいつもの固定化されたグループに分かれて、思い思いの過ごし方をしているようだ。

　橘たちのグループが波打ち際でビーチボールを青い空気に打ち上げているかと思えば、運動部系の男子連中は、あれは……スイカ割りか？　輪の中心にいたやつが渾こん身しんの一振りを外したようで、「ぎゃはは」と一際大きな笑いが起こった。すると橘たちもその声に反応して、輪に加わっていく。

　だが当然、ここで加わらない奴もいる。

　向こうの方で砂に絵を描いたり、首以外全部埋まったり。

　俺みたいに頑かたくなに一人がいいってわけでないにせよ、どうやら隅っこを好むグループは確かにあるらしい。中なか村むら達のオタクめな派閥はどこへ行った？　見る限り、砂浜にはいないようだが。

「ふむ……お前は橘と仲が良かったのではないのか、一条？」

　低い女性の声に背筋が伸びた。

　おいおい、心臓に悪わりーな。隣のビーチチェアに腰を下ろしたのは、水着姿の担任、白しら石いし先生だった。

　黒い水着に白いナイロンのジャケットでも、いつもの軍人感は健在だ。普段がポニーテールの堅物顔に黒スーツであることを考えると大分印象が柔らかい方だが、何と言ってもサングラスの威圧感に圧されて敬礼とかしそうになってしまう。

「加わらないのか？」

「反省文に懲りましたので……っ」

「私の前でおいたをしなければ黙っているさ。まあ流石に、保健室のアレは私に言わせればやり過ぎだったがね。お前が懲りてくれてよかった」

　でも、先生の言うとおりだ。加わらないのか？　加わるべきじゃないのか？

　思い出を作りたい。

　あいつのそんな願いに引き寄せられてここにやってきたんだ。

　だったら無理をしてでもあの輪に加わるのが筋ではあるはず。まあ俺らの関係について氷堂辺りがみんなの前で茶化してくるんだろうが、どうせ橘もそれがお望みなのだろう。ならここで黙って座っている理由はない。

　しかし……何か違う。

　あの騒がしい中にはどうしても足が向かん。

　どうしても脳が命令してくれないのだ。あそこに行くべきだ、と。

「まあ、その、先生が来られたのが意外でした。こんなチャラくてよう目的も分からん集まりに」

「見ておくにはいい機会だからな」

「見ておく？」

「クラスの全体像を、だよ。教壇からでは見えてこない情報があまりに多過ぎる」

「はぁ……」

　黒髪の女教師は長い指を砂浜に向けて指した。

「橘と氷ひよう堂どうはいつも一緒にいる。荻おぎ野のと飯いい塚づかも、いや運動部というものはどのクラスでも一箇所に、それも中心に固まるものだ。その周辺に大人しい生徒が集まって小さな派閥を作る。また、ずっと一人なのも往々にしている。
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　こうして課外に出ると、そういうのが教室よりも露骨に出る。私はここでは何もせんよ。だがこうして常に見渡しておかなければ、必要な時に助けになれんからな」

「……スクールカーストってやつですか」

「私はそれを上下関係とは思わないから、カーストと言うのはな……。ただ誰と何をしているのが心地よいか、というのは現実としてある。人間の集まりである以上、誰とだって仲良くできるわけではあるまい」

　ああ、でも、なるほど。

　多分、この状況で橘に近寄れない理由はそれだ。

　海にやってきて、何をすればいいか分からないんじゃない。

　誰といればいいか見当がつかないのだろう。

　思えばいくら橘とは仲良くても、その周囲とは大して親しいってわけでもない。氷堂とそこそこ話すのも橘が間に居てこそ。荻野辺りとは軽い冗談を言い合う程度だし、天てん樹じゆ院いんはあれで大分静かな女子だ。

　だから橘以外とは、実は大して仲良くない。

　だがそれでもなお、クラスの女王様たる橘は俺にしつこいわけで。

　しかも最近は何人かの勉強の面倒を見たし、話す人間も増えた。

　今となっては、まるっきり根暗ってふうには見てはくれない。

　こりゃあ、身分的にはかなりの宙ぶらりんだ。気軽に近づけないのも当然ってところだろう。

　もちろんと言うか、そうしているといずれは向こうで遊んでいる橘と目が合う。

　あいつ……今は一緒に選んだ赤い水着姿だ。

　せっかくの水着のくせに、俺を見るや心配そうに目元を曇らせる。俺が慌てて視線をそらすと、ムッとした顔で近くまで駆け寄ってくるのだ。

　金髪女は頰をぷっくりさせた。

「もうっ、純ってば。……ウチらと遊ぼうよ？」

　行ってやれよ、一条。

　そのために決心して来たんじゃないのか？

　橘、心配してるっぽいぞ。

　しかしあの輪に入れば何が起こるか。想像するだけで足から力が抜ける。

　俺にスイカ割りの番が回ると、今やっているみたいに、周りからウェイウェイ歓声を上げて煽あおるに違いない。もちろん、橘もだ。みんなより大きな声で、純、純って呼んでくれるのが目に浮かぶ。

　そういうの、そりゃあ悪気があってやっているんじゃないだろう。

　でも俺は……俺は。

　揺るぎようのない結論が一つだけある。

　ジャンル違いだ。

　この辺の機微。

　ずっとクラスの中心にいる奴でも、分かってくれぬものだろうか。

「……悪い」

　いや、分かってもらおうとしたこと無かったろ。

　拒む度胸だって無かった。それに遠足の時は、行事自体が半強制だし、それについていくのが精一杯で無理ができた。あの日から俺の立ち位置が変わったことで、一番喜んでいたのはこいつだったはずだ。

　だからこそ今になって拒んだことで、橘の顔色が変わった。

「え……？」

　彼女は胸を撃ち抜かれたように、一歩片足を下げる。

　そして横にいる担任は、その様子に興味を惹ひかれたのか片かた眉まゆを上げた。

「ちょっとだけ、部屋でも行って休んでくる。いいだろ……後でここに戻っから、さ」

　思えばこれが、俺が初めて橘かれんを拒絶した瞬間だったのかも知れない。ジャンル違いだなんて今に始まったことじゃないのに。

〝そんな深刻そうな顔、すんなよ〟

　引きつった笑みでそう伝えようとしたが、あまり効果は無いようだった。







　第三章




　クラス合宿に来て早々に、苦労して押し入れから取り出した海パンはお役御免になった。

　一体全体どうしたものか。

　今まさに着ているのは学校指定の紺色ジャージというわけだ。暗い色の生地が律儀にも蒸し暑さを吸収してくれるので、苦しくてかなわん。

　ほら見ろ、やっぱりこうなるだろ。

　俺の理性は冷ややかにそう言う。

　わざわざ自分からクラスの集まりに来ておいて、つるむ相手も居ない、やることもない、どこにいるのが正解かも分からない。

　一体、そんな間抜けがどこにいる？

　参考までに、ここに来ていない奴だって普通にいる。

　普段から周りを見て自分の立ち位置みたいなものを承知しているから、こんな所に来ればどんなに気まずい思いをするか分かっているのだろう。同じ日陰者でも、教科書や参考書としか向き合っていないガリ勉とは違う。そいつらの半分でも賢ければ良かったのに。

　だがそんな俺にとってとびきり幸運だったのは、似たような間違いを犯した奴が他にもいたってことだろう。

「ははっ……海なんて、いるだけで恥ずかしくなるっての。わざわざここまで来なくても、こうなるって分かってたのに」

　今の俺を喋しやべらせれば、もちろん自じ嘲ちようしか出てこない。

　それでも聞き役はいた。おかげで独り海水浴場の端っこをさまようっていう、最悪の状況だけはどうにか回避された。自発的に来ておいて結局一人……そんなの、考えただけで決まりが悪すぎる。〝好きで来たわけじゃない〟とか言ってしかめっ面をしていられる遠足とは事情が違う。

「ほんと何しに来たんだって話」

　俺は、自分で選んでここに来たのだ。

　来た理由、ちゃんとあるはずだったのにな。

「ここにいるだけでネタだよな。ほんと、バカやらかした」

　しかしクラスでは俺の相棒である小こ松まつ怜れいが、教室で言えばただの二つ分しか席が離れていないことを考えれば、彼が色々と見透かしているのも無理なかった。

　何しに来たのか、だと？

　自分で言っていて馬鹿だろって思う。

「ふーん。橘たちばなさんと会うため、じゃないの……？」

　橘と氷ひよう堂どうが俺を海に引きずり込もうとした時、小松君も隣にいた。

　だが、本当言うとそれだけじゃない。橘が図書室を超えて教室でも絡み始めてきたのは、既に前からそうだった。クラスでも怪しいと思われてきている。もうこの辺りの噂はどうにもなりそうもないし、俺も火消しを諦あきらめ始めているわけで……。

　そして、これは癖だろうか。

　未いまだに俺の口の中で、橘に関する言葉はいつだって歯と歯の間に挟まっている。ちょうどこんな風に。

「どうだかな。別にあいつのためだけにってわけじゃあ……」

「ぼくさ、ずーっと近くで見てたんだけどねっ。もうそういうの、そろそろ苦しいと思うんだけどなっ。彼女じゃないとか、まだぼっちだとかさあ。何かちょっと、しがみついてるみたい」

「ふん、それでも彼女じゃないってのは事実だっ。つか、どーでもいいが、何でそんな不満そうなんだよ。さっきから」

「別に」

　どういうわけだか、いつもは温厚なぼっち仲間も今に限って素っ気ない。一体何が不満なのだか皆目見当もつかないが、まあ不満なりには付き合ってくれているのだから文句があるってわけでもない。

　結局のところ、お互いがお互いにとって唯一の選択肢なのだからしゃーなしだろう。

　彼だって俺を拒絶すれば、今度こそ一人になるしかないのだから。

「はい、また王手」

「ああっ、マジか……。将棋、やたら強いのな」

　どうやら二局目も負けが近いらしい。

　ホテルのカフェテリアではどうせ真昼の時間帯で誰も居ないので、コーヒー片手に将棋盤を広げていても、すぐには出て行けってことにはならないのだった。

　窓からは海水浴場が一望できた。

　今頃何をやっているのか、ちらっと眺めてみても橘の姿は見えない。

　時計を見るに、もうかれこれ一時間半ってところか。

「……帰りのバスまで、あと二十一時間か。帰れる頃にはもうちょっと強くなって、まともな相手になれればいいんだけどな」

　何というガチぼっち・ステーション。滅多に電車は来ない。

　そうだ、この思わぬ特技を持った強つわ者ものに弟子入りしたと思えばいいんだ。

　しばしば、ぼっちにはポジティブな精神が必要になる。こういう気まずい状況では特にそれが言える。

「将棋合宿に来たと思えば割に合わないってこともない。小松君には世話になりっぱなしだな、今に始まったことじゃないけど」

　俺は俺にできうる限りは冗談めかして言ったのだが、どうやら笑って返してくれるって風でもない。

　むしろ師匠、もというちのクラスのぼっち名人は微かすかに顔をムッとさせた。

「橘さん、一いち条じよう君が来てすごく喜んでたのに。……もう諦めちゃうの？」

「……じゃあ聞くが。俺があいつらに交じって、スイカ割りでもしていれば正解だったのか？　砂浜に立ってみろ……遠くから見ているだけですら、すげーしんどいんだぞ。俺はあんな輪に加われるような奴じゃないし、一生かけてもあいつらの仲間になれるとは思えん。いるだけで逃げ出したくなるくらいだしなっ」

　実際そうした。

〝途中で海から逃げて、ここに戻ってきてもいーわけだし〟と欅けやきは言っていた。あともう二分でも愚痴をこぼしていれば本当にそうなりかねない。今となっては、その選択肢があまりにも魅力的に見える。

　もちろんその時は、橘も気づかないはずがない。

　だから俺は最後の理性で踏みとどまっているが、これだっていつまでもつのやら。

「どうだろな……小松君だって、同じ立場にたてば分かるんじゃないか」

「そういうもの？」

「そういうもんだ」

「ぼくさ、すごい勝手な話なんだけど……」

　小松名人は子供っぽい顔を陰らせる。

「……ぼっちじゃなくなっていく一条君、ほんとにすごいと思った。かっこいいって思った。テストの時はみんなに頼られて、突っかかってきた中なか村むらですら許しちゃうし、橘さんみたいな女の子にも……すごく好かれててさ。ぼくもあんな風になれたらって……。だから今日、無理してここに来たんだ」

　……つまり、若干彼の機嫌が斜めっているのはそういうことか。

「その、友達くらいはできるのかな……って」

　俺があんまり不ふ甲斐がいないから。

　俺と彼との間で、〝ぼっち仲間〟の意味合いは百八十度違っていたというわけだ。

　小松君はその不甲斐なさで俺と共鳴するより、むしろそれからどうにか免れることを望んでいた。叶かなうことなら、架空のぼっちヒーロー・一条君と一緒に。

　しかし肝心の本物は、スイカ割りにすら満足に交じり合えないヘナチョコと来た。そりゃ確かに、今の俺を見れば失望モノだろうな。

　橘となら、どこにでも行けると思っていた。

　何があっても大丈夫と思っていた。

　しかし……ただただ甘かった。

「一条君みたいにはなれなくても、一条君みたいに頑張れれば、ぼくもちょっとだけ変われるのかなあ……ってさ。まあ、いつも通りダメダメで浮いちゃってるわけなんだけどね……。だから一条君のこと、ほんとはそんなに強く言えないんだ……」

　どいつもこいつも、俺に変な期待をし過ぎている。

　俺が小松君の考えるようなクラスの主役であったことは一度もない。むしろ遠足の班分けの時に声をかけてきてくれた分、小松君の方が俺なんかよりもずっとマシな奴とすら言えるんじゃないか。

　最近ずっと思っていること。

　言いたくても、言う必要がなかったから言わなかったこと。

　きっと言えば失望させてしまうようなこと。

　橘ではなく、小松君に初めて言うことになった。

「俺は……所しよ詮せん、俺だ。お前の思っているような奴じゃない」

　小松君の思う一条君って奴と、橘の思う純って奴。

　本物のぼっちでいた頃、こんな亡霊に取り憑つかれていただろうか？

　俺はお前の思っているような奴じゃない。いつだって内心ビクビクしっぱなしな、大人の体をした子供でしかない。きっと期待には応こたえられないし、仲良くなっても長くは続かないかも知れない。

　しかし、橘にとってはそんなの無関係だった。

　あいつが無条件で期待の目を向けてくればくるほど、俺はそれに追いつかなきゃって思ってしまう。無理して。必死になりながら。今日も会えばどうにかなるだろって、夢を見てしまいながら。

　違う、どうにもならないことだってある。

　俺の如きボンクラが、ある日突然、全方位から聞こえるヤジや黄色い声に耐えられるような奴にはなれないし、ビーチボール遊びで笑っていられるような楽しい男にもなれはしない。

　俺は、残念ながら俺にしかなれない。

　その結果が、浜辺に一人立つ場違いな陰キャってわけだ。

「別に小松君を責めるってわけじゃないが……そういうの、少し重荷だな。うん」

　橘には出ない本音が、小松君に出てしまうのは何故なのだろうか。

「……ごめん、そだよね。実はちょっと分かってるんだ。でも、さ…………だったら、ほんとの一条君のこと、もっとぼくに……ぼくらに、教えてくれたっていいじゃん。ほんの少しも向き合って……くれないの？」

　少年の表情に痛々しさが滲にじんだ。

「だってぼくら……ほとんど友達…………じゃん。自分のこと隠してないで、かっこつけてないで教えてよ……。それと、どうでもいいかも知れないけど、ぼくのことにも。ほんの少しくらいでいいから、興味持ってよ……？」

　外の騒ぎ声が聞こえる。

　天気は生あい憎にくの晴天だ。

　室内まで響いてくるのはクラスメートの声なのか、一般客の声なのか。

　全部ごっちゃになって、あまりに聞き慣れない夏の音がする。吸い慣れない夏の空気が、年がら年中秋冬仕様の俺の肺を殺しにかかってきた。

　いずれにせよこの薄い窓が、ぬるま湯と危険地帯を危うく分けてくれているってことなのだ。

　しかし夏合宿は始まったばかりなわけで、このカフェテリアにずっといられるわけでもない。

　多分、いずれは海に戻らなければならないだろう。

「はぁ……何か変なこと言ってごめん。やること、ないよね……」

　ぼっち仲間が将棋盤の前で肩を落とした。

　機嫌を直してくれたというより、言いたいことは言い切った感じだ。

「まあな。やること、ないな……」

「帰ったら親に何て言われるんだろ」

「慣れっこ、だろ……？　少なくとも俺はそうだ」

　もう潮時か？　いくらなんでも早すぎないか？

　家に逃げれば、ほら。

　置いていかれたあいつは、どれだけ心配するだろう。

　俺が何にモヤッとしているのかも分からないまま、自分を責めちまうかも知れんぞ。そのまま疎遠になっちまうかも。そうなれば、今度こそ普通のぼっちに逆戻りだ。いずれそうなるとは前々から思っていた。

　でも、今になって耐えられるだろうか？

　小松君との間に気だるい沈黙が流れたが、それほど長くは続かなかった。

　俺たち二人を見てのことなのか、誰かが後ろであからさまなため息をついたのだ。

　振り返ってみると……これがまた、ちと意外な人物ではあったのだが。

「もう、二人共……。どこにいるかと思ったらっ」

「い、委員長さん……！」

　天てん樹じゆ院いん桃もも子こがやって来たことで、俺たち二人は微妙な空気を隠すようにして、それぞれのやり方で作り笑顔を浮かべた。

　俺は自じ嘲ちようと、ほんの少しの冗談っ気を滲ませながら肩をすくめる。

　小松君は苦笑いだった。

「あのねえ。私たち一応、海に来てるのよ……？」

「……その、まあ、あれだ。将棋代わろうか？　小松君、めっちゃ強いぞ」

「あははっ……。ぼくら、やること何にもなくってさ……」

　委員長は俺らのちょっとした惨状に対してしっかり呆あきれ顔で返してくれるから、妙に安心してしまうのだ。

　どうか心の中では、盛大に笑っていておくれ。




　天樹院が俺たちの前に現れたのは、どうやら全くの偶然ってわけでもなかったようだ。

　そして結論から言うなら、それは白しら石いし先生の差し金だった。

　どうも俺が橘の前で海から逃げたことで、要らん目をつけられてしまったらしい。

「お前らに頼むのはちょっとした力仕事だ。どうせ海でやることもないのだから、構わんだろう……？」

「はあ」

　堅いという印象しか与えない若手の女性教師が、ため息の後に声と表情を大人っぽく和らげた。夏休みモードなのか、俺たちに同情しているのか。いずれにせよ、今日の俺は他人を失望させてばかりらしい。

　つまり、ぼっちとしては絶好調ってことだ。

「構えなくていい、損はさせんよ」

　ホテルのカフェテリアでああしているよりは悪くなりようがないので、さして抵抗もしなかったというわけだ。

　さて、細かいいきさつはともかくとして、だ。天樹院がカフェテリアにやって来てその五分後には、俺も小松君も、道路を走る四人乗り軽トラックの中にいた。

　それにしてもこの車内の面子メンツ……何がどうしてこうなったんだ？

　運転手は白石先生。このミス仏頂面が無言であるのは言うまでもない。

　助手席が小松名人。もちろん喋しやべる気配はない。

　そんでもって後部座席には、俺と天樹院がスペースを空けて座っていた。話題なんてないのだから話す必要はない。こうしていると、ただただエンジンの音が響くだけだ。

　うむ、ぼっちだった頃を思い出してきたぞ。

　そうだ、話したくなきゃ無理に話す必要なんてないんだ。

　場をもたせるような、会話のための会話など俺には必要ない。

　車内にいる奴らの殆ほとんどは、言わば沈黙に耐えられる人種であった。沈黙を友達にできる側の人間と言ってもいい。いつもなら派手なグループの中にいる委員長でさえ、この空気を浴びて居心地が悪そうって程でもなかった。

　思えばこの女子、先程はスイカ割りの輪にも交じっていなかったな。

　いや終業式の日などは、男子が来るなら水着は持ってこないとまで言っていたっけ。見る限り、どうやら本当にそうしたらしい。青いワンピースと夏っぽい格好だが、かと言って海で積極的に遊びましょうって風でもない。

　今は涼し気な顔をして、アナログな手帳を眺めていた。

　俺らと同類と言えば失礼千万だろうが、このジミーズ・エクスプレスは、少なくとも天樹院の存在が原因で空気が微妙になるってことはありそうになかった。要するに、彼女はあまりにもこの謎の集まりに馴な染じみ過ぎているのだ。総合的に言えば、誰もあんまり話を切り出さないので、ちょっと居心地がいいほどである。

　それでも車内に一抹の気まずさがあったのは、白石先生と天樹院が何となく、ぼっち二匹の惨状を察していそうなところだろう。

　それでいて何も喋らないのだから俺らとしても釈明する余地はない。

　それにしても、この変な面子で何をしようってんだ？

　全員が全員、まあまあ静かなタイプだ。

　力仕事と言っても、だったら俺と小松君だけを呼ぶべきなわけで。

「はぁ……。かれんと何か、あったの？　あんなにベタベタしてたのに」

　俺の脳内が疑問符でごちゃごちゃなのを見て取ったのか、横にいた黒髪の女子が口を開いた。

「先生から何か聞いたのか？」

「ああ、私が言ったさ。学級委員長だけにはな」

　海を離れてＴシャツにジーンズ姿になった先生は、軍手をはめたままハンドルを握っている。運転席から目だけをちらりとこちらに向けた。

「一条の様子がおかしいのは明らかだ。物静かな一条のことだ。仲の良い橘に言われたのでなければ、そもそもここには来ないだろう。それでも実際にここにいるということは、単純な仲違いというわけでもなさそうだな。突然お前があの橘を拒んだので、どうしたものかと思って探してみれば小松と一緒にこそこそ将棋……。夏休みにわざわざクラスで海に来たというのに、だ」

　先生は演技っぽく「はぁ、まったく……」と息をつくと、

「……一度しか聞かないぞ、何があった？」

「……単に吸ってる空気が合わなかっただけです。きっと小松君も」

　その一言で十分だったらしく、先生はフッと口を曲げる。

「まあ、私にも覚えがあるさ。成り行きで場違いな集まりに来てしまって、それはもう気まずいのだろう？」

　そこまで分かっているのなら放っておいてもらえまいか。それが対ぼっち対策の鉄則みたいなところ、正直あるだろ。

　こういうの、クラスを受け持つ担任なら基本だろって。

　だって、あれだぞ。常にクラス全体を見回していてぼっちには特別に優しくしてくれる教師とか、需要ないだろ。こういう微妙な人間関係、大人の出る幕でもないのである。無理に出しゃばろうものなら、却かえって日陰者のハートは傷つくだけだ。

「つーか、どうして先生が気にするんですか？　俺と橘の関係について、つい最近こっ酷く叱ったばかりでしょう」

　けれど、どうやら先生は単に同情してるってわけでもないようだ。彼女は見た目通りのスパルタだった。

「その原因がお前ら自身の孤立なら話は別だ。私のクラスで居場所のない者は作らん。学校教育とは、たとえ嫌でも仕方なしに他人と関わらねばならない場だ。自分でここに来たのだから、今だけはせいぜい諦あきらめろ。一条も、小松も」

　ああ、そうかい。そうかい。もうどうにでもなれ。

　来た以上は諦めなければならないというのは、さっき小松君と話していて観念した部分でもあるのだ。

　……それでドライブの果てにたどり着いた場所ってのが、海水浴場からそう遠くない距離にあるスーパーだった。

　買い物リストを見る限り、今日の晩飯はみんなでＢＢＱってことらしい。先生は俺たちを降ろした後に別の場所に行ったので、俺たちはここで買い物を済まして待たなければならない。

　暑い。長い一日だ。

　俺がカートを押し、天樹院が肉やら野菜やらを選んで入れていく。

　ところで小松君もちょうど俺の横を歩いているのだが、二人で片手間にやっているゲームというのが伝説級にしょーもなかった。

　その名も、ぼっちあるある祭り。

　何を隠そう他人疲れに苛さいなまれた俺たちが、限界状態で生み出した闇のゲームだ。

　お互い陰いん鬱うつさそのものを纏まとった状態で始まった遊びだったが、やっていると次第に楽しくなってくる。

「学園祭の打ち上げに呼ばれない、とか？　ほい、小松君の番だ」

「トイレでぼっち飯……とか」

「まさか、便所飯なんて都市伝説だろ。ノーカンだ、ノーカン」

　どうだこれ、夏っぽくないか？

　祭りって言ってるし、超夏休みっぽかろう。

　ルールは簡単。お互いが提示したあるあるが本当にあるあるか確かめ合うってだけの、勝ち負けもないゲームだ。

　これ、試しに始めてみたのだが、あまりにしょーもなさすぎて時間を忘れそうになる。特に今のモヤモヤした心境なら、多少は気も晴れるというものだろう。だが、ゲームが与えてくれるものはそれ以上だった。

「ぼっちでも自分の席があるだろ。一人で食うのに、どうしてわざわざトイレなんだ？」

「一人で食べるとか、恥ずかしいじゃん……。一条君には、強いメンタルがあるんだろうけどねっ」

「ないない。ぼっち飯にメンタルが必要なもんか。ええと……小中時代の記憶がないから、意外と黒歴史が少ない。俺なんか真っ白」

「一日中誰とも話してない」

「卒業式はすぐ家に帰る。アルバムの白いページも白いままなのは基本だな」

「眠くないのに机にうつ伏せ。これ、よくやるんだよなあ」

「全体的にやることがない」

「勝手に席に座られてて戻れない」

「俺ならためらわずどけって言うけどな」

　ほう、同じぼっちでもタイプが微妙に違うようだ。

　一方で小松君は、ぼっちであることに負い目を感じている従来型ぼっち。

　他方で俺は、ぼっちに慣れすぎてしまって、いかにぼっち生活を快適にするかというところに心血を注いできた行動型のぼっちと言える。

「……保護者を相手に、修学旅行をサボるための交渉」

「そこまでする……!?」

　おお、これには相棒もドン引き気味だ。

「ああ、するね。でもその時は自衛行為だった。酷ひどいクラスだった」

　もちろんうちの叔母に限って、〝修学旅行を休みたい〟は通用しなかったが。今になって思えば、結局言い負かされた時の理屈も今日と全く同じだ。とりあえず行け。どうしてもダメなら帰ってくればいいから。

　小松君から小さな笑いが溢あふれたので、俺も表情筋が和らぐ感じがした。

　話だって丸っきり合わないわけじゃない。ぼっちとしての違い。そこに面白みを感じて興味を持てるということは、目の前の少年にも興味を持っているということにもなる。

　そんな自分に、驚いていないかと言えば噓になる。

　面倒だと思っていた。こういう一つ一つの会話。

　だから橘にひっつかれている時でも、あいつ相手だから緊張してるってのもあるだろうが、ついつい口下手になってしまう。

　ぼそっとぶっきらぼうになってしまう。

　会話なんて面倒だから、何となくでついていってしまう。

　俺は、多分。

　心の中は、すげーうるさいんだ。

　それなのに自分を出そうとしないから、きっと正しくは伝わってない。

　本当なら冗談だって、少しは言えるのに。

「よく考えれば、今年は修学旅行があるんだった。どうだ？　一緒にサボるか？」

「そんな、連れションみたいに……」

「あいにく、ノウハウだけは豊富だぞ。力になれるぞ」

「いいよっ。修学旅行サボるなんて、流石にぼくでも考えたことないよ……」

「そうか、そうだなあ。まず考えられるのは、大金を節約できるっていうのを親御さんにアピールすることだな」

「いやだから、ノウハウ聞いてないし!?」

「あのゴミクソイベント、立派に金だけは食いおるからなー。飛行機も無駄にいい会社で行こうとするし、ホテル選びもなってねーし……。俺が選べば軽く半額にはできるな、うん」

「一条君、旅慣れてるんだね……」

　小松君は呆あきれ半分、笑い半分といったところだった。俺も俺で妙に口が動いた。分かってくれるであろう相手に、喋しやべりたかった。

「ぼっち旅ほど楽しいものはない。わざわざ金払って周りにスケジュールを合わせるなんて、どう考えても馬鹿げてるだろ？」

「……今、みんなで旅行中なんですケド」

「だーから、それを二人で仲良く後悔し始めてるんだろーがっ。いい教訓になったろ。これが仮に修学旅行だときっついぞ。一体何泊するんだって話だ。今年はどう叔母に切り出すか……」

「てゆーか、来てよ！　ぼっちがぼくだけになっちゃうじゃん！」

「え、ああ？　あれだろ、流石にその頃には俺以外の友達だって……」

　言いかけて……気づくと、ひとりでに笑みが広がってきた。

　ほう……一条君、俺以外の友達ときたか。でも、当の小松君は友達だと思ってくれているのだろうか？　しかし少年が笑い返してくれたことで、胸には安あん堵どが広がった。

　友達、だったようだ。

　お互いにとって。

「はいはい。一条君以外の友達、ね（笑）」

　これだって、いずれははっきりさせるべきことだった。そうだよな？

　一条君のこと、教えてよ。ぼくのことにも、興味持ってよ。小松君はついさっきそう言っていた。

　なら一応、このどうしようもないやり取りは……小さな成功じゃないか？

　ひょっとすると橘にも同じようなこと、できないか？

　そしてこのどうしようもない会話、もう一人の連れも聞き流していたわけではないようだ。もうこうなると呆れを通り越しているのだろうか？　カートを進めていると、天樹院が立ち止まった。

　深いため息を吐いて……いや、カフェテリアに来た時の呆れ顔とは違う。

　柔らかい表情で、大人っぽく肩をすくめた。

「そうだなあ。靴を隠される、とか……？」

「え……？　何……？」

　黒髪の女子生徒がスタスタと前に進むので、俺は慌て気味にカートを押す。

「だって……ぼっちあるあるなんでしょ？」

「いや、そういう意味じゃなくてだな……」

　その質問に対しては、俺も横にいたぼっち名人も答えに詰まった。

　天樹院桃子。クラスの委員長閣下にして、いつもなら橘と氷堂の後ろに立ってバランスを取る常識人だ。よりによってこの女子が、ただの成り行きとはいえ俺たち二人と行動を共にしているってだけでも酷く間の抜けた状況なのだが……。

「まさか委員長が、こんなゴミみたいな会話に加わってくるなんてって思うだろっ。驚くなって方が無理だ」

「だって一応、クラスメートじゃない……。嫌……？」

「そうは言わんが……」

　この女子。

　クラスでの人間関係的には、正直とっつきやすいと思っていた相手ではない。

　まあそれを言えば全員が全員とっつきにくいのではあるが、それでも天樹院はイケイケに距離を詰めてくる橘とは正反対だろうし、それに便乗して軽く茶化してくる氷堂ともかなりタイプは違う。

　黙っていればクール、喋らせれば生真面目といった具合だろうか。

　だが同時に、気の遣える人物ではあるようだ。

　俺が訝いぶかったあまり顔を歪ゆがめていると、こちらに微かすかな笑みを向けてきた。

「そもそもあんたがここに付いてきたのは、単に料理担当だからか？　それとも、橘に関係することだからか？」

「両方よ」

「天樹院さん。靴隠されたこと、あるの？」

「椅子も。ずっと前の話だけどね。私が二人にどう見えているのかは知らないけど、一人だった時期、ほんとは長いのよ？」

　将棋が上手うまい方のぼっちは驚いた顔を見せた。だが将棋が下手な方のぼっちからすれば、特段不思議ってわけでもない。

「十年も学生やってりゃあな。女子のぼっち事情には疎いが」

　道理であの車内で浮いていなかったわけだ。

　よくよく考えれば彼女、いっつもつるんでいる二人とはタイプが違い過ぎる感はある。他の二人が男子の方に行っているときに、この真面目ちゃんが自分の席──つまり、俺の左隣ってわけだが──に留とどまるっていうのはよくあることだった。

「やっぱり、ね……二人がこういう場でもがいているのを、放っておけないっていうか。それに私、委員長だし。迷惑……？」

　小松君は何も言わず首を横に振った。

　俺はと言うと、突然この真面目系な美少女と絡んで驚きはしたが……いや。せっかくの好意をはねつけられるような立場か？　俺は。

「いいや、別に。迷惑ってこともない。ノリで似合わん場所にやってきて、実際お手上げだしな、俺たち」

「私もほんとはね……こういうイベント、苦手。クラスのみんなが心配だから頑張って来てるんだけど……本音は、家で本でも読んでいたくってね」

　派手めな二人と仲良くしつつ、自分の間のようなものを持っている。

　振り回されない芯しんの強さ。

　それでいてイケイケな二人や他のクラスメートまでもを、ゆるくまとめ上げる包容力。限られた知識で彼女について言うなら、そんなところだろうか。大して話したことはないから正確かどうかは知らんが。

　何にせよ彼女はタイプの合わない橘とすら上手くやっているわけで、まるで俺の影になっているような気がした。

　興味を引かれないわけじゃない。

　俺だって進んで教えを乞うってタイプじゃないが、合宿に来てこの状況なら贅ぜい沢たくを言っていられる立場でもないだろ。

「それでも天樹院は橘や氷堂みたいな女子とつるんでるってわけだろ。前のクラスで一緒だったんだっけ？　たまにでもさ、呼吸が合わねーなって時、ないのかよ？」

「……たくさん。そういうことがない日の方が、珍しいかもね」

「なのに続くものなのか？」

「まあね。でも、最初っから合わなくて当然よ。あんな髪の子だもん。ちょっと仲良くなると、たくさん外連れ回されちゃうしね」

「あはは、一条君とまんまだね……」

「う……。別に、俺たちはそんなこと……」

　しょっちゅう外出してるってこと、知っている奴は氷堂とここにいる天樹院だけだったはずだが……。

「……もしかして、噂になってるのか？」

「こら、話をそらさない。それに一条君はもう手遅れじゃない。私と弥生やよいは、現場を押さえてるんだからねっ」

「アッハイ」

「はぁ……。教室でベタベタしだしたら注意して、気まずくなってたら助けようだなんて。委員長やるのも大変よねっ、もう……」

　委員長はわざとらしく頰を膨らませた。普段は見せないような茶目っ気だ。だが、すぐに真面目モードの顔に切り替えて俺たちを諭す。

「私からのアドバイス……聞いてくれる？」

「どうせ暇な身だ」

「二人や私みたいな大人しいタイプだと、すぐ向こうのペースになっちゃうわ。特にかれんは純粋過ぎてね……ずっと嫌な顔をしないでいると、楽しんでると思われて、こっちの気持ちが気づかれないこともある。

　だから……ね。これはちょっとしたテクニックなんだけど。小さなことでいいから、たまには私の希望を伝えてみるの。例えば、今日はあの店に行きたい……とか」

「それで何か変わるのか……？」

「一個希望を聞いてもらう度に、少しだけ私のことを分かってもらえる。それに好みの店って、色んなことを説明してくれるのよ？　落ち着いた場所にあるカフェがいいのか、駅の中の店がいいのか。性格とか、距離感の取り方とか。

　かれんに限らずだけど、受け身だと分かってもらえないのはみんな一緒だから……ね？　あと、たまにでいいから誘いを断ってあげるのも大事。タイプの違う相手と、長く付き合いたいなら特に」
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　今度試してみて、と彼女は小さく付け加えた。

　控えめ勢による控えめな交友戦略、とでもいえばよいか。

　それにしても、たまに小さな要求……か。さすが我らが学級委員長、出してくる方策がどこか現実的である。

　結論を言うなら、あいつとは別に仲が悪くなったわけじゃない。

　最初からそこの善し悪しは問題じゃなかった。本当に悩ましいのは……俺が一人で勝手にすれ違っているってことだろう。

　でも、じゃあ、どう説明すればいい？

　委員長ドクトリンは、そりゃあやってみなきゃ分からないにせよ……この辺を解決してくれるような気がしたし、確かな期待感を与えてくれた。これなら、何も腹を割って真面目なお話をする必要はないかも知れない。

〝お前とは根本的な所で合わない気がする〟

　いくらなんでも、こうは言えないからな。

　とはいえ、さしもの天樹院さんもあのイケイケ空間に順応する方策を用意してくれたわけではなかった。

　まだ橘は浜辺にいるはずだ。

　となると再び海に行ってあいつと会わないことには、何も始まらんわけで。

　それで、その辺りを何となく察していたのが我らが白石先生だった。

　俺が橘の誘いを断って浜辺から離れたのを見ていて、担任として思うところでもあったのだろう。

「なあに、心配はいらないさ。海にいる口実くらいなら与えてやれる。私にしてやれるのはそのくらいだから、後はせいぜい頑張るがいい」

　それで宣言通りに、ジャージの上着を脱いで力仕事ってわけだ。

　俺たちが買い物をしている間に、先生は入り用の諸もろ々もろを業者からたくさんレンタルしてくれていたらしく、軽トラックの荷台には七輪やらアウトドアチェアやらがくくりつけられていた。それも一回の輸送では足りず、先生はその後に何度か往復したほどだ。

　それで結局、俺たちぼっちコンビが行き着いたのは、海水浴場での会場設営及びその管理……つまりは栄光あるＢＢＱ奉行の任を仰せつかったというわけだ。

　先生曰いわく、遠足の時を思い出せとのことである。

　彼女は当時の俺や小松君を見ていたらしく、仕事と割り切れる状態ならその場に溶け込むのも楽だろうとの計らいだった。

「うんしょっ、うんしょっ……と。絶対おかしいよね。海まで来てあくせく働いてるなんてさ……っ」

「さっきのことを考えれば大きすぎる進歩だろってっ。カフェテリアじゃなくて、砂浜にいるだけでもな……」

「ふふっ。そだよね……。ううっ、二人でやる仕事じゃないけど……っ」

「その分だけ時間が稼げるだろっ。ありがたいと思うことにするさ……っ」

　もしやこれは、想像以上に的確な司令だったかも知れない。

　あの先生は、きっと俺たちヒキヒキ族の心理を理解しているのだろう。学生時代とか超暗そうだしな、うん。

　でもこれなら騒がしい輪に交じって遊ぶ必要はないわけで、具体的な仕事がある以上は海にいても決まりが悪いってことはまずない。

　夕方までにはまだ時間もある。

　一般客も交じってごみごみしている中ではあるが、集中さえすれば気にならん。

　五分の会話より一時間の単純作業。考えることがなけりゃあ意外と楽なもんだ。

「つまり俺らは、頼まれずともリア充連中のパシリをしているってわけだな。俺ららしくて、意外と悪いもんでもない」

「あはは……。海に来たのにパシリか、暗いね……」

「どうだろう……自分から進んでやってんならパシリとは違うと思うけどな。あいつら、後でせいぜいありがたく思えばいいさ。それに……ぼっちには単純作業が似合う」

「ぼっちは……グループ分けでハブられがち」

「何だよ、またあれやんのか？　もういいだろ（笑）」

「作業ばっかじゃ飽きるし？」

「ははっ、そうだなあ。俺としてはいい加減ネタ切れなんだが……」

　それにしても、このぼっち名人とはさっきから一緒に居て、妙な仲間意識を覚えるようになってしまったものだ。

　友達。

　そんな風に言い合ったのは間違いなく橘以来だ。

　海に来てまだ半日も経っていないのに。そしてまた、教室では遠足を通じてぼっち仲間でしかなかったってのに。ずいぶんな変わりようじゃないか？

　いや……ひょっとすると、中身自体は何も変わっていないのかも知れない。

　単に、前より少しだけ希望を持っているだけだ。

　橘と行動を共にするようになった時と同じように、ほんの少しだけ前を向いている。何だかその程度の前進が、実はかなり嬉うれしかったりする。

　俺はこの合宿を通じて、困っていた小松君をぼっちにさせなかった。

　まあ完全に成り行きだっただろうが、本心では友達を求めていた彼を、運良く放っておかずに済んだ。

　まあ橘とは少しだけすれ違ったにせよ、だ。

　それはまだ、どうにかなるだろうし。

　一応、ここに来てよかった。そうじゃないか？

「私も手伝うわ」

「天樹院……お仲間と遊んでてもいいんだぞっ」

「海で遊ぶって格好でもないし。それに、私が今更二人を放っておけると思う？」

「委員長って人種はみんなお節介なのかよ。うんしょ……っと。まあ、その、何だ……」

　ありがとう。

　どうでもいい小さなことに対しても、その言葉が浮かんでくるようになった。

　橘にだって、そう何度も言っているわけじゃない。本当なら感謝すべきこと、いくらでもあるのに。

　……二十名近い大所帯とあってか、椅子を引っ張ってくるだけでも中々の重労働だった。これから開いて全部並べなきゃならんが、そもそもその前に、日除け用のテントだって四帳も建てねばならない。

　三人分の作業量でもなければ、まして二人分でもない。

　だがそれでも、向こうで遊んでいるクラスメートをよそに手を動かし続けた。

　徹頭徹尾、地味だった。

　でもそういうのが、一番居心地がいい在り方だったように思う。

　ああなるほど、居場所を見つけた。それだけでずいぶんな充実感で、リア充勢がはしゃいでいるのと同じように、俺にはこういう形なら適応しうるんだ。

　手を、手を、ただただ手を動かす。

　時々、手を貸してくれている小松君や天樹院とお疲れ様って感じの表情を交わした。クラスのためというよりは、一緒に働いている奴らと頑張っている時間を共有するのが心地よかったのだろう。

　ただ、手を、手を、手を……。

　作業はまだまだ、いくらでもあるんだ……。

　しかし白石先生の仕掛けは、もしかするとここからだったのかも知れない。

　彼女はおそらく、俺や小松君に花を持たせたかったのだろう。

　波打ち際から遠い所で作業をしている俺たちの姿が、そういつまでも見向きもされないってことも、確かにあり得ない話ではあった。誰かが見つけるだろうし、その中で必ず誰かが放っておかない。

「はろー、ガリ勉。……何してんの？」

　落ち着いた、低い声だった。

　俺は集中するあまり声をかけられたことにすぐには気づかなかったが、いざ振り返ると……ああ、荻おぎ野のだ。サッカー部の。いつもは適当に女子と歩いているって感じの男子生徒で、俺の知る限り相容れぬウミウミの民であり海パン族である。敵とまでは言わないが、決して味方ではない。

　が、彼も彼で、流石に遊び疲れているのか息が切れかかっていた。

「仕事だ。晩飯の準備」

「へぇ……。んじゃ、俺も手伝うわー」

「はぁ？　別に遊んでていいんだぞ。人手的には、どうにかなるし」

「でも、一条君働いてるし」

「はあ、そうかい。じゃあそこ持ってくれ」

「ういうい」

　おいおい、一人増えちまったぞ。

　二、三人でゆっくり時間を使おうという完かん璧ぺきな戦略があったのに、一体どうしてくれるんだ。これならすぐにＢＢＱ始まっちまうだろうが。

　気づけば太陽がほんのりとオレンジがかっていた。

　おそらく六時ちょっと前くらいには始まるだろうが、もうそんなに時間はないだろう。クソみたいな始まり方をしたクラス合宿も、あっという間に晩飯か。そうか、もうそんな時間か……。

　手を動かすほど、お手伝いの数は増えていった。

「おーい、一条っ。言ってくれれば手伝ったのにさー、一人寂しく背中で語ってんじゃねーよ（笑）」

　と、いとウザき中村氏が彼のオタク勢もろともやって来たかと思えば、

「えー、肉焼くのー！　早く準備して焼こーぜー！」

　と、荻野の相方である、お調子者の飯いい塚づかが駆け寄ってくる。

　堪たまったもんじゃねえ。俺の仕事を奪うな、仕事を。

　……思えばこのクラス。

　……確かに苦手な奴は多いんだが、こいつ明らかに悪わりい奴だなっていうのが誰一人としていないんだよな。

　誰かが端っこで頑張って仕事をしていれば、そいつが放っておかれることはない。すぐに手伝わなきゃって思う奴が多いようだ。

　だから、その場に参加者の全員が集まるまでには時間がかからなかった。

「ほら、あそこ。一条君、めっちゃ頑張ってる……。よく見たら、結構カッコいいよね」

　うっせいやい、じゃかあしいわ。ピーマン口に突っ込むぞ。

「かれんちゃんの彼氏だっけー？」

　違います。

「影薄いけど、いい人だよね。てゆーか、今日いたの？」

　はい、ご指摘ありがとうございます。実にそのとおりだと思います。

　つーか知ってたか、ぼっちは地獄耳なんだよ。

　これもあるあるの一つだろうが、どういうわけか、自分のことを話していれば小さい声でも聞こえてしまうんだ。別に聞きたいってわけじゃないのに。

「あはは……人気だね、一条君」

「俺としちゃあ小松君に対するコメントがないのが不満なんだけどな。絶対おかしいだろ。同じぐらい頑張ってんのに」

「ぼくは、しょうがないよ……」

「でもぼっち脱却を目指して来てんだろ」

「そっちはもう達成した……でしょ？　それに一条君、橘さんの彼氏だから注目されるのは当たり前っていうかさ」

「おい！　俺の数少ない友達ならせめてその辺の理解をだなあ……！」

　どいつもこいつも好き勝手言いおってからに。

「はぁ……。二人共、こういう役回りなら大丈夫そう……？」

　と、散々気づかってくれた天樹院が控えめな表情で言ってくれば、嫌だとは中々言えないものだ。

　そりゃあ、働くのが心地よいと思い始めていたけどさ……。

　なるほど先生よ、これがあんたのやり方か。俺のような地味な在り方でも、たとえみんなと同じようなノリでいられなくても、クラスでは受け入れられる道はある。ちょうどこの前、みんなのテスト勉強を助けてあげたように。

　そのことを、あの人は今一度思い出させたかったんだ。

　全く余計なことをしよるな、あの鉄仮面教師。

　かくして価値なき一条株のバブルが始まった。そんな下らなすぎるバブル、さっさと弾けてしまえ。こちとら株式公開してねーんだよって抗議したいところだが、まあそういうのは学生生活ではあまり通用しないんだろう。

　だがおかげで、クラスの輪に入れた。無理だってしていない。

　そして幸いなことに、どいつもこいつも遊び疲れているようだ。

　この調子なら、今になって俺がパリピみてーな軽いノリに引きずり込まれるってことにはならんだろう。みんなの息が切れている分だけ、今の所ではあるが、俺は落ち着けていた。

　そして元はと言えば、俺をずっと求めてくれた橘のためにここにいるんだ。あいつの望む形かは知らないが、俺はやっと答えを見つけかけている。今はどこにいる？　そろそろあいつと話をつけた方がいいだろう。また笑っているところが見たい。

　……いや、どうしたものか。

　全員集まったかと思っていたが、例外はいた。

　橘と氷堂だけは、砂浜をどう見渡しても見つけられなかったのだ。







　第四章







　──数時間前。




「……やよい。ねえ、どうしよう…………」

　あたし、フラれたかも。

　これから夏休みのメインイベントが始まるって時に、そんな一言を聞かされた。

　橘たちばなかれんがフラれた。

　親友の私・氷ひよう堂どう弥生やよいからすれば、それだけは納得できる話じゃなかった。

「……は、はああああああ!?」

　フラれた!?　かれんが？

　スイカ割りの輪から少し離れた所で、私は声を潜めて驚く。でも本当は、バカみたいに叫び散らしたい気分だった。

　男を振った話なら腐るほどある子だけど、フラれた？

　でも……っ。なんでよ！　なんでなのさあ……！

　だってさ、橘かれんだよ？

　週二で告られてる、学校一の美少女っつーか天使だよ？

「フラれたかもって、何よ……？　かもって……」

「ウチらと一緒に遊ぼって言ったの。そしたら……どっか行っちゃった」

「ん……。かれん、それは過剰反応だよ。あいつが何か言ったわけじゃないんでしょ？　今日はかれんのために来てくれたんだし」

「そうだけど……。遊んでくれない理由、何も言ってくれないし……」

　けどかれんの悲しそうな顔を見てると…………つーか、この子が目を合わせてこないなんて初めてかも知れない。いつもならニコニコ顔を押し売りしてくんのに。

　私は何も言えなかった。だから苦し紛れだった。

　水着姿のとびきり可愛いかれんを抱きしめて、背中を擦さすってあげる。

　でもそれだけじゃ足りない気がして、後ろに腕を回しちゃったりして。そのまま親友の金髪頭を自分の胸に預けてしまう。

　いい匂い。天使かよって。

　髪に触るだけで、根っこから優しくなっちゃいそう。
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「……だいじょぶ？　……何とか言えそう？」

「ぐす……っ。……やよい、あんがと」

「落ち着いて、それ絶対フラれてないから。あいつを探して、どうしてそうなったのか聞こ？」

「うん……」

　夏休みの青春ごっこは中断。

　私たちは水着の上に一枚羽織ると、ホテルの部屋をあたり始めた。

　つーか何だよ、まだ付き合ってねーうちから倦けん怠たい期かっての。いっちょ前に彼氏気取りやがって、あいつ。

　あの、一いち条じよう純じゆんって奴！

　いつも勉強しかしてないからゴシップにも絡まない、どうでもいい男子だった。

　見るからにちょっとオタクっぽいし、暗そうだし。

　正直、第一印象だとかれんの隣に収まるような器にも見えなかった。まあ多少はあいつとも会話が盛り上がるときもあったけど、それはそれとしてだ。

　もっとカッコいい男子が、たくさんこの子に告ったはず。

　運動部の主将、軽音部のボーカル、あと他校の現役モデルとか……趣味で噂は全部仕入れてる。一条よりマシな男子なんて、掃いて捨てるほどいるっていうのは明らか過ぎる。

　ねえ、どうして？

　あんたにはもったいなさすぎる相手なんだよ？

「たぶん、初恋なの。マジで好き……。大好き……」

　あの男子の話をするほど、かれんの泣き顔が嬉うれしそうに緩んでくる。

「遠足の班分けでさ、無理にあいつを入れたよね。どーしたんだろって思ったけど、その頃にはもう狙ってたってこと？」

「うん……勉強教えてもらうフリしてさ、甘えちゃってたの。毎日毎日、あいつ、すっごく優しくてさ……。やばい、やっぱ好き……。諦あきらめらんない」

「諦めることない。かれんが暴走し過ぎなだけ」

　遠足の頃くらいには始まっていた、か。

　それまでの印象は……ううん、覚えてない。あいつ印象薄すぎ。いっつも一人で、勉強ばっかりってイメージが少しだけあるとしか…………いや、どうかな？

　一年生の時、聞いたことがある。

　他のクラスで、ガチのガリ勉ぼっちがいるって話。学園祭準備中なのに単語帳を開いているもんだから、クラスの雰囲気がめちゃくちゃになったって。メガネとか、ひょろ長とか、特徴的にもまんま一条だ。

　……ははん、なるほど。

　私の情報網的には、ガチの根暗さんらしいですなあ。

　かれんとは正反対な、笑えないレベルのジミー君って感じか。

　でも正直、かれんと正反対ってことなら私も人のこと言えなかったりするし。会った時のこと、ちょっと思い出したりして。

　中身が違い過ぎるとさ、お互い慣れも必要になるよね。やっぱり。

　本音を言うと、高校入りたての頃の第一印象からしてそうだった。可愛くて、明るくて、たくさん好かれて。私とはちょっと違う。

　だから私とかれんも、最初はソリが合わなかった。

　とっつきやすい女の子と、とっつきにくい女の子。

　いつもニコニコしてる学校好きと、雰囲気だけでそれと分かるほどの学校嫌い。

　あの子はしょっちゅう男子に囲まれてて、私は頰ほお杖づえをつきながら、遠くからそれを見てるだけだった。

　似てるのは、そうだな……勉強はやる気なしってトコくらい？

　つっても、かれん。私みたいにガチで学校サボったりはしないし。宿題とかも他の子に教えてもらったりして、なんだかんだでしっかり仕上げてくるし。それに学校にいて楽しそうだし。やっぱし、ちょっと違うよ。

　ほんとにウチら、どうして仲良くなれたんだろう？

　同じクラスで、席も近かった。それくらいしか、きっかけなんてなかった気がするのだけれど。

　学校なんて下らない。

　いつも唱えるお気に入りの呪文みたいに、胸の中でそうつぶやいていた時だった。

『やーよーいー。えへへ～。おはよ』

　金髪の女の子は、毎日同じ時間に、後ろの席から身体をべったりさせてくる。

　本当に暑苦しくて、眩まぶしい。この子といれば、外で雨が降ってても見えなくなっちゃうってくらいに。

　ちなみに、呼び捨てしてきたのはかれんが初めてだったりもする。

　いつもは氷堂さん。もしくは弥生ちゃん。あの、よくサボってる子。いっつも寝てる子。冷たそう。また呼び出しくらってる。結構可愛いよね。エトセトラ、エトセトラ……。

　そんなんだから弥生って呼ばれんの、結構こそばゆい。

　あれ私そんな名前だったのってなるから、ほんとは止めてほしい。

『うう、ああ、朝からうっさいなあ。こちとら全然寝れてねーんだっつーの。あー、もう、眠すぎてハゲそう……』

『ねーねー。今日の放課後はどーする？　どーする？』

『……ん？　今日も？　あたしと？』

　私は起き上がって、もしゃもしゃになった髪に手ぐしをした。

　振り返ると、目覚まし代わりのいつもの笑顔をくらう。

　何……今日も遊ぶの？

　正直そう思った。私にだって私の時間があるわけだし、年がら年中ってわけにもいかないでしょ。

　ちょいうぜーってさ、私だって口に出しては言わないけど。

　この子、言ったらマジに取っちゃいそうだし。だからまあその場のノリで、断るって感じにはなりにくい。

『えへへ♪　面倒くさそーにしてるけど、いっつも遊んでくれるよね？』

　はぁ……。

　何かさ。いい感じの距離感にしようぜって、言わなきゃ分っかんないかなあ。

　そんなんだったから、正直慣れるまでには時間もかかった。

『べっつに……』

『あたし……いい人には、ガチで甘えちゃうよ？』

『うっとーしいなー。いい人って何だっつーの……』

　でも、やっぱきれいな顔。

　この誰とでも仲良くできちゃう感じ。男子はみんな勘違いしちゃうだろうし、女子には好かれたり嫌われたり大変そう。

　……しかし私が仕入れた噂によると、男遊びも激しいとか何とか。

　噂によると、金に困ればどっかのおっさんにおねだりしてるとか。

　噂によると、三年の先輩テキトーに選んで毎日ヤッてるとか。

　これは面白そう。良いゴシップ源かも。

　だから、ちょっと突っついてみることにした。

『……かれん、昨日も告られてたね。男と行けばいーじゃん？』

『や……。それは、さ……』

　かれんは暗い顔をして目を逸そらした。

　後になって気づいたことだけど、こういう話題は地雷みたい。

　基本周りの目を気にせずベタベタしてくるこの子が自分から目を逸らすのは、このタイミングだけだった。

『……その場でフッちゃった』

『どーして？　お相手さんの高たか瀬せとやら、カッコ良さそうだったけど？』

『てゆーかあたし、弥生と一緒がいいの。楽しく出かけたいだけなの……。ねえ、弥生のネイル可愛い。あたしも連れてってよ……？』

　弥生と一緒がいいって……。

　あれ、これ女の子同士だったっけ？

　男より私と一緒がいいとか。おいおいマジか、何からしくなくキュンってきちゃうじゃろーが……。

　けど、この子はいつでもそうだった。

　派手な見た目に似合わず純情っつーか、子供っぽいっつーか。守ってあげなきゃって気にさせられる。

　なんであんな噂流れてんだろ。意味分かんない。全部ウソだよ。ずっと一緒にいる私が言うんだから、間違いない。

『でも、じゃあさ。どんな男がタイプなの？』

『えー？　そうだなあ……ギャップ萌もえってゆーの？　やよいみたいな？』

　はぁ？　私なんかのどこがいーの？

　そう聞いてみれば、軽く二十個くらい長所を列挙してくれる。だから恥ずかしくなって、三個目くらいで止めちゃう。

　多分、最後の最後は、似てる似てないなんてどうでもいい話なんだと思う。

　私を名指しして、求めてくれる。笑いかけてきて、触ってくれる。一緒に勉強をサボってくれて、時々、宿題しようなんて誘ってくれる。

　ほんっと純粋で、寂しがり屋だからさ。

　いつでも守ってあげなきゃならんしょってなる。

　案外友達なんて、それだけで十分だったのかも。

　グイグイ来る感じとか、私の側で頑張って許容すればどーにでもなるし。そんな器がちっちゃいつもりもないし。

　何よりさ……こいつ、頭おかしーだろってくらい、いい子なんだもん。

　性格が真逆だからって、そばに置かないでいるのはもったいないよ。

　誰が相手でもずっと一緒にいれば疲れるけどさ、かれんの場合、疲れたのと同じくらい元気になれるから。仲良くなればなるほど中毒みたいになる。

　かれん病。私はそう呼んでいる。

　こいつがひでー伝染病でさ。移ったの、私だけじゃなかったしな。

『ももこ氏ー。宿題いみふ。超ヘルプ。このままじゃ死ぬ』

『あのねえ、弥生。いい加減、懲りなさすぎよ……』

『いーじゃん、ももこー！　三人で集まるコージツ、また出来たんだしさ♪』

『はぁ……。かれんも？　あのねえ。私、一応部活あるんだけどっ』

　かれんが引き合わせてくれた、もう一人の親友。

　そして、ソリが合わない女の子・その二。

　髪が長くておっぱいのデカい、ひと目で分かる真面目メガネちゃん。あんまり違う人種すぎて、一緒につるむなんて考えられないような子だった。

　でも、かれんが引き合わせてくれた。

『ウチらさ。ももこ姉さんじゃなきゃ、やなの』

　桃もも子こじゃなきゃやだ、だってさ。かれんみたい。

　しかも、ももこ姉さんって。他の子にあだ名つけるとか、私どうかしちゃったの？

『ももこ姉さんって……。同い年なのに……』

『はいはい、そうは言いつつも本当は嬉うれしがってると見た……ふふっ。ほら天てん樹じゆ院いん、部活サボってファミレス行くぞ♪　今日は寝かせねーからな』

『もうっ……ばか』

　気がつくと……学校サボるのすら忘れてた。

　この友達、マジで誰にも渡したくない。だから彼氏とか、本当なら勘弁。

　かれんといるとさ、良いやつになれる気がするから。今の自分から変わってもいいかなって、思ったりもする。

　でも…………一条、か。

　かれん病キャリアの先輩として言わせてもらうと、ちょっと変化が急激だったかも分からんね。

　四月までぼっちだったんでしょ？　テストが終わってからは段々かれんの彼氏みたいに扱われて、大変だったんじゃないの？　まあ、そういう風に煽あおったの私なんだけどさ。

　かれんは止まらないジェットコースターみたいな女の子だから。

「よく分かんないけどさ、キャパオーバーになったんじゃないの？」

　結局、男子の部屋を回ってもあのガリ勉はいなかった。

　昼間は途方に暮れてホテルのベンチに座る羽目になったから、かれんはしゅんとしたまま。水着で来たは良いけど、そんなには遊べてない。かれんを放っておいて遊べるはずがない。

「かれんってさ、グイグイ突っ走るとこあるから」

　この子を責めるようなこと、めっちゃ良心が咎とがめる。

　でもさ、良いところばっかりな人なんていないじゃん？　この子に言ってあげられるのは、きっと私だけだろうし。

「キャパオーバー……？　でも、段々ノリよくなってんのに……」

　かれんが泣きそうだったから、背中を擦さすってあげた。するとべったりと身体を寄せてくるので、片手でゆっくり、ぎゅっとしてあげる。

　一条もさ……かれんの言う通り、普通に優しいんだろうよ。じゃなきゃこの子がなびくわけがない。

　素朴で、あんまガツガツしてなくて。かれんは告られてばっかだから、ああいうのに目が行っちゃうのかなあ。

「でもさ、元ぼっちだよ？　授業終わったら家に直行してたようなプロ帰宅部だし？」

　ジミーズ業界には詳しくない私でも、何となく想像はつく。

「普段からヒッキーな生活しててさ。突然かれんみたいな可愛い子に毎日付き合わされるようになれば、いずれパンクしそうではあるよねっていう。本当は家にいる方が性に合ってるのに」

「ウザくしすぎちゃったかなあ……」

「はははっ、そんな暗い顔すんなしっ。でもさ。あいつの表情とか、雰囲気とか、性格とか。もちっと考えてあげれば？　一条の……どこが一番好き？」

「優しくて、ツンデレさんなとこ。猫みたいにさ……あたしが落ち込んでるとね、優しくしてくれんの」

「だったら大事に甘えてあげな。猫は警戒心強いっていうから。あいつとの距離感みたいなものとか、しっかり考えて……ね？」

「しっかり、話さなきゃね。えへへ、あんがと親友♪」

　あのガリ勉に対しては、かれんにとっての一番を取られたことで恨み辛つらみがいっぱいだってのにね。

　はぁ。一条さんよー。

　真面目な話、これでかれんとくっついたら報告しとけよな。




　ＢＢＱ奉行の役割は大方終わった。

　ぶっちゃけ物を組み立て終わってしまえば、後は辺りにグループめいたものが何個かできて騒がしくなるだけだ。

　そしてその中に入って盛り上げようというのも、多少は会話に入って場をもたせようというのも、いずれも俺の仕事でないと分かった。さっと静かに忘れられて、端っこで少しの肉にありつく。話しかけられれば失礼のないように捌さばいて、どうにかこうにかいい感じにやり過ごしていた。

　まあ、それだとまだ七割ほどはぼっちなんだけどさ。

　でも、やっとのことで納得できるようになったのはそういう役回りだ。

　逃げるだけが手段ではなくなり、自分のやり方でその場に踏ん張れるようになった。俺たちが頑張って作った場で楽しんでいる奴がいるんだ。その事実を、陰でちょっとだけ喜んだりする。

　ぼっちの立ち位置なんて、それで十分じゃないか？

　だが同時に、橘の彼氏というポジションがそれを許さないということもある。現実問題、このＢＢＱ奉行という役目で注目されたのは俺だった。黙々と働いていた小こ松まつ君でもなければ、いつも通りみんなのために尽くしている天樹院でもない。そりゃあもちろんしょーもないスケールでの話だろうが、元ぼっちのガリ勉がヒーローにされかかっている。

　橘は、それを望んでいたのだろうか？

　だが、俺はあいつの思っているような奴じゃない。

　今はまだクラス全員に分かってもらうっていうのは無理でも、せめてあいつだけには分かって欲しい。俺がどんなところで安らぎを感じるか、不安になるか。

　俺がどういう人間か。

　そして願わくは、あいつ自身のことも。

　たくさん話して欲しい。

　……と。

　遠くの方から橘と氷堂がよろよろ歩いてきたことで、辺りの注目が二人に集まった。

　みんなからすれば今まで何をしていたんだってところだろうが、橘の目を見れば何となく分かる。俺と目が合うや早歩きになり、やがて駆け寄ってきた。

　最初に愛いとおしげに目が緩んだのは、俺だったろうか。

　それとも、橘だっただろうか。

「なあ、俺よく分かんないけど、もうとっくに一条が彼氏……なんだよな？」

「知らね、でもすげえ見つめ合ってるぜ。仲良いっていうのは本当みたいだけど」

「一条君がお相手かあ、なんか意外」

　いずれにせよ、俺たちの距離が近づくにつれクラスメート達はざわつき始めた。ほら、お前らお望みの展開だったか？

　合宿終盤に差し掛かり、橘とその彼氏のご対面ってわけだ。って、おい俺、だから彼氏じゃねーゆーとるじゃろがい。

　……橘はこわばった表情から、無理してるのだろうか、にしし……と笑顔を作る。俺たち二人の間で揺らいでいた空気を吹っ飛ばそうというのだろう。初めて会った時もそうだったのを今でも覚えている。

「純……。えへへ……純？」

　橘はしつこく、下の名前で呼んでくる。

　するとざわざわが消えて空気がしんとした。クラスが金髪女の次の言葉を待ってる。みんな俺たちを見てる。

　俺にはよく分からんよ。できれば放っておいてもらえまいか。せっかくみんなのために頑張ったんだし、ちとここらで休ませておくれ。

「向こうで話そう。……二人で」

　もちろんその一言は、連中を騒がせるのには十分だったのだが。




　夕空の彼方かなたに、雲がもこもこ集まっている。

　ジャージ姿の憐れなガリ勉は、水着の上にパーカーを羽織った女の子とずいぶんと一緒に歩いていた。海水浴場からも遠く離れて、一般客すらも遠ざかって二人で……。

　誰にも見られたくない。二人っきりになりたい。

　そんな思いが伝わったのだろうか、元いた場所が遠くなればなるほど、俺たちの距離は詰まって……手が繫つながっていく。

　二人でにやりと、柔らかく笑った。

　橘のは徐々に嬉しそうなニヤニヤ顔に。

　俺は恥ずかしくて目を逸そらしながら、それでも口元は緩んだ。

　お互いに抱えているものがあると分かっていても、俺たちの重ねた日々はひたすら濃くて甘かった。触れるだけで思い出す。無条件に、お互いに、多分おそらくきっと、一つの同じ感情を共有しているから。

　多分……好きだ。大好き……なんだ。

　こいつの歩いているところ、振り返ってくれる仕草、俺が沈んでいる時に気づかってくれるその目も。じゃれて遊ぼうとしてくれるところも。純は優しいからって、いっつも言ってくれるのも。全部……好きだ。

　好きだから乗り越えようって、思った。

　だってそうだ。すれ違っている奴なら関わらなきゃいい。そうするのがお互いのため。俺だって、普段ならそうしていたはずなんだ。

　なのに橘相手なら、それが我慢ならないのだった。すれ違ってるって事実、認められなかった。絶対に言葉にしたくなかった。

　きっと。単純に。

　好き、だからだ。

　その事実だけが、たとえどこかですれ違っているにしても、俺たち二人を強固に結びつけていた。手を繫ぐだけでそのことが思い出され、少しずつではあっても、頭の中で絡まっていた糸が解けていく。

　そしてそれは、素直に言葉になった。

「二人っきりなら……どこまでも大丈夫だと思うんだ」

「うん……」

「俺たち二人だけならきっと、何でも受け入れられる。その……一日だけ、彼氏になった時みたいに。何されても、多分、へっちゃらなんだ……っ」

　橘だけを見ていたい。

　クラスの中で埋もれていた俺なんかを見み出いだしてくれて、たくさん気にかけてくれて……でも、それだけでよかった。その子によって集団で認められるより、その子にずっと認められていたい。

「橘はさ……特別だから」

「うん……」

「自分と違っていても、そのくらい乗り越えようって思える」

「うん……」

「お前じゃなきゃ、努力しようとすら思わなかった」

「純……」

「何だ……？」

「ほんと、ごめん……」

　橘は切なげに目を細めた。

　そうなると、後はどちらからというわけでもない。距離が詰まり、俺が腕を少し開けば少女は胸に収まってきた。

　穏やかに撫なでるほど密着感が高まる。

　空気はこんなに夏っぽく蒸し暑いのに、胸の中はすっかり優しさで温まっているのに、まだ人の温ぬくもりが愛いとしく感じる。

　静かな砂浜で、波音と心音だけが響いた。

「うう……っ。あたしさ……決めつけてたのっ。ぼっちじゃなくなった方が、純が幸せになれんのかなーってさっ。友達もたくさんいて、いっぱい遊んで、みんなに仲良すぎラブラブかよってイジられて……っ」

　彼女が涙交じりに話すので、長い金髪に手ぐしをしてやる。

　夕日が顔にあたり、自慢の髪をさっと撫でて……愛しさが零こぼれそうだ。

「それがさ、当たり前に幸せじゃんって、勝手に思ってたのっ。あたし、何か押し付けてたよね。純は優しいから、ずっと言えなかったんだよね…………ごめん」

「橘……。もう、いいんだ……。そこまで俺の側にいて、俺のために考えてくれてた。そういうことだろ？」

「許してくれる……？」

「言ったろ？　二人っきりならもう何でもいいんだって。それに俺だってこの先、同じような間違いを犯すかも知れないんだ。そうならないように、お互いを知れれば……いいだろ」

「うん……」

　二人の間の静けさが深まってくる。

　心と心が触れてしまいそうな距離感で。でもまだ触れそうで触れないままを楽しんでもいたくて。

　ゴクリ……とつばを飲み込んだ。

　自分でも信じられない。

　至近距離で橘と見つめ合っているのに、今はこんなに落ち着いている。

　思えば橘が俺と思い出を作りたいって言ってくれた時、本当にその思いに応こたえてあげたいってだけだったか？

　橘と思い出を作る。そう考えて、少しでも浮ついた気分にはならなかったか？

　その機会はと言うと……小さな雨粒と共にやって来た。

「あ……」

　と、少女が小さく声をこぼす。

　雨が降ってきた。髪や素肌に小さな雫しずくが舞い落ちてきて、それまでベタベタひっついていた俺たちは我に返ったように離れる。

　ぽつり、ぽつりと。

　むわっとした湿気が、熱に浮かされていた俺の自意識を現実に引き戻す。

「その、ごめん……。ずっと撫でちまって……」

「や、あたしがそんなの気にするわけないじゃん……」

　優しさと気まずさが混じり合い、交互に入れ替わる。

　ちらちらと揺れ動く視線を二人で静かに交差させていた。だが数日前と違うのは、もう気まずいってだけじゃない。

　俺は……いや、俺たちは。きっとこの気まずさすら、どこか楽しんでいる。

「雨、振ってきたね……？」

「そ、そだな……」

　思うんだが、俺ら、ナチュラルに身体をくっつけ過ぎだっての。

　いつからそうだった？　何がそうさせる？

　数時間前から、俺は胸にデカい穴を抱え込んでいた。

　今仲直りできて一体どれほど嬉うれしいことか。この穴の埋まる感覚。単に二人で居て満たされていた時よりも、ずっと強い充実感だ。

　それで、でも、今は？

　くっついていた身体が少し離れただけで、胸がしょんぼりとしてしまう。

　バカだろ。重病だ。離れる度にこんなぽっかりと穴があいた気分にならなきゃいかんのか？

　ふん、いっそ雨が降ってきてよかったよ。いい薬だ……。

「ちょっと待って、やばい。雨、強くなってきちゃった……」

「ん、ほんとだ。ずぶ濡ぬれになる前に……」

　さっさとずらかろう。

　そう思って手を繫いだが……ピチャリと。

　大粒の雫が腕に当たった。

　数秒かかって、雨音が空気をザーザー鳴らし始める。

　これはまずい。突っ立っているだけでずぶ濡れになる。

「戻ってられんかもな。まずは雨宿りだ、いかにも通り雨っぽいし」

「う、うん……。えへへ……純、やっぱ頼りになるし！」

「言ってる場合かっ、行くぞ」

　その場で辺りを見回し、どちらからともなく手を取り合った。

　分厚い雲が真上を覆ってはいるが、それでも空は青いままだ。大きな切れ間から、まだ強い日差しが差し込んでいる。

　幸いなことに、良さそうな場所はすぐ近くにあった。

　駆け寄って行った先は海辺の小屋。

　砂浜にぽつりと立っている、戸の開いた古い木の小屋だ。外にドラム缶が置いてある。昔は漁の道具でも置いてあったのだろうか？　使われなくなって随分と経っていそうだ。

　雨避けができて、ほっと一息ついた。

「しゃーない。とりあえずは、ここを使わせてもらおう……」

　天気予報では快晴だったはずだ。

「サイアク～。めっちゃ濡れちゃったし……」

「同じく。向こうはどうしてるだろうな……」

「音、すごくなってきたね……？」

「どうすっか、真面目な話……」

　窓を見ているほど、外は暗くなり、ただ雨音だけが強まっていく。

　おいおい、これ、通り雨……だよな？　本当にどうしたものか。このままでは、みんなのもとに戻れない。

　最悪、濡れながらでも帰るか？

　でも俺一人じゃなくて、橘もいるわけだし。風邪を引いてしまったら大変だ。こうなれば最低連絡だけでも……。

「なあ橘、俺スマホ持って来てないから連絡を……っ」

　振り返ると、橘は先程まで羽織っていたパーカーを脱いで完全に水着姿だ。そりゃそうだろう。あんだけ濡れたんだから、いつまでも着ていたらまずい。

　分かっている。分かってるんだ。

　暗くて狭い小屋で、やはり二人っきりなわけで……。

　──『えへへ、これで二人っきり……。誰も見てないね……』

　試着室の、あの日と重なる。

　たった一週間前の話だ。

　それでもあの時はまだ、今よりは抵抗があった。今は違う。自分でも認めがたいほどベッタリな距離感が普通になってしまっている。そして自分でも恥ずかしくなってしまうくらい、そのことを受け入れてしまっている。

　そのことが、別種の緊張感を胸の中に搔かき立ててきた。

　これは……まずい。

　俺も俺で、歯止めが利かないぞ……。

　抱きしめてあげたい。そんな風に一ミリでも思えたのは、すれ違いから立ち直った解放感がそうさせるのだろうか。

　そんな誘惑から目を逸そらすように、わざとらしく言うのだ。

「その、連絡……頼んでいいか？　俺、持ってきてなくてさ……」

　俺たちの間を、静けさが通り抜けた。

　その中で橘の携帯がメッセの通知を鳴らす。彼女はそれを手にとった後に、何かに気づいてしまったのだろう。

　俺を見据えたその目が悪戯いたずらっぽく微笑んでいた。

「…………やーだ」

「な、なにいってんだよ。あいつらを心配させたらどーすんだ。俺らがここにいるってだけでも伝えないと、変に大事になっちまう……」

　橘は……立ち直ったようだ。

　次第にニンマリとして、からかうように歯を見せた。

　またこの顔を見られた……って雨降ってんだぞ。それどころじゃねーっての。

「二人っきりなら、いいって……」

「まあ、そう言ったかなあ……？」

「言ったっしょ？　思い出、ほしい……。純は……？」

「欲しいは、欲しいが……」

「もうちょっとこのままがいーの。純も実はそう思ってるっしょ？　二人で、水着で、こんな場所で、ガチで二人っきりで……。はぁ……夢みたい」

　髪も肌も濡れた金髪女。

　こいつはスマホをそのまま小汚い机に置いてしまった。

　一歩一歩と窓辺に近づいてくると。

　彼女は目の前に立つ。

「純も上、脱ぐの……。着たままじゃ、よくないから……」

「せ、せやろか……」

「いいから……」

「あ、ああ……」

　俺がゆっくりジャージを脱いで、濡れていた下着のＴシャツも脱げば、赤らんだ橘の顔がどんどん愉快そうになっていく。胸はもうびしょびしょだ。既にかなりの体温が奪われており、むわっとした空気が肌に当たる。

　そして橘は……丸めたパーカーを絞ると、濡れた俺の肌を軽く拭ぬぐってきた。

　丁寧な手付きだ。やめろよ、と目で言うのだが聞いてはくれない。

「ふふっ……。ねえ、こうしないと寒くなってきちゃうから……。二人で、ずぶ濡れになっちゃったもんね？」

「そ、そだな……」

「純、すごく緊張してる……。初めて会った時みたい…………童貞♪」

　こ、こいつ……。

　真面目にどうにかしなきゃならんこの状況を、ここぞとばかりに楽しんでやがる。ここにいつものからかいモードが発動した。

　こうなると、もうこいつを止められるものは何もない。

　止めなきゃならんのに、止めたくないと俺の鼓動が言っている。

「う、うっさい……。処女のくせに……」

　言葉だけでどうにか抵抗するが、効果は今ひとつのようだ。

　白く柔らかい手が俺の肩にかかり、体重がかかってくる。

　唇が俺の横顔に近づいてくると、声で頰の表面を撫なでてくるのだ。

「温めあわないと、風邪ひいちゃうし……」

「う……。ここまでせんでも……」

「純、さっきまで緊張してなかったのに。えへへ、これはまだダメなの？」

「ギ、ギブ。俺の負けでいいから……」

「やーだ。すでにちょっと寒いもん？」

　濡れた身体がべったり重なり合い、素肌と素肌で体温を伝えあう。

　んふふ……と、吐息が耳元に当たってくる。橘が細い腕を脇の下から背中まで回してきて、こすこすと優しく擦こすってきた。すっかり濡れてしまった肌と肌が、心地よく触れ合う。

「はぁ…………。ラブラブハグ、いい…………」

　おのれ孔こう明めい、もとい雨め……！

　東南の風を吹かせてきおってからに……！

　感覚器官の処理能力を超える事態に、身体の芯しんから熱がこもってきた。

　心中穏やかでないどころかもう完全に収拾がつかず炎上してしまっているのだが、橘の追撃は止まらない。

「ねえ、純はどう……？」

「や、やばい……っ。そろそろ離れろ……」

「キミの一日彼女やった時さ……ガチで楽しかったの」

　唇が……柔らかく。

　頰に当たって、そのまま押し付けられ、ちゅっ……と。

　離れてくれるまでに二秒もの時間を要した。

　もうね、ハゲそう。当たってから離れるまでの二秒だけで歳をとってしまいそうだ。

「えへへ……。ごめん、うっかり当たっちゃった……」

「ば、ばかぁ……。お前なあ……」

「ねえ、だから……さあ。小屋を出るまで……ね？　また、彼氏でいて……？」

　甘さ、すっぱさ、ドキドキ、バクバク。

　何と何の感情の混ぜ合わせなのか分からなくなるほどに、胸の中が混こん沌とんとして……止まらない。

　しかしこの混沌は心地よくもある。

　まるで身体の中を駆け巡る嵐のように、血の流れを騒がせてくれる。

　俺は橘の肩に手を置いた。

　彼女の耳がすぐそこにある。言葉を紡げば、すぐに届いてしまう距離にある。

「いいぞ……。この小屋を出るまで……な」

　この小屋は当分出られない。

　きっと俺たちは、その点では同じ気持ちだっただろう。

　昔々、俺は数時間だけ橘かれんの彼氏だった。

　その時は顔を真っ赤にして色々考えたものだ。

　……信じられるか？

　……俺に務まるだろうか？
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　……あるいはそんなこと、シケたガリ勉のぼっち野郎に許されることだろうか？

　まあ色々考えた割には、その時はどうでもよかったのではあるが。

　どうせ冗談だろって、たかをくくっていたからだ。

　で、今は……？

　事情はちょっとだけ違う。俺は自分の気持ちを自覚しているし、こいつの思いも伝わってくる。冗談半分なことに変わりはないが、これは遊びであって遊びではない。

　お互いの気持ちを探り合う、危険なゲームだ。

　自分の本当の気持ちすら見失いながらだというのに。

「純……。ねえ、純……？」

「な、何だ……？」

「何でもいいから、彼氏っぽいこと……言って？」

　橘は早速仕掛けてきた。

　彼女は俺の背中に巻きつけた腕を解くと、首筋に指をかけてくる。

「ね、噓でもいいから。何か、彼氏っぽいこと。んふふ……」

　彼氏っぽいこと。

　俺は緊張の淵ふちに落っこちないように、理性の崖がけにしがみつく。そうして何とか言葉を紡ぐのだ。だがこれはあくまで探り。こいつの出方を窺うかがって、どうなるか見てやろう。

「…………そろそろ親に紹介しろよ」

「ふふっ、ばか……。そーゆーことじゃなくてさ……」

　聞き慣れた小さな笑い声が耳元を撫でてきた。

　ちょっと冗談っぽ過ぎただろうか。だが、誘われて乗ってこない橘ではない。

「付き合って何ヶ月くらいの設定よー？」

「半年くらい……？」

「へえ？　そんな早く決めてくれるの……？」

「……っ。それは、その、冗談っつーか。何だよ、急に真面目な顔すんなよ…………」

　あっちを向こうとするが、許されない。

　身体をべったり密着させたまま手で顎あごが押さえられた。外からは雨音がザーザーと聞こえ始め、もう何十分もこのままな気がする。

　俺がうろたえて機嫌を良くしたのか、橘はいつもの自信満々な顔に口を緩ませた。

　探りを入れるどころか乗せてしまったらしい。

　……ふん、好きなだけ乗ればいいだろ。その方が楽しくなる。

　心の片隅でそんな声がするのは、まだ内緒だ。

「パパとママに気に入られた後は、どうなんの？」

「気に入られること前提かよ……」

「そうなったらパパにも何にも言われないで、いっつもあたしの部屋に入り浸んの。放課後は二人で毎日毎日、幸せに……。あとは彼氏に、きっちり決めてもらうだけ……」

　橘の唇が弓なりに曲がると、隙間から白い歯がちらりと見える。

　本当の本当に、勝ち誇ったようなドヤ顔が似合う女だ。分かってきたことがある。俺はイジられていると知りながら、こういう顔がいつでも恋しいんだ。

「き、決めるって。何を……」

　もし、こいつにイジられるのが嫌なら？

　優位に立ちたいなら？

　簡単だ。

　そっぽを向いて、俺には興味が無いんだぞって態度で示してやればいい。もう行くからなって、今からでも小屋の外に飛び出せばいい。

　そうしないのは、別に優位になんて立ちたくないからだろう。

「えー。何をって、決まってんじゃん……」

　その先を言わせたい。

　言わせて、もっと調子に乗せてみたい。

　……と。

　言いかけたところで、机に置かれた橘のスマホが振動した。クラスの誰かから連絡が来たのだろう。

　俺たちは突然の音にハッとして、ベッタリしていた身体を離した。

「で、出ろよ。そろそろ、あいつらに心配されてるだろうし……」

　橘はむき出しになった肌を何となく手で隠しながら、不満そうに表情を陰らせる。

「邪魔、されたくない……。まだ彼女でいたい……」

　結論を出せずにいると、振動が鳴り止んで雨音が戻ってくる。

「あたしも彼女っぽく、しなきゃいけないっしょ？　純も思い出欲しいって言ってくれたもんね？　嬉うれしすぎ……」

「む、無理せんでも……」

　俺は下がジャージのまま古びた木の椅子に座ったが、水着の橘を汚れた椅子に座らせる訳にはいかない。

　示し合わせるまでもなく……金髪女は俺の膝ひざの上に収まってきた。

　そうして彼女らしいことを耳に直撃させてくるのだ。

　……どうやら、俺と違って直球で来るらしいよ。

「これから純のどこが好きか、教えてあげる……」

　あまりのド直球な奇襲に俺は身体をビクつかせたが、あいにく橘の体重が乗り切った体勢のためここからは動けない。逃げられもしない。

　色々とむき出しのまま、この集中砲火を受けるしかないのだ。

「えへへ、全部なの。全部好き……♪」

「た、橘……！　やめろ、そんなの……」

「だってこの方が彼女っぽいっしょ？　はぁ…………全部好き」

　細い腕が首筋に絡まってくる。

　彼女彼氏関係なく、俺たちはラブハグ友だ。首筋に腕が絡められると、俺もぼうっとしている訳にはいかない。それは失礼に値する。

「でも半分ホンキでさ、全部なの……」

「ふん、趣味が悪い女だ……っ」

　そうやって悪態をつきつつも、こいつの湿った背中を撫なでるのだ。

　こんな時間がずっと続けばいいのに。きっとお互いにそう思っていた。ベタベタし過ぎで感覚が麻ま痺ひってきたか？　緊張が雰囲気の中に溶けていきそうだった。

　時間に身を任せる。

　眼の前の女の子の声しか、聞こえなくなって……。

「冷たそうにむっとした顔も、みんなに同じくらい優しいところも、何か色々できちゃうところも……」

「俺のために怒ってくれた。俺と一緒にいて、いっつも楽しそうにしてくれた」

「え……？」

「その……っ。俺も橘の……。そういうとこ好きっつーか。ああダメだ、もう二度と言わねー……」

「だめ……。言って……。ねえ、純っ。純……！」

　とろんとした目が俺を捉とらえて放さなかった。

　俺も今だけは視線を逸そらさずしっかり合わせる。

　そうしたままで永遠にいられる気さえする。

　……『何で緊張するか、知ってる？』

　……『好きになるのをさ、ガマンしてるからだよ？　もうさ、あたしにメロメロになっちゃえばいーじゃん♪　彼氏と彼女だもん、今日は二人でバカになっちゃおーよ？』

　前に彼氏だった時、こいつはそう言った。

　お互いがお互いに身を任せる、二人だけの世界。

　このままでは、俺の方はすっかり引きずり込まれてしまうだろう。

　でも今ならどっぷりと浸かってもいい。きっと二人で幸せになって、抜け出せなくなって、時間の感覚も抜け落ちて……。

「かれん……」

　あの柔らかい唇とも、もう迷いなく近づいた。

　橘との海での、最初の思い出。

　それは海辺の小屋での……初めてのキスだった。

　柔らかい唇と俺の唇が触れて、撫で合い、後は雨音だけをそのまま聞いていた。







　第五章




　やっとのことで雨が上がったって時には、すっかり暗くなっていた。

　頑張って立てたＢＢＱのテントやチェアや七輪も綺き麗れいサッパリ撤収されていた。

　それでホテルに戻ると、どうも一室を借りてクラスが集まっているらしいので、とりあえず合流しようということで小こ綺ぎ麗れいな建物を歩いていく。

　まだ唇に、その感触は残っていた。

　どちらからってわけでもなく、お互い雰囲気に流されての、その……ファーストキスだった。俺も橘たちばなも何と言ったらよいものか分からないので、甘く酸っぱい気分が、お互いの間の空気をくすぐったくしている。

　本当にあったのか、あれは？

　白昼夢でも見たのだろうと言い聞かせるが、橘がそうじゃないと教えてくれる。

「ねえ……？　嫌……だった？」

「別に……。そうでも、ないけど……」

　お互い部屋に戻ってさっとシャワーを浴びたからか、熱気が伝わってきた。今はもう触れずとも、橘の感触を身体が覚えてしまっていて……。

「よかったし……」

「つーか。そりゃあ、普通にさ」

　良かったよ。

　その言葉を飲み込んで、ついつい速くなりそうな歩調を抑える。

「あたし、初めてだったってゆーかさ……。ファーストキス……♪」

　手を繫つないだり、離したり。

「そうか。言うまでもないだろーが、俺もだ……っ」

　ちらちら視線が交差したり、逸らしたり。

「えへへ、良かった……。良かったの……」

「ふん、趣味の悪い女だなっ」

「思い出、できちゃったね……」

　橘は控えめに笑う。金髪女のこういう顔はそうそう見られない。

　ケラケラと笑うのでもなく、からかってくるのでもない。唇が触れた瞬間以上に胸がくすぐられる気がして、顔が熱くなった。

「ま、まあ思い出かもな……。でも、ちょっとやりすぎだったっ」

「でもさ、でもさ……。あたしは純じゆんとならさ…………」

　嫌なわけ、ないんだよ？

　結局みんなにそろそろ会おうってなった時には、微妙に付かず離れずの距離を空けて歩くこととなった。

　そして、それは幸いした。

　入ろうとした時にすれ違ったのが、丁度部屋から外に出ようとしていた白しら石いし先生だったからだ。

「夏休みの集まりに私は口を出さん、お前らで勝手にやれ。ただし、面倒事だけは起こしてくれるなよ…………む」

　先生は俺たちを見てキッと目を細めた。

「ずいぶんと遅いお帰りだな。みんなで心配していたんだぞ」

　だが今度は別の理由で微妙に気まずくなってベタベタしていなかったからだろうか、特に咎とがめられることもなかった。

　その代わりに……隣にいた橘に聞こえないような声量で、俺の耳に声が届く。

「……一いち条じようもよく見ておくことだ」

「は、はぁ……」

「今のクラスの様子を、だよ」

　はあ、俺らが雨のせいで無茶やっている間に何がどうしたっていうんだ。

「お前がいないだけで事情が変わった」

　だが確かに、そこに入ったことで俺はふわふわした非現実感から引き戻される事態にはなったのだが。

　ともかく連中は会議室のような場所で集まっており、長テーブルが二列になって並んでいた。何やらだらだらと、みんなで話し合っているらしい。前の方では委員長がホワイトボードを前に司会らしく振る舞っていた。

　そして、まあ、これだけは文句は言えないだろうが、俺ら二人が入ってきたことで部屋の注目は集まった。

　好奇の眼まな差ざしと、沈黙。

「なあなあ、一条！　とうとう告ったの？　告ったんだろ、ガリ勉？」

　という小さな囁ささやき声に反応していては時間がいくらあっても足りない。

「もしかして…………ヤッてきた？」

「ね、ねーよ……。ばーか、ばーか！」

「顔めっちゃ赤いし……」

　ただでさえ何度否定しても橘の彼氏扱いだった俺が……証拠を与えてしまった。

　話し合いの途中らしく、すぐに騒がれることはなかったが、それまで続いていたであろう議論が止まったことは確かだ。

「かれんに一条君。はぁ……おかえり」

「えへへ……。雨に降られちゃってさ、ゴメンね桃もも子こ。なんか電話に出られなくて」

「ほんとにっ。みんなで探しに行こうとしてたんだからねっ」

　俺と橘は顔を見合わせた。

　しょうがないから二人で一番後ろの空いていた席に座ると、それまで止まっていたであろう話し合いが動き出す。

「えーっと。ペアないしは三人グループってことだけど……」

　どうやらこの夏休みの一大イベントは肝試しで締めるってことのようだ。

　そもそもこのホテルを選んだのも、誰かが事前にあたりをつけていたそうで、近くに心霊スポットの森があるのだとか。少し離れた場所にある共有地だけど、やりすぎない程度に騒いでも問題になったことはないらしい。

　コース上の所定の場所にある木の御札を取って、出口に向かうだけのゲーム。

　そのグループ分けをやっていたようである、が。

　なるほど、先生の言う通りだった。

　俺が最初からこの部屋にいればこうはならなかったに違いない。俺たちが入ってくるまでは……多分。決めるべきことがいつまで経っても決まりませんって具合の、だらけた空気だったんだろう。

　橘と並んで座った後、少しの沈黙が続く。平行線の匂いがした。

「頼むからどこか……ね？」

　その声に応こたえたのは、最前列の席に座っている小こ松まつ君だ。彼以外、その長テーブルの席に座っている者はいなかった。

「いいんだ、ありがとう天てん樹じゆ院いんさん……。ぼくは、その辺で暇つぶししてるから、さ。あはは……」

「そういうわけにはいかないわっ、せっかくみんなで来てるんだもの。ねえっ頼むからどこか、小松君を入れてくれるグループっ」

　ああ……これだ。俺にも覚えがある。

　みんな下を向いたり、目を逸らしたり。

　小松君は俺とは違う、空気を読まずに勉強ばかりしていたわけじゃない。敵意を向けられる理由はないはずだ。だからおそらく、嫌われて除のけ者になっているのとは違う。

　それよりは、文化委員だったり図書委員だったり。

　そういうかったるいクラスのポストのようなものだ。

〝面倒なことになったよな〟とか、〝誰かが代わりに引き受けてくれるだろう〟とか。　誰もそうは言わない。けど黙っているだけではそう言っているのと同じだ。俺だって、そんな経験がないってわけじゃない。むしろいつもそうだ。

　だが今は……小松君は友達なわけで。

　それだけで、こんなにムカムカしたものが胸からこみ上げてくるとは思わなかった。そしてそんな感情に浸っている暇があるなら、俺は、手を挙げるべきと判断した。

「俺なら空いてるぞ。一緒に回ればいい」

　こちらに視線が集まる。〝は？〟って感じの、どこか懐疑的な目だ。多分、荻おぎ野のの言葉がみんなの疑問を代表していた。

「えー、じゃあかれんはどーすんの？　一条君はかれんと回るだろ……？　彼氏彼女でさ。その方がクラス的にも盛り上がんじゃん」

　また注目がこちらに集まる。

　大方は今の言い分に賛成したようで、中には頷うなずいている者もいた。どうやら誰も、俺と小松君って組み合わせにしっくり来ていないらしい。〝カップルだから一緒に回るってなら分かるけどさ。何で橘さしおいて小松と？〟おおむねそんなところだろう。

「でも、じゃあ、どーすんだ？」

「くじ引き……とか？」

「はあ？　それ、やられる方はどんな気持ちになるか知ってんのか？」

　声に熱がこもりそうになったところで、横にいた橘が軽く袖そでを引っ張ってきた。

　しゅんとした目で、消え入りそうに抑えた声で、言うのだ。

「純……。あたしは、大丈夫だよ……？」

　ふん……どんだけいい子なんだよ、お前。

　そりゃまあ色々あったけどさ……やっぱこいつ、優しいんだよな。

「ありがとな……。必ず礼はする……」

　俺は小さくそう返す。

　好きだ。そうやって素直に自覚できたのは、そんな安心感を与えてくれるからかも知れない。

　橘の優しさが、俺の声に決意を与えてくれた。

「なら俺と、橘と、小松で回る。これで三人グループだし、決まりだろ」

　部屋は沈黙で答える。

「それとも、まだ文句があるのか……？」

　これ以上、誰も何も言わなかった。

　そりゃあそうだ、面倒を引き受けてもらえるんだから反対する理由もない。

　だがそれは、言わば橘かれんの彼氏に求められることではないってことなのだろう。会議は解散し、各々が部屋から出ていくが、誰も彼も〝何でわざわざ邪魔者を入れるんだか〟って目で見てくる。

　そんなの俺たちの勝手だろ。

　そうやって表情で返してやるが、だからといって分かってもらえるわけでもないのだった。




「ごめん、一条君……！」

　天樹院は今日という今日は疲れたらしく、肩を落としていた。

「私が何とかできればよかったんだけど、現場の監督役でね……」

「ったく、自分のクラスながら先が思いやられるな……」

　先程の白石先生はどうやら出ていったふりをしていたらしく、実際は全部聞いていたようだ。

「私が説教をしてもよかったが……何分、今回の目的は偵察でな。今回は遊びだから良いが、学園祭がこれからだと考えると頭痛が止まらんよ」

　はて、その学園祭とやらも究極的にはただの遊びであり故に全面自由参加にすべきじゃないかという俺の見解を、今ここで披露してもよいだろうか。いいっすか。やめときますか、はい。

　さて、肝試しまでの自由時間。

　話し合いが終わった後も、一部が会議室の前に集まっていた。そこにいたみんながみんな、それはもうどうしたものかって感じで。

「現役ぼっちから言わせてもらいますと、自分のためにクラスが説教されるってのは気分のいいもんじゃないですよ」

「そうではない、孤立する者はどうやっても出るものだ」

「……そうだよ」

　そろりと歩み寄ってきたのは小松君だ。

「友達できないのってさ、結構ぼくのせいだったりするもん……。ぼくの方から話しかけられない、とか。暗くて話しかけづらい、とか」

「だがそんな者でも、上手うまく巻き込めるクラスであって欲しいと思うのだがな……」

　夏休みだってのに憂いばかりが募る。

　いや、クラスメートのために憂えている自分ってのは新鮮ではあるが、だからといってどうなるものでもない。

　先生の計らいで俺たちぼっちコンビはクラスのために頑張ったが、目についたのは既に別件で目立っていた俺だった。その時点で違和感を覚えてはいたのだ。

　それどころか、こんな形で面目が……こういうこと、たまにある。よく理解しているからこそ、考えるより先に手が挙がってしまった。

　もちろん、肝心の小松君がそれを望んでいるかは分からなかったが。

　一条君、ありがとね。そうは言ってくれたけれども。

　ぼっちたるもの、そうあからさまに気を遣われるのは好まないものだ。気を遣われるっていう瞬間もまた、周囲に見られているわけで。結局は自分が孤独であることを再認識してしまうから。

　さっと消えてしまいたい。

　ひょっとすると、それが小松君の願いだったのかも知れない。

　実際のところ、彼は彼で複雑なようだった。

「悪いね。なんか、二人を邪魔する感じになっちゃってさ」

「まあ、手を挙げたのは俺のエゴだ。ついカッとなって、我慢できなくってさ……」

「えへへ、気にすることないし！」

　橘はこいつらしい満点の笑顔で場を明るくしようとしてくれる。

　ついさっき俺が小松君と正式に友達になったと言った時も……すごく嬉うれしそうにしてくれた。

「純の友達ってことは、あたしの友達ってことだもん。もうぼっちってわけじゃ、ないっしょ？　ちょっとでいいからさ……三人で楽しも？」

「ふふっ、ありがとね……。二人を邪魔しないように頑張るよ……」

「ほう？　一条と橘の邪魔、とは一体どういうことだ……？」

　白石先生は冗談めかしているのだろうか、片かた眉まゆを上げた。

「まあいい、お前らのような優しい生徒がいてくれたってだけでも収穫だな。小松！　この際、一条と橘がやんちゃしないように見張っておくんだぞ。私はこれから仕事だ、監視は天樹院に任せてな。せいぜい楽しめばいいさ……」

　はぁ……。反省文時代から考えると、ずいぶんと株が上がったものだ。

　もう少しで帰れる。

　橘とだって、まあ……仲良くは、やれたろ。

　状況だけを見れば喜ぶべきなのだろうが、何も思うところが無いわけでもなかった。

『だから今日、無理してここに来たんだ』

『その、友達くらいはできるのかな……って』

　今現在、彼の望んだ結末だろうか？

　そりゃあ俺とは友達だって確認できただろうが。今までだって、ほとんど友達みたいなもんだったろ。

　橘は友達だと胸を張って言ってくれたが。小松君からすれば、正直気が引けてしまうだろう。じゃあ普段から話せるか？　遊べるのか？　そんな単純な話でもない。

　おそらく彼が望んだのは、きっかけではなかろうか……？

　俺が遠足のグループ分けで今にも孤立しようってときに、自分から話しかけてきたのが小松怜れいって少年だ。俺なんかよりもずっと勇気のある、男らしい奴じゃないか。彼は俺みたいになりたいと言っていたが、それは違う。

　俺には運良く橘というきっかけがあった。

　小松君にはなかった。

　たったそれだけの違いだ。

　…………いや。

　ひょっとすると、ではあるが。この状況は。

　この俺自身が腹をくくれば、小松君にとってはまたとないチャンスになるかも知れない。

　よくよく考えてみよう。

　まず、小松君は俺の友人である。唯一かも知れない。

　また俺はたった今、クラスのギャル女王・橘かれんとの関係をかなーり強く疑われている。もっと言うとついさっき、公然と二人っきりになったばかりだ。肝試しが終わってホテルに戻った時などは、おそらくそのことについて質問攻めに遭うだろう。雨が降っている間に何があったのか、と。

　そしてたった今現在……俺たち三人は、心霊スポットの森のなかにいた。

「えへへ……。純の友達第一号なの……？　純のどんなとこが好き？」

「頼れるとこ……っていうか、最初の質問がそれなんだ。ラブラブ、だね」

　暗い森の中、俺たちは歩いていた。

　確かに不気味だ。墓が立ち並んでいる。

　しかし難なく折り返し地点まで来て、もうそこに御札の入った箱が見える。定番だが、こういうのを怖がる奴がいなければ大して面白みのないイベントだ。

　条件は揃そろっていないでもない。だがそれは……あれだ。考えれば考えるほど、俺の胃が痛くなるような条件ではあった。

　これ、学校始まれば相当恥ずかしいことになるぞ……。

　いいのか、俺……？

　はぁ……。

　しゃーない、のか？

　俺が立ち止まると、二人がこちらに注目した。

「小松君……。今日は友達を作りに来たって、さっき言ってたの……今も変わらないか？」

　彼は少しだけ肩をすくめる。

　肯定とも否定ともつかないが、俺は続けた。

「もしみんなが小松君に話しかけてくるようなチャンスがあったとして、もし頑張りたいってなら……ここからコースの出口までは、一人で行くんだ」

「……ぼく、やっぱ二人の邪魔だった？」

「そうじゃねーよ、変な邪推すんな。あのな、多分、おそらくなんだが……」




　ぼくが出口まで御札を持っていった時、最初にされた質問は一条君が予想した通りのものだった。

　でも、当たり前だった。

　だって、ここには一条君も橘さんも、来ていないんだもん。出口にやってきたのは、ぼく一人だった。

「小松君っ……二人は、どうしたの？」

　天樹院さんは、心配してるみたいだ。

　ぼくたちは最後のグループだったから、肝試しを終えたみんなが集まっていた。一気に注目が集まる。足がすくむ。

「えっと……。えっと……」

「はぐれちゃった……？」

「橘さんと二人に、して欲しいって」

　みんなざわざわし始めて、大変だったから……ぼくは慌てて続ける。

「あのっ、そのっ。みんなに頼みがあるって！　白石先生にバレたら色々まずいから……みんなにどうにかやり過ごして欲しいって」

　その一瞬だけ、みんな静かになって。

「はあああああ!?」

「何だよそれ、イチャイチャしたいからって？」

「今から森に戻ってさ、証拠写真撮ってやろうぜ」

「や、落ち着いてよみんな……っ。そのっ、一条君がね……っ」

　必要なら出まかせ使ってもいいからって、ぼくの最初の友達は言っていたっけ。だから次に言うことは、完全に思いつきだ。

　はぁ……大丈夫かなぁ？

　一条君、後になって苦労しなきゃいいけど……。

「その、あれ……。こ、告白したいからって。とうとう決心したんだって」

「あ、あのねえ！　さっきみたいに連絡がつかなくなったら困るじゃないっ」

　天樹院さんが必死そうに前に出てくる。

　でも隣にいた氷ひよう堂どうさんが、委員長の肩に肘ひじをかけた。

「桃子姉さん。男が告りたいってんだから、野暮なことはやめよーよ？（笑）。ほらほら、この森、スマホの電波もしっかり立ってんだしさ」

「でもでもっ。何かあったら先生の責任になっちゃうのよ？」

「一条君、電話には出られるようにしとくって言ってた……」

　みんなのテンションが明るくなって、それだけ委員長さんの困り顔が広がってく。

　でも次に氷堂さんがぼくに言ってきたことで、この真面目な女の子も、一息をついて許してくれたみたいだった。

「んなことより……さ。小松は一条の友達？」

「うん、まあ……。色々、話してる」

「ならさ、ならさ！　ホテルに戻って、あいつのこと、ウチらにもっと教えてよ？　今はタイムリー過ぎて、みんな気になってるだろーから」

「うん、いいよ……」

　盛り上がる会話とか、みんなの目を見て話すとか、まだまだてんでダメダメだったんだけどさ。

　これがなきゃ、頑張んなきゃとも思えなかった。

　これがなきゃ、いつまで経ってもぼくから声をかけなきゃ……って、足がすくむだけだったと思う。

　すぐにぼっちでなくなったわけでも、明るくなれたわけでもない。でも、少しずつだけど……この日からみんなと知り合って、変われた気がするんだ。

　ホテルに戻って、たくさん話して、名前を覚えた。覚えてもらった。

　グループ分けの時に感じた恥ずかしさも気まずさも、もうすっかりなくなっていた。




「えへへ……。ほんとはさ、あたしと二人っきりになりたかったんでしょ？」

「……違う」

　本当に違うぞ。

　彼に出まかせを喋しやべらせて、何が起こるかは分かったものではない。

　というかそもそも、二人っきりにして欲しいだとか、みんなで先生をまいて欲しいだなんていう要望自体がもう決定的なのだ。もうね、どうせ陰で散々茶化すんだろうさ。俺はきっと二度と教室に戻れん。始業式前日には首吊つって死のう。真面目な話。

「小松君、友達できたかな……？」

「だったらいいな」

「純、みんなに優しいし……♪　すごく、嬉うれしかったの……」

「……橘。優しくなれたなら、きっとお前のおかげだ」

「え……？」

　ほんのりとした月明かりが、木々を照らしていた。

　一応俺の要望ということで二人になってしまった以上、そう早くに戻る訳にはいかない。

　どうせ時間はたっぷりある。俺たちは木々の合間にある開けた空間に出ると、真ん中にぽつりと鎮座していた切り株に腰を下ろす。

　見上げていると吸い込まれてしまいそうな遠い空に、右隣に座っている女の子が息を吞のんだ。

　彼女の鮮やかな金髪が月夜の中で銀色に輝く。

「綺き麗れい……」

「そう、だな……」

　橘はキラキラした目で空を見上げていた。

　だから俺は余計なことは言わなかった。

　雰囲気だけに身を任せ、手をゆっくりとつなぐ。

　沈黙を甘く味わったあとに、冗談めかして言ってやるのだ。

「あれか……。また彼氏ごっこ……か？　いい加減、飽きないのかよっ」

　んふふ、と吐息混じりの笑いが首元にかかった。

　少女の身体がぐっと寄ってきて、そのまま腕が俺の腰にべったりと絡まる。今の俺も橘も、学校の薄い白Ｔシャツを着ているだけ。ふと目が合う。口を小さく緩ませてくれたが、顔には切なさが染み込んでいる。きっと俺も。

　薄い布越しの接触で搔かき立てられるのは、今はもう緊張じゃない。俺は、好きになることを我慢なんてしていない。

　安心と、充足感。それと優しさ。

「純、マジ積極的……。さっきのキスの仕返し……？」

「ふーん。あれ、橘からだったのかよ？」

「えへへ、違うか。キミから、でしょ？　あたしにメロメロだもんね」

「ふん、言ってろ……って」

　ちゅ……と、挨あい拶さつ代がわりのキスを喰くらった右頰が熱くなる。

　こっちは復ふく讐しゆうのつもりで髪を撫なでてやるが、却かえって俺の胸も茹ゆで上がってしまうのだから諸もろ刃はの剣だ。

　静けさが、深まっていく。

　それに身を任せていく。

　虫や鳥の鳴き声が、ほのかに遠のいていく。木々を揺らす微風に、心配事とか、今日起こったこととか、細々としたことが少しずつ流されていく。

　一番近くにいるのは、好きな女の子だった。

　この子が喜んでくれると思って、俺はそれだけのためと思ってここに来たが、それは間違いだった。

　……今、だった。

　二人で笑い合える時が、今だった。

　きっとこういう瞬間を心のどこかで期待していて、ここに来たんだ。大好きな人と二人で過ごす時間を、俺はこんなにも素直に受け止められている。もう彼女のためと言って自分が犠牲になることはないだろう。俺は、俺と、彼女のために。

　この雰囲気に甘んじていれば、いずれはこのくすぐったい気持ちが言葉になって漏れ出してしまうかも知れない。この沈黙、すごく危うい。だがその落ち着いた不安定さにどこかゾッとさせられて、癖になりそうで、どういうわけか微笑んでしまった。

　そして、その二つの微笑みが同時に重なる。

　目で感情を交換し合う。

　もしや言葉を口の中に止めておいても、もう無駄なのかも知れない。きっと気取られている。俺の感じている少女の淡さも、多分、本物だと思う。

　だめだ、もうそろそろこの静けさに殺されそうだ。とはいっても、俺たちに真面目な話も似合わないだろう。

　だからあえて核心を衝つかずに……表面をくすぐるのだ。

「なあ。やることないし。ゲーム、しないか……？」

「したい……。なになに？　あたしら、どーなっちゃうの……？」

「今からお互いの良い所を言い合って、ちょっとでも今より好きになったら……罰ゲームだ」

「や……。それ、いい……。純とゲームとか、いい思い出しかないもん……」

「罰ゲームは、何か相手の喜ぶこと一つ……」

「やるやる……。超喜ばせるし……」

「何だよ。負けたら、だぞ」

　調子に乗りすぎだ、俺。

　そろそろ帰ればいいじゃないか。

　この先いくら時が進んでも今日これ限りであろう夜に、俺は酔っ払っていたのだろう。言葉が自制心から遠く離れ、それでもなお止められない。そうと知って、二人だけの世界に入り込んでいく。

　分かってる。

　実は好きなんだから。

　好きってことは……こうなりたかったんだ。

　俺が向ける恥じらいは、今は完全な恥じらいじゃない。これはちょっとした飾りだ。俺がこうしていた方が、橘が橘らしくいてくれるから。

「じゃ……俺から」

　……橘かれんの良い所。

　一つ選ぶなら、何を言えばいいだろう？　可愛すぎる整った相そう貌ぼうか？　いつだってみんなに振りまいている笑顔か？　どこに居たって目立つ、流れるような金髪か？　違う、そうじゃない。

　俺の心が彼女を受け入れてしまったのは、やっと本当のことを理解したからだ。

「橘は優しい、よな。いつだってイジってくるけど……優しい。優しすぎて、俺が嫌がると悲しそうにする」

　ずっと一緒にいて、分かったんだ。

　こいつとの違いに気づいて、打ちのめされて、それでもなお諦あきらめなかったからこそ、本当に好きなんだってことをちゃんと受け入れられた。

「今日はそういう顔を見たくなくて、無理して来たけどさ。今はもっと優しいんだって信じられる。だからもう、同じような無理はしないよ。きっと俺が俺のままでいても、受け入れてもらえるんだって思うから。分かってもらえるって、信じられるから」

　せがむように、俺の白Ｔシャツが引っ張られる。

　彼女の唇は言葉を惜しむようにぴくぴく震え、感情がその場に溢あふれそうなくらいに目は潤んでいる。

〝心配しなくていい〟……俺が頰をさっと指で撫でて伝える。

〝綺麗〟だ、とも。けれどただ綺麗なだけなら緊張するだけだ。正直、こいつの見た目が良すぎることで心労が絶えないってのも、あながち噓じゃない。もう少し普通の顔をしていれば良かったのにって、愚痴りたくなることもある。

　けど、それでも、だ。

「優しい人なら、きっと他にもいる。でも、本当に俺の胸の中までしっかり届かせてくれるのは、橘だけなんだと思う。相性っつーか、何って言えばいいんだろな……。お前のおかげで、少しだけ優しくなれた気がするんだ。いつも……温かくなる」

　こいつの隣が、俺にはいいんだろう。

　他の誰よりも……な。代わりなんて、居ないんだ。

　俺の気持ちは届いただろうか？

　少女の頰を一粒の涙が伝った。〝おい、そんな顔を見たかったんじゃないぞ〟……俺は笑ってそう伝えるが、無駄のようだ。

「か、かれん……。うっ、まだ下の名前はきつそうだな」

「はぁ……。もう、負け……。ラブラブハグしたげる……」

「ちょ……っ。うっ。分かったよ、はぁ……」

　密着感の奥にある温かさが、その奥にある嬉しさに変わった。

　馬鹿げてる、どうかしてる。この俺が、こんなことに慣れてしまっただなんて。抱き合いながら、微笑むことができてしまうなんて。

　ふと冷たい風が俺たちの汗をかすめ取ると、後に残ったのは、一箇所に固まった二人分の体温だけだった。

　身体を離すと、互いに名残惜しげな目で見つめ合う。

「純……。あたしのハグで、喜んだ？」

「喜ばない奴なんて、いないだろ……」

「やめて……。純以外にもしちゃうみたいな言い方……。他の人の話なんか、したくないもんっ」

「ふふっ、ごめんごめん。でも、これで罰ゲーム成立だな」

「だめ、もっかい……。純、まだそんなに喜んでないもんっ」

　ぎゅっ……とされる。

　熱のこもった吐息が、至近距離で俺の耳を麻ま痺ひさせた。

　ついこちらの息も彼女の耳元で漏れてしまう。それに呼応して、吐息だけで存在を確かめあった。

　離れた時、お互いに笑顔が溢れていた。彼女はそのことで満足したらしく解放してくれたが、あいにくゲームはまだ終わりじゃない。

「ん、あたしの番」

「あんま恥ずかしいこと、やめろよな……」

「やーだ。純が考えたゲームでしょ？」

　んふふ、と悪戯いたずらめいた笑みが戻ってきた。

　近い。とても近い。けど今は遠ざけまい。俺は直じかに向かい合いながら、しっかりとその目を捉とらえた。

「えへへ、純のいいトコ？　全部、じゃないの……？」

「それがアリなら、俺もそう言ってたっての……」

「ほら、それ……。気づいてないの？　どんどんデレデレになってる……。全然フキゲンになるポイント見えないってゆーかさ。会えば会うだけキュンキュンしてくる……」

「ぐっ……」

「こんな人、他にいない……」

　小馬鹿にした笑みが、儚はかなげに崩れていく。

「あたしと会って優しくなれたみたいに言ってたけどさ。きっと、純は元々いい人だったんだよ……？　どんどん仲良くなれそう。まだ、まだ、足んないの……。純……」

「橘……」

「こんなに優しくし合える人、生まれて初めて……。必ずね、今日は昨日より仲良しになってんの……。きっと明日も、そう……。今回はさ……ちょっと調子に乗っちゃったけど。無理させちゃったけど。まだあたしら……始まったばかりっしょ？　これから分かり合っていくもんね？」

「だな」

「どう……？　負けてくれた？」

「……ボロ負けだ」

　俺は決めた。

　俺がかれんを好きなんだと、俺自身が決めたのだ。

　もう決めた。

　やることは一つだった。

「これじゃあ痛み分けだな……」

　その唇を視界に捉え……。

「………………純なら、いいよ？」

　そして……奪う。

　少女の声が小さく漏れたが、すぐに力が緩んで身体ごと預けてくる。脳みそが痺しびれて溶けそうになるが、こらえる。

「ちゅ……。ん……」

　ルールはルールだ。負けたなら喜ばせなければならない。

　夜の中で唇が擦こすれた後、一度離し、彼女の顔がせがむように影を濃くした。

　もちろんこれで終わらない。彼女は足りないといった風に、お代わりのキスで、今度は身体を強く抱きしめてきた。熱く甘く切ない永遠が、二人を吞のみ込みにやって来た。ずっと閉じこもっていたい。

　ここに、二人だけ、世界が終わるまで二人だけで……。

　……。…………。

「ファーストキスはキミで、二回目もキミ。三回目から、最後まで、全部キミがいい……」

「俺もだ……。橘がいい……」

「純、今日もたくさん仲良しになれたね……？」

「だな……」

「またこのゲームやりたい……。罰ゲームでチューしたい……」

「二人っきりなら……な」

「うん、二人っきりなら……ね」

　後はただ、気が済むまで見つめ合って時間を味わった。

　その後は時間も気にせず、世界から切り離されたこの場所で、言うべきこともなく余韻に浸っていた。







　第六章




　長くて短い休みも終わりが迫っていた。

　それでも何日かは確かに残っているわけで、はてさてその空白をどう扱おうものかと思案する。

　橘たちばなとは合宿以来、会っていなかった。あいつもあいつで友人が多い奴だし、何より、ちょっとだけ俺が落ち着ける距離感のようなものを察している気がした。とはいえ毎晩の連絡は続いており、いくらなんでもそろそろ会おうって流れになってくる。

　ああ、望むところだとも。

　もう二度とあの大事な人を突き放したりはするまい。とはいえ財布の財政難は如何いかんともし難いので、苦し紛れに出した答えとその結果がこれだった。

　……それは、生涯でベストテンに余裕で入る愚かな選択ではあったのだが。

「あら～。あらあらあらあら～」

　玄関に迎えに来た我が叔母は、赤いほっぺたに手をやって上半身をぶるぶるさせている。

　なんと言っても、ふと夏休みに海へ旅立った甥おいっ子が派手な金髪の女の子を家に連れ込んだのだから声も上げたくなるというものだろう。

　こっちだって分かっているんだ。

　この反応、予想してなかったわけじゃないんだ。

　でも、他に選択肢がなくてだなあ……。

　俺の意識が羞しゆう恥ちで床の下まで沈みそうになっているのとは対照的に、橘かれんの笑顔は燦さん々さんと我が家の玄関に光を放つ。

　そして叔母は、その明るさに目を輝かせた。

　一目で察したらしい。

「純じゆん君!!　ねえ[image: !!!!]」

「は、はい……」

　スーパーハイテンションで紫色のオーラまで出しそうなアリカ叔母さんのデカい声を浴びて、俺は背筋をピンと立てた。

「この夏で、どこまでいったの！！！！！？」

「聞き方を間違えすぎですよ、叔母さん!?　てか、近所迷惑……」

「えへへ……。初めまして……」

　こういう時、橘かれんは誰の味方だろう？

　決まっている、俺を羞恥で殺すためなら悪魔にだって与くみするだろう。

　家族の真ん前だってのに、彼女はおもむろに手を握ってきた。叔母の血走った眼がその小さな座標一点に集中し、鼻息が荒くなる。

「橘かれん……です。純君の、えっと……元カノ？」

「お、俺に聞くなよ！」

「だってー。せーしきには二回くらい一日彼女やっただけじゃーん？　……ゲームでさっ」

「うっ……」

「あたし、未練たらたらなんですけどーっ」

　元カノって言い方はしっくりこない。

　彼女と言うには、俺は橘に言うべきことをまだ言っていない。

　友達と言えば当たり障りはなかろうが……そもそも事実とは言えない。

　ましてこいつを目の前にして普通の友達と言い切ってしまうには気が咎とがめたし、俺の意思がそれを許さなかった。ただの友達なんかじゃない。もっともっと、大事な人だ。しっかり本人の前で、それが分かるように言葉にしてあげなきゃ。

　スーパーローテンションのガリ勉は俯うつむいて、声を潜めて、それでも何とか言った。

「……………………ラブラブハグ友達、です…………」

　無論のこと、これは即家族会議な事案だった。

　当然だ。いくら仲良くなったからといって、この派手な金髪女を連れてきたのは間違いだった。はいそうですか、いらっしゃいで済むわけがない。それどころか、晩飯コースになって当たり前なのだ。

　つーか、ラブラブハグ友達って何だよ。アホか！

　いよいよ俺もヤキが回った。錯乱した精神状態が言わせた妄言だ。

「いや～、残念ね！　かれんちゃんが来るって知ってたら、もっと奮発してたのにね！」

　七面鳥と鯛たいとカキフライが同じテーブルに並んでるぞ。つーか、おい、まるでいっつもこんな感じですーみたいに言うんじゃない。

　まあ、今日ばかりはアリカ叔母さんも精が出たということなのだろう。

　もうね、どんだけタンパク質を推したいんだよって。ちなみに主食枠は赤飯と来た。一体全体、何を祝っているつもりなのか問いただしたいところだ。断じて言うが、お祝いごとなんて何もないのである。

　だが、こっちからすれば食欲など少しも湧いてこない。

　むしろセルフ断食が進みそうな勢いで恐ろしいくらいだ。

　うへぇ、つーかマジで連れてきちゃった……。

　俺、完全に正気じゃなかったろ……。

「なんか、すみません……♪」

「いいのよいいのよっ。はぁ……。にしても、可愛いのねぇ…………」

「や……。恥ずかしいです……」

　そこまで恥ずかしそうじゃない橘さん。

　一緒にいれば分かる。こいつは相当、自分の見た目だとかには自信を持っているフシがある。それで言葉の上だけでは恥ずかしがっているのだから、あざといことこの上ない。

　……まあ、可愛いけどさ…………。

　居間の食卓を四人で囲み、橘が俺の隣、そして向かい側に叔母さんと欅けやきが並んで座っている。そのうち二人はニヤニヤとして、テンション高めなご機嫌状態だ。

　俺たちが会った頃の話とか。

　いっつも放課後は一緒にいることとか。

　無論というか、叔母さんは橘をいたく気に入ったらしい。

　さっき玄関で早速イチャイチャ……じゃなくて自己紹介を済ませた後も、これが思いがけないことに、彼女は礼儀正しく対応してみせた。晩飯まで一緒に作っていたよ。

　とまあ、このいつも明るい二人のことはいい。

　しかし他の二人──俺と欅──は向かい合い、それぞれのやり方で沈んでいたのだ。

　俺はどう対処していいものかと悩み、心中穏やかではない。

　もう心情的にはアヘ顔ダブルピース。だが、二人がご飯を作っている間、一時間くらい前までスマホを頑張っていじっていた。それはもうクソ真面目な顔して『練炭　苦しくない　やり方』とググっていたのだ。いくらなんでも病みすぎだろ。

　それだけじゃない。叔母をクリアしようとも最後の難関があった。

「…………ちわっす」

　妹は食卓に頰ほお杖づえをつきながらその様子を見ていたのだ。

　ちょうど客人を招いた時の猫のように。突っかかるでもないが、感じよくというわけでもなく、〝飼い主殿よ。この御婦人、いつまで居られるのか……？〟って、言葉を介さずして俺を咎めてくる。

　まあいきなり何の前触れもなくやって来て食事まで共にするとなれば、ツンツンモードになるのもやむなしといったところか。

　怖いが、それでもいずれは知られてしまう関係だ。

　だからクラスに対してそうしたように、せめて彼女のことを知って貰もらう必要がある。叔母に茶化されるリスクを承知で連れてきたのもそのためだ。

　だが、何せ、欅と橘だ。あまりに真逆すぎる。

　合うかどうかが、俺には自信が持てないでいた。

　俺と妹の目が合うと、食卓に微妙な沈黙が流れる。

　叔母もきっと同じことで心配に思っているはずだ。欅は不満っぽい顔を俺に向けてきたから、後で埋め合わせしてあげる必要があるだろう。

　けど今は、俺と橘とのことを……知ってもらわなきゃな。

「えっと、あたし……」

　橘が出たところを、俺は手で制した。俺が言うからいいんだ、と。

「えっと、欅……。クラスメートの、橘さんだ」

「そう。……一いち条じよう、欅です」

　欅はそれだけ言ってご飯に手をつけようとしたが、俺はまだ視線を外さないでいた。

　ぎこちなさを嚙かみ締めながらも、次の言葉を持ってこようとした。

　何か、おかしいな。ここまでして他人に分かってもらおうと思ったの、これが初めてかも知れない。

「無理に欅も橘さんと仲良くしろって言ってるわけじゃないんだ。でもせめて、分かって欲しい……。叔母さんには噓っぱち言っていたけど、お前が睨にらんでいた通り、ずっと俺はぼっちだった。この人のおかげで、そうじゃなくなった。つまり何が言いたいかっていうと、なんっつーか、その、あれだ……」

　優しい人、なんだ。すごく。

　言い終わって、俺は何を必死こいて言っているんだと顔を赤くした。

　実際、妹の目にはそんな変に肩の力が入ったお兄ちゃんがおかしく映ったらしい。彼女は澄ました顔で肩をすくめて、言ったもんだ。

　まあ、しょーがねーよな。そんな感じで、肩をすくめて、

「つまり、私にお姉さんができたわけ……ね」

　おどけた顔をしてなくとも、これは妹なりの冗談の言い方だった。というよりは皮肉に近いが、まあ初対面の相手に真っ向からぶつかるような奴でもない。

　俺も叔母もそれを分かっていたから、次第に食卓の緊張がユルく解けていく。橘も安心したようで、すぐにトレードマークのニンマリ顔が戻ってきた。

「えへへ、そだよ……。お姉さん、なんだよ……？」

　そして俺の隣に座っていたはずなのだが、欅の隣まで椅子を持っていってしまう。

「や……。何、よ……」

　妹は困惑気味に小さな身体を引っ込めるが、そういうリアクションの一つ一つはお兄ちゃんが散々通ってきた道だからな。
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　もちろん、どれも橘かれんが相手なら効果は今ひとつだ。

「欅、ちゃん……」

「は、はい……」

「可愛い……」

「そりゃどーも、ありがとうございます……っ。いいでしょ、もう離れてっ」

「ねえ……？　後でさ、髪、梳とかせて？」

「え？」

「こんなに可愛いのに。ぼさぼさじゃ、もったいないしさ……」

「可愛くなんか、ないもん……」

　俺は叔母と顔を見合わせて、やれやれとも何とも言えず、温かい気持ちで笑みをこぼすのだった。ツンデレ気味の少女と、太陽みたいに笑う女の子。

　致命的に馬が合わんってほどでもなさそうだ。

　危惧していたように空気が微妙になるとかはなく、平和に晩飯が済んだ。

　というわけで、突然のお泊まり会というわけだ。なんてこった。

　橘も最初こそ遠慮する素振りを見せていたが、大して粘ることなしに折れてしまう。

　叔母さんの押しが強かったのか、それとも内心では泊まることに乗り気なのか……いずれにせよ、最近になって仲良くしているクラスメートの女子を夏休み期間中にひょっこり家に連れ込んでそのまま一晩明かそうというのだ。特に脈絡もなく。

　……っていやいや!?

　こうして一つの文章にしてみると穏やかでなさすぎるわ！

　俺は自分のベッドの上でだらりとして、この襲いかかる胸のムズムズをどうにかやり過ごそうとする。下ではまだ橘と叔母さんが世間話に花を咲かせていた。話題は何か知らんが、どうせ俺が居合わせても気まずくなるだけだろう。

　どうしよう、俺が連れてきたのに何したらいいのか分からない……。

　大至急、対策本部を設けねば。

　難しい選択が一つある。

　俺は早急にどちらか一つを選ばねばならん。

　人前であいつとイチャイチャ……ごほん、失礼。

　人前であいつと仲良くするのか、ここで待って二人っきりになるのかを。居間に打って出るのか、籠ろう城じようして待つか……。

　前者のデメリットは、それはもう叔母さんに茶化されるということに尽きる。

　今日のあの人は稀まれに見るスーパーハイテンションモードと来たもんだ。

　俺ら二人でソファーに座ってテレビでも見ていれば、きっと写真とか撮り始めるぞ。どうせ橘まで乗り気になって、笑顔でポーズとか取ってしまうに違いない。考えるだけで恥ずかしさのあまり血が上りそうだ。

　それが嫌なら、じゃあこのまま部屋で待つという手もある。どうせ黙っていれば橘の方から殴り込みに来るだろうよ。

　いや……でも…………俺の部屋で二人っきりだと!?　そっちの方が問題あるわ！

　お泊まりに来るほど仲良くなった女の子が自分の部屋に来て、しかも今は夜……色々と条件が揃そろい過ぎていやしないか？　一体何の条件なのかは口に出しては言えないし、考えたくもないのだが。

　って、いつまでも何を悩んでいるんだ俺は……。

　机の引き出しを開けばタイムマシンの入り口とか、ないかな。ないよね。

　……と。

　唐突にノックの音がして身体がぶるっとする。

　しかし今回は意外な客人だった。コンコンという音に俺が返事をする前に、欅がドアを開けて隙間から顔だけをそろりと出してくる。横向きに。

「よ」

「お、おう」

「ずっと前に予想はしてたけど、まさか彼女が本当にあんなだとはなっ」

「信じてもらえるかは別として、まだ彼女じゃないんだけどな……」

「……ん…………。ああいうのがタイプ…………？」

「ああいうのって……」

「可愛くて、いつもニコニコしてて、ちょいエロい。童貞だと思ってたのに…………ドスケベ変態元メガネ」

「元メガネの何が不満なんだよ！　というかこの際しっかり言っとくが、やましいことは一切ないからな！　今はただ単に……」

　好き、ではあるんだ。言わずとも欅なら察しているだろう。

　というか、ほうら、家のどこに居てももう安全じゃない。

　橘には物理的に引っ付かれ、妹には皮肉られ、叔母には茶化されるのが目に見えている。

　欅は……深いため息をつくと、ムッとした顔を解いた。

「ちょっと話せる？」

「別にいいが……」

「よし、じゃあ入る。うんしょ」

　ぴょこりとドアからすり抜けてくるプロの引きこもり。キビキビした所作でベッドにちょこんと腰を下ろしてくるので、並んで座ることとなった。

　妹は単に不満そうっていうのとは少し違った。

　そして元はと言えば……合宿に行こうか迷っている時に背中を押してくれたのはこいつでもある。

「海……だいじょぶだったっぽいね」

「お前の言う通り、疲れはしたんだけどな。でもどうにかこうにか大丈夫だったからこそ、あいつが今日ここに来てるってことなのかも知れん」

「ふん、そいつは重畳……っ。日光で干からびてミイラになって帰ってくるかと、本気で心配してたかんねっ。もし叔母さんが乗ってきたら、そっちに賭かけてたんだけどねっ」

「実際に干からびかけた。つーかさ」

「ん？」

「欅は……あいつが嫌ってわけじゃないのか？　会いたくないって言ってたのに、何か申し訳ないっつーか」

　妹の表情が陰った。

　言うべきことを考えている時はじっくり黙るタイプなので、俺は息をついて待つ。喋しやべり始めると、知性を閉じ込めたヒスイのような瞳ひとみが俺を見上げた。

「……わかんね。会いたくないタイプかも知れないけど、それ言ったら兄貴と叔母さん以外はみんなそうじゃんよ」

「あいつはきっと、お前とも仲良くしたがる。そういう奴だ。もしお前が嫌なら……どうだろう、言っておこうか？」

　欅の表情が切なげに沈んだ。

「今はそんなことより、さ……。あんま突っ走って、合わせようとしないで……ね。いきなり変わりすぎないで……ね。何かさ、兄貴が海で無理してるところ想像したら、痛々しいってゆーか……。本当言うと……ちょっと心配だったってゆーか」

　柄にもなく真面目そうな顔をするものだから、お兄ちゃんとしても考え込んでしまう。下から橘と叔母の明るい話し声が聞こえてきた。うちにしては賑にぎやかになったものだ。

　俺は、確かに変わりつつある。

　かつては、欅との時間だけが学校生活の合間の安らぎだった。

　だが今はどうだ？

　時間の使い方も、心配事も、選ぶ服も違う。これで変わっていないから心配すんなとは、口が裂けても言えんものだ。

　あの少女が与えてくれたものが起点になって、全てが変わった。

　変えてくれたのか？　それとも、変わってしまった？

　それは分からない。

　変わりたいと強く願っていたわけでもなければ、同時に、今が一番いいと信じていたわけでもないからだ。ただ……。

「……怖くなかったわけじゃないんだ。知らない内に、おかしくなっちまうんじゃないかって。気づいた頃には、もう元には戻れなくなってんじゃねーかって」

　自分自身であること。

　今まで自覚もせずにどうでもいいと思っていたことを、あいつと出会って初めて意識させられた。この夏、初めてそのことで怖くなった。他人の目に映る、自分じゃない自分。そんな幽霊を目の当たりにした。だから俺は、別の誰かには絶対になれないのだと、初めてそのことを他人に訴えた。

「でもさ……欅」

　俺は微笑みと共に呼びかける。

「意外とな、他人も分かってくれるもんだぞ。自分でいたいってこと」

「そ……。ま、私はそれが無理だったんだけどなっ。学校、バカばっかだったし。ぶっちゃけあの人も、けたたましくてじんましんが出そうっていうか、印象論だけど。ああいう子ってさ……基本ノリで生きてそうじゃん？」

「はっ！　じゃあ俺も、付き合いで金髪にさせられるのか？」

「ぜってー似合わねー」

「心配いらん。少なくともあの女の子は……敵なんかじゃない。俺が保証する。こればっかりは絶対だ」

「髪色めっちゃ光に反射して眩まぶしかったけどっ。ご飯食べづらかったっ」

「ははっ、違いない。…………ま、先のことは分からんけどさ」

　せめて兄貴の俺だけは、妹に変化は求めまい。

　だが、もし欅にも何か望みがあるのだとすれば。橘はきっと、強い味方になってくれるだろう。

　きっと……優しさを求める全ての者の味方になってくれるだろう。

「何をするにも、遅すぎるってことはないと思うぜ。気が向けば、な」

「ふん……まあ、気が向けばね」

「気が向けば、だ」




　部屋から出よう、それが最終的な結論だった。

　ちょっと下で橘と話して、一緒に叔母の相手もして、早く寝れば済むことだ。とりあえず今日は乗り切れる……と思ったのだが。

　少しだけ、何でもないことを話したくなったのだ。

「あらあら……色男さん♪」

　居間では叔母さんが一人コーヒーを飲んでいた。

　他方で、彼女の話し相手はここにはいないようだ。テレビの雑音だけがぼんやりと耳に響いてくる。

「彼女ちゃんに会いに来たのかしら？　いやー、もうっもうっ！」

　アリカ叔母さんはテーブルをばんばんと叩たたいた。

　ここで顔を赤くしてムキになれば更に茶化してくるのは必定なので、我慢こそが肝心だ。俺はかすかに肩をすくめるだけだ。

「橘はどこに……？」

「コンビニに行ってくるって、さっき出ていったわよ。一体、わざわざ何を買いに行ったのかしらね？」

「知りませんよ、そんなの……」

「まあそんなことはいいわっ。ほら、風ふ呂ろに入るなら今よ。後からだと混むしねっ」

「そりゃあ風呂には入りますが。何か、顔が怪しいですね……」

「あーら。ぜーんぜん怪しくなんかないのよ。そんなことより早く風呂に行きなさいよ～。ほらほらっ」

　叔母さんは嫌にニヤニヤしながら、背中を押してくるのだ。何だよいきなり……。

　こういう時、抵抗してもあまり意味はない。

　叔母さんがその気になれば、忠告を断ることなんて誰もできはしないのだ。そういうものなのだ。

「ま、まあ……。どうせ居ないなら、今入った方がよさそうですね……」

「うんうん、分かればよろしい」

　そうは言っても、怪しさ極まる状況である。

　もちろん俺は警戒を緩めなかった。

　橘が叔母と結託して何かを企たくらんでいるというのは容易に察せられたし、俺は警戒度マックスで暗い廊下を電気も付けずに歩く。

　もはや気分は、伝説のクローン傭よう兵へい。

　息を潜めて、いつ敵が現れても瞬時にＣＱＣで始末できる状態だ。無線と段ボール箱でもあればもっと本格的にステルスできそうなものだが……ん。

　ＨＱ、ＨＱ！　風呂に人の気配なし……！

　自分の家なら誰かが隠れていても分かるものだ。

　どうやら待ち伏せられて着替え中に攻撃を受けるという線は消えたようだ。あれ、こんなところに段ボール箱なんてあったっけか……？

　まあいいだろう。気のせいだ、気のせい。

　警戒のしすぎだ、俺。

　服を脱いでバスルームに入る。湯船に手を突っ込んで見る限り、湯加減はこんなに良いのだ。悪いことなんてそうそう起こるはずあるまい。そんなことよりさっさと入りたいし、身体を洗ってしまおう……。

　……。…………。

「わぁー!!」

「っ!?」

　水着姿の……ちょっと前に戯れていた、赤色の水着を着けた橘がそこにいた。

　いくら俺でも、事の重大さに気づくのに秒もかからなかった。

　それが起こったのは、ちょうどバスチェアに座って身体を洗おうかという時だった。俺は湯気の立つ湯船にダイブして、身体の下の部分を慌てて隠したのだ。

　湯船のへりから、外を覗のぞき込むように頭をそろりと突き出すと……。

　やっぱり橘だ。

　彼女はドアを勢い良く押し開けたその右腕を、そのまま前に突き出している。赤いビキニでそこに立っている。勝ち誇ったような顔で笑っていやがる。

　……俺が正気じゃなくなって、ヤバイものが見えているのか。

　……橘が正気じゃなくなって、ヤバイ遊びを仕掛けてきたのか。

　いずれにせよ、海で遊べないガリ勉では金髪女がまともなシチュエーションで水着を使う瞬間は見られないようだ。最初は試着室、次は海の小屋、そして今は自宅の風呂。

「あんまじろじろ見ないでよ…………えっち」

　うっせーよ、そっちから来おってからに～！

　こいつもこいつなりに恥じらっているのか、水着で隠れている部分を手で隠すように覆って見せる。ニヤニヤ交じりの、赤くなった顔で。細い身体を可愛らしくくねらせたりして。

　そんなのを見せられると俺もどんどん顔が熱くなってくる。今ここに、またいつもの見つめ合いタイムが始まった。

　湯が熱くて空気も蒸しているのに血がすっかり冷える。

「……マジで何しに来た…………？　便所なら回れ右して左のドアだぞ」

「えへへ……お風呂で遊んじゃ、だめ？」

「バカかよ、お前……。ちょっとやり過ぎだ……」

　何かしらのちょっかいがあるとは思ったが、流石にここまでするとは思わなかった。橘が風呂場の敷居をまたぎ歩み寄って来て、側でしゃがみ込む。そしてニコリとして、湯船に隠れようとする俺に海パンを差し出してきた。

　何だか嫌に用意が良いな、やっぱり叔母さんとグルだろ絶対……。

「お願い……。一週間会ってない分、埋め合わせしたいし……ね？」

「む……。じゃあ……これで、チャラだからな」

「いいよ……？　ラブラブローン、チャラになる分だけ返してもらうし……」

「うわあ、ラブラブ言うなっ！　せめてイチャイチャと言え……」

　思わぬ形で普段からイチャついていたことを事後承認する運びとなってしまった。

　もうね、色々負けつつある気がするんよ。

　とはいえ抵抗しようにも今は姿が無防備すぎ、逃げるにも部屋が狭すぎた。助けを求めてもどうせ誰も来ない。完全にはめられたな、うん。

　結局、俺は情けない後ろ姿を橘に晒さらすことになった。

　やたら熱くなった俺の背中を、柔らかくゴシゴシと泡が擦っていく。

　普段は他人には触られない場所ってだけでくすぐったくなるのだが、誰に洗われているのかまで意識し始めれば、精神的にも物理的にも爆発してしまうだろう。

　ほら、我慢だ我慢。素数とか数えよう。二、三、四……四？　のっけからダメじゃねーか、ガリ勉の名折れかよもう。

　だがこの女は、そんな涙ぐましい努力すらもあざ笑ってしまう。

　彼女の吐息が首元に当たって、身体にブルッと来た。

　心臓が絞られ、ぐちゃぐちゃになりそうだ。自分の息の音さえうるさく感じるほど呼吸が乱れる。どうにか抑えようとすれば却かえって苦しくなるばかりだった。

　部屋には俺たちしか居ないってのに、彼女のひそひそ声が至近距離で耳を襲ってくるのだ。

「はぁ……。じゃあさ……あたしの背中も洗って？」

「～～っ！」

　振り返ると、水着姿の橘がすぐ近くにいる。

　ニヤニヤしながら言ったのかと思えば……違う。恥じらい半分、不満半分といった感じの目で、しっかりこちらに視線を合わせてきた。

　彼女がシャワーの栓を開けると、俺たちの間に湯が降り注いで。お互いの肌に湯が滴り、背中の泡も下に流れ落ちていく。

「マジで言ってんの…………？」

「ばか……マジのマジだし。キミがイチャイチャローンためすぎなのっ」

「そんなに、我慢してたのか……？」

「ごめん、実は会いたいの黙っててさ……。ウザがられるかなって……」

「ばか、会いたいなら言っていいのに……」

　切なさが伝染してくる気がした。

　もし一度でも俺から誘っていれば、こんな顔はさせずに済んだ。

　橘には折角の夏休みだってのに、俺は……。

　分かってもらったからって、分かってやろうとする努力を怠っちゃ、だめだよな……。

　あいにく、二人っきりなら何をしてもいいと言ったのは俺だ。

「俺なんぞが洗って、嫌じゃないのかよ……？」

「ばかじゃん……？」

「ほら、なら交代だ……妹のタオルでいいな？」

　橘が金髪を身体の前に流すと、線の細い背中が露わになった。

　少女の白く細い肢体を目の前にして……ゴクリと。

　タオル越しとはいえ、この白い肌に触っているわけで。いつも一緒にいるこいつの温ぬくもりが、いつもよりもずっと生々しく手に伝わってくる。触り慣れたはずなのに、今でも緊張してしまう。

　いい匂い……。

　意識するなという方が無理な話だ。自分でそれをほぐそうと、とりとめのない話などをしてみたりする。俺も平静を装ってはいたが、胸は絞られるように苦しい。

　だってそうだろう？

　この子が好きだ。

　そして、そんな風に意識したのは生まれて初めてだ。そんな子となし崩し的に仲良くなって、気づけば背中の洗いっこまでして……無理に話でもしなきゃ、やってられんっての。

「妹が慣れんみたいだな……」

「えへへ。でもね、時間はあるんだよ？　アリカさんが、また泊まりに来てって言ってくれてさ……」

「どうせそんな話になると思ったよ。欅はどうだろう……時間がかかりそうだ」

「それはキミも、最初はそうだったっしょ……？」

「む……。違いねえけど……」

「大丈夫だよ？　今度はね、急がないもん。ゆっくり仲良くなってさ、家族みたいになれたらいいなって」

「か、かかかぞくですか……」

「んっ……。そこ痒かゆいから、もっと強く擦って？」

　やばい……こんなのが普通になってきている。

　これまでは夢のような時間だった。すぐ終わると思っていたが、違った。きっと明日や明後日あさつても、このいつもの時間が何かの拍子で始まってしまうだろう。非日常が日常に侵食されていた。もう既に、俺の日常はすっかり塗り替えられたのだ。

　歯止めが利かなくなっている。

　多分、このエスカレートは進むことはあっても戻ることはない。

　だが本当に胸を締め付けられたのは、二人で湯船に入った時だった。

　先に身体を洗い終わったのは俺で、さらに湯船に浸かっていた時も、まだ橘は身体を洗い終わっていなかった。そこで上がろうとしたのだが、

「もういいだろ……？　先、上がるからな」

「や……。待ってて……」

　もちろん、二人で入れるほどの広さではなかった。

　だから湯船の細長いスペースを二人で並んで埋めていたのだ。とても肩まで浸かれるような入り方ではなかったが、橘は一向に構わないらしい。

　お湯の中で、二人で並んで座って……。

　もはやそんなのが当たり前になっていた。世間的な相場で言うなら明らかに彼氏彼女のやり取りってところなんだろうが、そんなものは俺たちには治外法権だった。もう自然にこうなってしまう。付き合ってもいないのに。

「……」

「…………」

　お互い言葉少なになり、ちらちらと目配せをする。

　俺たちの暗黙のルールでは……こうなると、今日のイチャつきも終わりに差し掛かっているってことなのだ。そういうものなのだ。すっかり話すことがなくなると、後はただ距離を少しずつ詰めて、視線を合わせたり外したりするしかなくなる。

　そして、手を繫つなぐ。

　ふわふわした雰囲気が俺たちの間を流れた。

　吞のまれると、もう帰ってこられないような。

　段々と距離が詰まって肩まで触れそうになれば──今はお互いほとんど裸だ──俺も流石にまずいと気づいたのだろう。

　握る手を強めて、その事を伝えようとしたのだが、

「えへへ……。イチャイチャローン、返したい？」

「う……。俺は気づかん内にどんだけお前に借りたんだよ……」

「たくさん。すぐ返したいなら、ちょっと無茶しなきゃだよ……？」

　その顔を見れば、気持ちが募ってくる。好きな女の子が目の前にいる。笑いかけてくれている。手を繫いでくれている。

　いいだろう。こうなればもうヤケだ。

　二人っきりなら、好きにさせてやると決めたのはこっちなんだ。

　だから俺は……敢あえていつものお決まり通り、顔をムスッとさせて目を逸そらした。恥ずかしそうに。ぶっきらぼうに。確かに恥ずかしいのは本当だが、もう半分ほどは演技だったりもして。

　ほら、この顔を向ければ……。

　橘の、調子に乗った顔つきが見られるんだ。いつもの顔。こいつらしく、挑発的で、自信たっぷりな笑みを見せてくる。本調子ってところか。

「ふ、ふふっ……。黙ってるとさ、マジで好きにしちゃうよ？」

「保健室でもこんな気分だったっ。ほんと、場所考えろっての……」

　かく言う俺が、言葉とは裏腹に距離を詰める。

　口ではどう言っていても実は嫌じゃないんだぞって、目だけで教えてあげる。するとあっさり、金髪女は切なそうに頰を染めていった。

「もう邪魔する人……いないね？」

「か、かれん……」

「夏休みの思い出、欲しい……。たくさん遊んだけど、やっぱ純と一緒じゃなきゃ、や……」

　橘が向かい合ってきて。

　彼女の両手が俺の肩にかかり、体重がかかって……べったりと。

　熱く、近く、彼女の鼓動を感じる。

　橘の匂い。爽さわやかで、優しい。

　素肌の温もりが、俺の五感を侵食し始めた。こうして肌でくっついて、擦れ合って、じゃれあって。海の小屋にいた時もそうだった。どこかで〝そんなはずがない〟と拒んでいた彼女の淡い感情すらも、今なら素直に受け入れられる。

　俺の方も、片手を少女の背中に這はわせて、もう片方で濡ぬれた髪をなぞった。

　熱くなまめかしく身み悶もだえしそうな感覚に指を熱くしながら、そのまま湯気の中で見つめ合う。

　やがて少女の視線が熱を帯び始めた。

「お風ふ呂ろでラブラブハグしてるの……」

「…………ん。しちゃってるな」

「純とあたし、近くなってくよ……？　しあわせ……」

　……大好きだ。

　俺は未いまだ、その言葉を大事に止とどめていた。

　その愛いとしくも歯がゆい瞬間を、心地よく感じて。

　言葉を言えるようになるまで、まだまだ道のりは遠いのかも知れない。それでも自分の気持ちを知るところまで来られた。俺は少しずつ、変わりつつある。まだ先はある。

　この子が……かれんが俺の一瞬一瞬をキラキラさせてくれたんだ。

　そのことを一生忘れない。静かな想いが撫なでる手付きまでも優しくして、少女の呼吸がやがて、穏やかに静まっていく。
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　温かい湯に包まれ、強い密着感で頭が麻ま痺ひしそうだ。

　それでも震える手付きで抱きしめた。彼女が胸に頭をあずけてくるから、言葉のない空間の中で水だけがたぷ、たぷと揺れる。

　後はそのまま、ゆっくりと。

　腕を締め付けあい、視線を交わしては外し、耳元で呼吸を感じる。

　お互いがお互いにとって心地よいのだと、確かめ合う。

　どうやら二人でいれば、時間の方が俺たちを置き去りにしていくみたいだ。

　本当にそうなってしまえばいいのに。







　番外編




　橘たちばなにとって最高の夏休みにしてあげたい。

　合宿から帰ってきた後も、その思いに偽りはない。

　しかし何といってもこいつの相棒役はあまりにも情けない奴で、クラスの連中とも大して馴な染じめないわ、デートしてない日は基本引きこもっているわで、根暗カースト所属って風情の憐れなガリ勉野郎だったのは周知の事実だろう。

　だからあんなに仲良くしていても、呼吸が合わないってことはある。

　これからもきっとあるだろう。

　それでも自分の願いをしっかり言葉にして伝え合った今なら、もっと互いの立場を気遣い合いながら仲良くできるはずだ。その程度の壁、二人で乗り越えていける。お互い少しずつ変わって、歩み寄っていければそれでいい。

『二人っきりなら……どこまでも大丈夫だと思うんだ』

　さて、とはいえ、海にはもうみんなで行ってしまった。

　しかも橘だって、デートにはそれなりに口実を付けてくる方だ。たとえば最初のデートは遠足の買い出しだった。普段なら家に送るついでの簡単な夕食。俺のスマホを選びに街へ。勉強の付き合い。あと、テストの罰ゲームとか。

　そんな中で、夏休みって時に俺が見つけた口実がこれだった。

「はーい。二人共、もっと寄るのよー！」

「だってよ、純じゆん？　ほら……くっつこ？」

「す、既に手を繫いでいるわけなのですがっ」

　相も変わらずべったりとくっついている。

　だからこそ俺たちが、欅けやきの一眼レフに収まっていないわけがなかったのであるが。

　しょうがないからもう少し寄って、橘が俺の腕に絡むような感じで……カシャッと。最初のシャッターが押された。

　服装は、俺が和服。そう、何とまあ和服だ。そんでもって橘が浴衣ゆかた姿。こうなると、これからどこへ向かうのかは誰が見ても明らかだろう。

　つまり平たく言えば、夏祭りというわけだ。

　ところが約束を交わした後に俺がチラシを眺めていたのを見て、デートが叔母に露見してしまう。それでこうして、行く前って時に記念撮影などをしていたわけだが……。

「もうっ、純君……。こんなに可愛い彼女が、ねえ……」

　橘の浴衣姿、俺も期待してなかったかと言えば噓になる。

　薄い桃色の生地に、鮮やかな花柄が躍っている。いかにも常に笑顔を振りまいている橘らしい。華やかで、眩まぶしくて、それでもなお親しみやすい出いで立ちだった。

　そうして目が合った時に微笑む表情は……よかった、すごく嬉うれしそうだ。今日は長い金髪を編み込み、白い花飾りを着けている。特別って感じがする。

　その肌が、夏色の夕日に照らされている……。

「ええと、もうそろ二枚目撮るんですけどー……。兄貴……見み惚とれないの」

「し、失礼いたした……」

「ねえ……？」

　橘が袖をちょんとつまんできた。

「みんなと一緒に写りたくて……嫌、かな？」

　……はてさて。

　橘のその提案に、玄関先に勢せい揃ぞろいしていた俺たち家族三人は目を見合わせた。叔母としては無論のこと望むところだろうが、ここで拒む可能性があるとしたら欅だった。みんなの視線が、この黒ジャージの少女に集まる。

　妹は……目を逸らし気味だった。

　いくぶん困っているのだろう、肩を軽くすくめる。

「撮るのはいーけど、撮られるの嫌いだし……。それに私が入ると絵面が暗くなるしな、うん。そこの冴さえない彼氏と撮ってればいーじゃん、彼氏とさ……っ。ほれ、二枚目っ」

　欅の声、段々と自信なげに弱々しくなっていく。

　この反応、兄貴としては予想通りだった。ただでさえ橘との距離感が摑つかめていないというのに、どうしても他人交じりってのは受け付けないようだ。俺と叔母は途方に暮れて、小さなため息を漏らした。そりゃあまあ仕方ないよな、と。

　橘もしゅんとした顔で、いかにも残念そうにする。

「うん、分かった……。ごめんね……」

　しかし……橘は、これがまあ狡こう猾かつな女だった。

　こいつは二枚目でも、三枚目でもしょんぼりした顔をする。それでじゃあこれから行こうかって歩き始めた時に、後ろで欅が叫んだ。

「はぁ……わぁーったってのっ。一枚だけだかんねっ！　…………変な人」

　その五分後には、ニンマリと満足気の橘かれんが俺の隣を歩くことになった。

　こいつのスマホには、四人で写った画像がばっちりと映っている。

　橘を中心に、俺とアリカ叔母さんが両隣に立つ。センターは……何と橘の真ん前に立つ欅だった。

　中央で金髪のお姉さん役が、茶髪の少女の肩に手を載っけている。浴衣女は満面の笑みで、欅はムスーッと無愛想に。いかにも嫌々ですって感じに。かと思えば堂々と腕を組んでいるのだから我が妹ながらよう分からん奴だ。

「どんなイカサマを使ったんだ……？」

　俺は三歩先を歩く橘に聞いた。スマホにいつまでもさっきの画像を映して、とびきりご満悦だ。

　俺と橘と、アリカ叔母さんと欅。

　大事な人の中に橘が交じっている。俺としても、何も心が動かされないってわけじゃなかった。まるで、その……家族みたいで。

「しっかしあの欅が、なあ」

「えへへ。欅ちゃん、キミとちょっと似てる気がして……ね？」

「は、はあ？　俺と？　どの辺りが？」

　橘はスマホをしまって、嬉しそうに振り返る。

　自信満々に、ウインクして、舌先を少し出しながら、

「…………ほんとは、すっごく優しいツンデレさん」

　その一言一言が、胸を締め付けてくる。だからしかめっ面を作って、言うのだ。

「ふん。兄きよう妹だい揃って、まんまと扱われちまうのかよっ」

「ちょっとずつ……ね？　はぁ……これ、やっぱいい。家族になったみたい」

「ふん、さっさと行くぞ。…………ありがと、な」

「えへへへへ～。ねえ、ご褒美にもっとくっついて？」

「……ふん」

「もう……今更キョドんなし♪　純……今日はたくさんニヤニヤ、しようね？」




　神社はその時季に相応ふさわしい雰囲気だったと言えるだろう。

　俺たちみたいに男女二人で、家族総出で、かと思えば水風船をぶら下げた子どもたちが横を走って通り過ぎていく。

　古びた橙だいだい色いろのちょうちんがぶら下がり、何列も出店が並んで……。

「…………純♪　純と花火来てんの♪」

　三歩ほど前を歩く橘が、人通りの中で振り返ってくる。もちろんほとんどが浴衣なり和服なりってところだが、橘に着せればまた違う。

　……落ち着いた神社の境内が、カラフルに色づく。

　俺の知る限り誰よりも華のある子が、賑にぎわう道を行きながら、嬉しそうに俺に振り返ってくれるのだ。顔を見るだけで、嬉しさが胸の奥をくすぐってくる。

　だが同時に、そのウキウキな笑顔にはわざとらしさも感じたりして。

　無理して、明るくしようとしてくれてる？　俺、やっぱつまんないかな。ここまで普通にデートすること、あんまないからな。こういう時、面白い冗談でも言えばいいのだろうか？

「ねえ……浴衣、可愛い？」

「……まあな」

「えへへ……合格」

「ああ……」

「ん……なんか、ちょっとなあ」

　俺の感じている、漠然とした暗さみたいなもの。それが人混みの中で、嗅かぎ取られてしまったのだろう。橘は身体を伸ばして…………ちゅ……と。

　頰に唇が触れてきた。

「どう……？　元気に……なった？」

「おい、ばかっ……たくさん見られてんだろーがっ」

「あ……だんだん顔、むすっとしてきたし♪　その調子で、純っぽい顔……ね？」

「平常通りつまんなそーにって意味か？　それで本当にいいのかっての」

「えへへ……。お店、回ろ？」

　彼女は下駄で可愛らしくステップを踏んで、先を行った。

　辺りが暗くなればなるほど、空気が夕日とちょうちんの色に染まっていく。

　だがどうやら、このほのかな色には不思議な魔法があるらしい。

　二人で一つのわたあめを分け合った。

　金魚すくいは散々で、こいつにはゲラゲラ笑われた。

　手を繫つないで、石畳を歩いた。

　一つ一つがこれっきりなんだって感じがして、胸がしぼみそうだ。

　橘はこんなに楽しもうとしてくれていて、俺だって確かに嬉しさを感じているのに。別に会えなくなるってわけじゃないのに。まだまだ一緒にいられるのに……。

　原因不明の……切なさ、だった。

　川沿いがシーズンで一番の人混みを作っていた。そこの指定席のブルーシートに腰を下ろし、ざわざわした中で花火を待ち続ける。待ち続ける焦燥感が、少女の手を握る力を強くしてしまう。手が汗ばんでいるのは俺だろうか。それとも橘だろうか。
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　それで、花火が終われば？　その先は？

　彼女の横顔を見ている限り、考えていることは一緒だったのかも知れない。

「夏休み。終わっちゃうね……」

「……そりゃ、そうだろうな」

「高二の夏休み。純とラブラブになったから、ちょー良かった……よね？　楽しかったよね？　十七の夏って感じだったっしょ？」

「お互い初めて、だったろ……」

「そだよね……。ファーストキス、ガチのラブラブキスだったもん！　その日のうちに、二回目もしたもん！　あたしら、リア充……してたよね？」

「認めざるを得んよ。もうぼっちは店じまいだってのっ。お前のせいでなっ」

　夏休みが終わるから、どうした？

　昔の俺なら、きっとそう言っていた。どうせダラダラしているか、勉強しているかの違いだ。なのに今は……胸が苦しい。

　リア充……していた。

　そうだ。きっと、だからこそ、だ。

　あらゆる一瞬一瞬が、まだ網膜に焼き付いている。ちょっとしたすれ違いがあって、その分だけ分かりあえて、深い絆きずなを手に入れた。起こったことは、もう既に全て終わったことだ。そのはずだった。だが終わってしまったのだと気づいたのは、今になってやっとだった。

　どうしようもないほどの喧けん騒そうの中で見つめ合っていると、最初の花火が上がる。音に気づくのが遅れて、ハッとして二人で見上げた。どちらからともなく身体を寄せ合い、強い密着感でお互いの存在を確かめ合う。

　光と音が夜空に散って、確かな夏の終わりを運んできた。

　そして次の花火も。

　また、次。次。

　やめろ、止まれ、もう上がるな。花火は中止だ。このまま上がらないでいればいいだろ。これでもかってほどに隣にいる女の子と触れ合った思い出が、次第に焦りに変わっていった。

　おいおい、これ、楽しいイベントなんだぞ。

　もっと明るくならなきゃ、こいつもつまらないだろうに。

「き、綺き麗れいだな……」

　俺の小さな声は、あいにく歓声にかき消された。

　少女には聞こえていないようだ。彼女のゾッとするほど整った横顔が、季節の果てが弾けるのを儚はかなげに眺めていた。

　眺めているだけで、時間だけが過ぎていく。過ぎていく……。

　そしてあっという間に、全ての残り滓かすを空に吐き出した。

　少女の頰には、一つの雫しずくが伝っていた。

　嗚お咽えつこそ漏らさなかったが、ずっとその場に座り続けているところを見ると、きっと俺と同じ気持ちを共有している。

　もう誰も彼もが腰を上げて、帰り始めていた。だがそんなの関係なかった。

「純……」

　橘が潤んだ目と、震え気味の声で呼びかけてくる。

「帰りたくないの……っ」

　こんなに橘の気持ちを理解できたの、ひょっとすると初めてかも知れない。

　終わってしまったのだと、認めたくなかった。

　諦あきらめの悪い俺たち二人は、往来が静まった頃に堤防のコンクリートを下りていった。大きな鉄橋の下……身体をがっちりと寄せ合う。川の水面に映る街灯の光が、よく見知った美しい相そう貌ぼうを照らしてくれる。

　焦りを、優しさで埋め合うしかなかった。

「ねえ？　今すぐキス…………いい？」

「……付いて来たんだぞ。断るわけ、ない」

「ん……ちゅっ」

　その唇の強さは、何か助けを求めているようでもあった。

　熱くなった肢体を抱き寄せると、迷わず俺の身体に収まってくれる。溶けるような口づけは、長く続けば続くほど愛いとしさが募る。首筋に指を這はわせると、触れたままの口から甘い声が出た。

「キミとちゅーすんの、好き……っ。ごめん、もっかい……」

　それは、橘に必要なだけ長く続いた。

　……。…………。

　我に返った時、もう終電のない時間になってしまった。

　俺の家にそこそこ近いというのが幸いし、仕方ないから徒歩で夜道を行く。今日は二回目のお泊まりデーになりそうだ。夜更かし中の叔母が、さぞ喜ぶことだろう。

　歩調は大分ゆっくりだった。ゆっくりにならざるを得なかった。何せ浴衣ゆかた姿の少女を、おぶっていたから。

　橘は……やっと落ち着いたようだ。

　きっと、だ。これはもしかするとっていう、言わば……仮説だが。

　この子は俺との思い出を求めていた。そしてこの夏は、それにある程度は応こたえたと言える。そのことについては自負もあるし、実際、どうしようもないほどこいつとの距離は近づいた。

　しかしそれが真に十分だったなら、あんな風に壊れたみたいに暴発してしまうだろうか？　あんな貪むさぼるみたいに……甘さと、苦さが。

　夏が終わる。

　そのこと自体に焦りを感じてしまうってことは、だ。

　もっとたくさんいい思い出を作れたはず。そんな後悔めいた感情が、お互いに一ひと欠片かけらでもあったから……じゃないのか？　俺は、その可能性をきっぱりと否定できるだろうか？

　確かなことは、誰にも分からない。

　自分にこれ以上ができたとも思えないが、夏休みは一回きりだ。仮に何度も同じ瞬間を繰り返せば、もっとこいつの望みを叶かなえられたのかも知れない。

　だが、それは考えても詮せん無ないことだ。もう終わってしまった。

「純と、ずっとこういう風になりたかったの……。嬉うれしい……」

　耳元をさっと撫なでるような、儚い声だった。

「これからまたお家うちに戻るの？　また家族みたいに……なりたい。はぁ……純の家族も、みんな好き」

　抱きつかれた背中がぐっと締め付けられる。橘の体温に、すっかり慣れてしまったものだ。手を繫ぐだけでキョドっていたガリ勉は、もういない。

「俺もさ……たまにツンツンして、悪いな」

「ううん、いいの……。それが純……でしょ？」

　この夏、俺は橘に肯定を求めた。

　俺は俺のままでいたいんだと、お前が望む方向には舵かじを切れないんだと、初めて彼女に心からの望みを伝えた。それも大事な人と向き合うってことの一部だ。だから後悔があるってことではない。

　それでも、好きってことは、だ。

　彼女の望む俺になりたいって、思うこと。そうじゃないのか？

　一条純は橘の思っているような男じゃない。

　だからといって、それが変わることを丸っきり拒否する理由になるのか？

　夜道を歩いて考えが募る。橘は眠くなってきたようだ。その吐息は、少しずつペースを落としていく。

　どの道このままじゃいられない。

「カラオケでも……行くか」

「なーに、いきなりどーしちゃったの？　もう遅いよ……？」

「あー、そうじゃなくてだな……。クラスの奴らとっていうか。次誘われたら」

「純……。無理、しないでね……？」

「ははっ。こんなんで無理だなんて、言うな。……一緒に笑いたい。お前と」

　今はその言葉が、「好きだ」の代わりだった。

　大好きだ。愛してる。

　それを言えるようになるまで、まだまだ道のりはあるのかも知れない。

　それでも自分の気持ちを知るところまで来られた。

　きっともう、通じ合ってすらいる。あと少し。そんな気さえする。それでも今の子供っぽい心では、これが精一杯だった。

　この子が……かれんが、俺の一瞬一瞬をキラキラさせてくれたんだ。俺は忘れない。

「純……。もっと、ラブラブした……い」

　少女はやがて、俺の耳元で寝息をたて始めた。

　……まあ、いい。今日はもう、疲れた。

　夏はもう過ぎ去った、それが全てだ。

　今に秋がやってくる。







　あとがき







　読者の皆様ごきげんよう。作者の刑部おさかべです！

　第一巻の発売以降とても温かいご声援を頂いていた本作『青せい春しゆん敗はい者しやぼっち野や郎ろう～』でしたが、そのおかげもありまして、こうして第二巻を世に出すことができました！　本当にありがとうございます！

　年末年始まで粘ってどうにか書き上げた第二巻ですが、ご存知の通り夏休みのお話でございました。冬と春の間くらいの発売になりますが、これを読んで夏を想っていただければ幸いです。

　さて、今回はあとがきの尺を少々多めに頂けましたので、書く側としての個人的姿勢の話をば。ちと背伸び気味に、意識高めな話で恐縮ですが……。

『小説家になろう』で活動し始めた頃より今に至るまで、時おり頂く質問が一つございます。つまり、本作のヒロイン・橘たちばなかれんにモデルはいるのか、と。

　結論から申しますと、まあ、あんな子は現実世界にはいませんよね（笑）。

　作者個人はリア充だったってことはないですし、ましてあんなに甘い経験はありません。なので全部が全部、想像です。噓っぱちです。読めば明らかなことですが、リアルってわけでもないです。

　ですが同時に、それで大丈夫なのかなと思う理由もあったりします。

　ええと、ですね……私個人の人生は、良い人にも恵まれ、楽しい思い出も程々にはあります。ただ、そういった素敵な出会いですとか、今まで起こった全てのことに出来うる限りのリスペクトを払った上で、それでも言わなければならないことがあります。

　どうせ現実なんて、つまらないです。

　例外は……どうなのでしょう、探せばあるのでしょうか？

　それほど長く生きている訳ではないので本当のことは知りませんが、少なくとも、そっくりそのまま文字や絵や映像に起こして物語にできるほど面白い人だとか出来事だとかというのは、現実には一切存在し得ないのではないかなと。

　なので私の仕事は、文章を通じて、何らかの形で、ちょっとでも良いから現実を超えたモノを提供することです。そしてこう考えると、必ずしも実体験に引き出しを求める必要はなくなります。むしろ現実の完全コピーでは困るとさえ考えています。

　書き始めて知ったことですが、想像の世界って思ったよりブッ飛んでいて広いです。

　書く側としてその味を知れば、このどうしようもなく無味乾燥な現実を乗り越えられる気がするのです。読む側にいる方々にも、この味を共有して頂けることを願っております。どうせ読むなら、現実にいるリア充の方々以上に楽しんで頂きたいものですね！

　本作やそのキャラクターがそこまで達しているかは、そこは読者様の審判に任せるほかないのですが……もしよろしければ、また感想を聞かせてください！

　それでは話はこの辺にして、謝辞の方を。

　まずは担当編集のＳ様。今回は本当にご迷惑をおかけ致しました！　しかも原稿を作るにあたって様々な面で助けて頂き、もう何と申し上げればよいか……。

　あやみ先生には、前回に引き続き素晴らしいイラストを描いて頂きました！　おかげ様で、キャラの可愛さが全面に押し出された、力のある本になったと思います。

　そしてＷｅｂ版から、前巻から、あるいは第二巻で初めてという方も含めて、全ての読者の皆様方。お付き合い頂いて、本当にありがとうございました！

　願わくは、またお会いしましょう。





刑部おさかべ大だい輔すけ









電子書籍特典　書き下ろし短編







　夏休みを挟んで、学校生活で何が変わったかだって？

　何よりも厄介なのは、橘たちばなかれんがさも当然のように一いち条じょう家に出入りしてお泊りするようになったってことだろう。あいつの家では親御さんが頻繁に留守にしているらしいから、その辺はかなりルーズになっているのだとか。だから橘邸まで送るより、どうせ家族には紹介したんだし、俺の家に行こうかという空気になってしまう。

　つまり、だ。

　一緒に我が家まで帰ってきて、次の日に学校があるなら、通学は一緒だってことになる。

　たとえば、始業式の日なんて酷いもんだった。

「手……いいっしょ？」

「いい、けど……」

　そうして手を繫ぎ、身体を寄せてくる金髪の同級生。

　休みが終わったとはいえ、まだ大分暑さの残る八月末ってところだ。白い夏服に汗がしたたるっていうのに、こいつは遠慮もなく……気づけば、べったりと腕を絡めてきていた。

　顔がむすっとしてしまうが、断らない俺も俺なのだ。

「えへへ……今日もあっついね♪」

「くっついておいて言うことがそれかよ……」

「朝からこんなとか……ヤバイね」

「だな……」

　そうなのだ、これは単純にヤバイんじゃないか？

　クラスではしっかり疑われている俺らの状態なのだが、学年、学校となるとまた話は別だ。こいつは学年単位でも友人が相当多く、有名人らしい。一緒にいるところを見られて恥ずかしいのは、何も教室の中ってだけじゃない。

　しかし、橘はそこを逆手に取ってきた

「あーあ、またラブラブバレしちゃうね。純じゅんもね、そろそろ有名になっちゃうよ？　可愛い女の子と毎日一緒に歩いてて、帰りも一緒で、たまにこっそりチューまでしてて……」

「ふん！　可愛いって、自分で言うんだなっ」

「ふふっ……だって、ホントじゃーん」

　金髪女はそっと声を潜めて、耳元に口を近づけてくる。

「純もね……かっこいいよ？」

「……っ。もうそろ離れてくれ、すぐ駅だ。同じ学校の奴にも見られんだろ」

「やーだ。もうちょっと、二人でこそこそしてたい」

「はあ？　だってお前、学校がだなあ……」

　横を向くと、橘の顔はほんのりと赤くなっていた。

　言いたいことは大体分かる。このままバカ正直に通学すれば変な噂が教室の外にまで漏れてしまうのは自明のことだ。見ず知らずの通行人ですら、橘とすれ違えば振り返ってしまうのだ。彼女を見知った連中が、俺のようなパッとしない男子と一緒にいるのを目撃すれば尚更だろう。

　それよりも、少しだけ遅れていけばいい。ホームルームが始まるギリギリを狙って行けばいいのだ。俺の通学はかなり余裕を持つのが常であるから、あいにく時間は三十分ほど余計にある。

　その間、何をしているか？

　そりゃあ、言ってしまえば……近所の公園のベンチだった。学校どころか、その前の電車にすら乗っていない。

「ラブラブ」

「休憩だ」

「違うの、ラブラブなのっ」

「休んでるだけだろーが。つーかな、ラブラブって何だよ。最近のお前、いっつもそればっかり言ってる気がするんだが、俺の気のせいか？」

　あーあー、不用意にツッコむのはよくないぞ、ガリ勉野郎。

　橘は揚げ足を取る名人だ。俺が言うことなすこと、大体こいつの言うラブラブとやらに繫げてきおる。

　つまり、こういうことだった。

「ふーん？　ラブラブがどんなか、あたしが教えてあげよーか？　ふふっ、ばーか……」

　これはよくないと察する前に、まず手が握られた。

　そのまま持っていかれて……手のひらの感触が、少女の白い頰を捉えた。胸の奥がひんやりとして、やがて震えが始まる。目を逸らせば、もうこれはいつもの構図だ。金髪女がバカにしたように、ニンマリと。

　一秒だっただろうか、もっとだっただろうか。

　今、好きな人の肌を触っている。

　恥ずかしさで手を引っ込めたい、しかしこのままでいたくもある。そんな道理の通らない気持ちの揺れに息苦しくなるが、やがて震えが落ち着いてくる。俺が逸らした目を再び合わせると、橘はいたずら顔から柔和な笑みに変えた。

　身体の芯から温かくなるようで、気づけばその頰をゆっくりと撫でていた。撫でれば撫でるほど、彼女の表情に柔らかさが増してくる。

　朝の青々とした空気の中で、二人でそよ風に包まれて……まずいぞ。いつまでもこのままでいられそうだ。緊張しろ、そして手を引っ込めろ。俺は自分自身にそう訴えるのだが、まあ聞き分けがない自意識だ。

　淡い雰囲気に身を任せ続けて。

　しかし、またしてもこいつは裏切りおった。突然ニヤリとして、

「ほーら。純、めっちゃ喜んでんじゃん……♪」

「～～っ！　べっつに、喜んでねーしっ」

「今更恥ずかしがんなしー。もうチューまでしたんだからさー？」

「ふん、今となっては黒歴史だ……」

「でもね、こういうことだよ？」

「何だって？」

「ラブラブだとね。一緒にこんなコトしても、全然嫌じゃないの……。あたしらさ、もうそこまで来ちゃってんだよ……？　ねえねえ、まだフツーに休憩したい？　それとも、もうちょっとだけラブラブ……したくない？」

　したくない。その言葉が口から出ることはなかった。

「ラブラブ、じゃない……。ちょっと仲良く、してるだけ……だ」

　橘が俺の胸に頭を乗っけて、体重をべったりとかけてくる。俺は押しのけるでもなく、そのままゆっくりと身体から力を抜いた。

　一緒にこんなことしてるのに、全然嫌じゃない。俺たちは、もうそこまで来てしまった。そのことを言葉で認める代わりに、俺は彼女の背中に手を回した。

「あーあ、みんな学校に行ってる時なのにね……」

「全くだなっ」

「さっきまで歩いてた中学校の子たち、見えなくなっちゃった」

「それ、俺らも時間的にもう行くべきなんじゃ……」

「や……。それはだめっ。もうちょっとだけ……っ」

　ドキッとする。

　俺の胸から頭を上げた少女の表情が、扇情的に、酔っているかのように、紅潮していたからだ。俺はなだめるように背中の曲線に手を這わせたが、逆効果らしい。彼女は何かを訴えかけるように頰を膨らませた。

「キミとラブラブできるなら、学校行く必要、ないもん……っ」

「言い過ぎだっての……」

「言い過ぎなんかじゃ、ないんだよ？　あたしが学校に来る理由も、毎日朝早く起きる理由も、笑ってる理由も……全部、キミ」

　ゆっくりと顔が近づいてくる。近づけば近づくほど、密着感が強まった。近くに、近くに、大好きな人の顔がやって来て、手も握って……目もつぶって。引き締まった唇がその瞬間を待ち詫びて、緩まった。

　そして、三度目の裏切り。

　何も起こらないとい思って目を開けると、まああれだ……ギャル顔だ。

「ラブチューされるかと思った？　ふふふっ……」

「…………ふん、満足か。もう行くぞ」

　いっそもう触れてしまいそうな至近距離で、ニヤニヤ顔とむっつり顔が向き合う。

「ふふっ。はははっ……」

　いつも通りなノリに妙に安心してしまい、乾いた笑みがこぼれ出る。

「キスしたかったんでしょ、もう。認めなよ？」

「言ってろ。もう一人でも学校行くからな。置いてくぞ」

「じゃあこのまま乗っかってるもーん！」

「真面目な話、連絡が行って大事になっちまうかも知れんぞ。叔母さんやお前の親に迷惑はかけられん」

「うん、いいよ……。超楽しかったし……」

　朝からこんなことしてるなんて、濃い日だ。もう肩が凝ってきそうだ。笑い合って、その分だけ仲良くなって。こういうのも悪くないなって思えてしまうから不思議だ。

　だが、三回裏切られたからってホッとしてはいけない。

　橘かれんに限って、その手の数字に意味はなく、からかいたい時にからかうのがこいつのスタイルなのだ。行こうぜ。そろそろ俺の膝から降りろ。そう素振りで伝えた時、四度目が待っていた。

　唇が……一瞬で、触れて、擦れて…………離れたのだ。

　橘はさっと降りて、最後のドヤ顔を見せた。

「えへへ……。やっぱラブラブ、してんじゃん？」

　駅に向かって駆け出していく橘を、俺はゆっくりとした足取りで追う。

　何たることか。学校が始まるまでもう一時間もないというのに、まだ電車に乗っていない。橘の付き人なんて役回りは優等生がやるべきではないな、うん。

　無論のこと、教室に着いた頃には、間に合うどころかホームルームが終わりに差し掛かっていた。白しら石いし先生からは大目玉を食らってしまったよ。
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